
サンギータラトナーカラ第一章試訳・その２

岡 崎 康 浩

記譜上の注意、その他

この訳では、理解の便宜と筆者の音楽上の理解を示すため、テキストに示された記譜法による

旋律を五線譜に書き改める作業を行った。もちろん、この作業については元の記譜法に対する透

明性が問題となる。ここでは次のような原則にしたがって作業を行った。

まず、各表記と通常用いられる階名との対応並びにオクターブ表記については以下の表にした

がう。

インド音名 略名 記譜上の略号 独音名 階名 備　考

S. ad. ja Sa S, Sā, Sa D Re

R. s.abha Ri R, R̄ı, Ri E Mi

Gāndhāra Ga G, Gā, Ga F Fa

Antara-Gāndhāra A-Ga G, Gā, Ga, (AG) Fis Fa♯ 記譜上の区別なし

Madhyama Ma M, Mā, Ma G Sol

Pañcama Pa P, Pā, Pa A La

Dhaivata Dha D, Dhā, Dha H Si

Nis.āda Ni N, Nı̄, Ni C Do

Kākal̄ı-Nis.āda K-Ni N, Nı̄, Ni, (KN) Cis Do♯ 記譜上の区別なし

Mandra S. ad. ja
•

Sa S. ,S. ā, S. a 低声域の Sa(各音同じ)

Tāra S. ad. ja
p

Sa Ṡ, Ṡā, Ṡa 高声域の Sa(各音同じ)

※ Sā, Saなどは原典の記譜の長短の区別が他で確認できない場合のみ。

ただし、記譜上では短音節の Saなどを Sなどで代用した場合もある
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186 インド学チベット学研究 13

なお、シャッドジャ (S. ad. ja)をレ（＝ D）に対応させたことについては、1章 3，4節で述べた基
本音階の半音の位置（Ri-Ga間、Dha-Ni間）から考えて幹音のみで表せるという以外に特に意
味はない(1)。もちろん、ここでは 3シュルティ、4シュルティの音程差は考慮に入れられていな
い(2)。

さらに、
•

Sa、
p

Saなどで示される低声域 (mandra)、高声域 (tāra)の符号は、本書にも言及さ
れているとおり (I 6.6-8)、絶対的なオクターブ表記であるとは考えがたい。基本的には相対的声
域表示として理解した。特に、音進行に一定の規則性があるアランカーラの記述については特に

問題はない。

しかし、ジャーティの各譜例については問題は単純ではない。本稿では、サンギータラージャ

やバラタバーシャに記録された同系の譜例との校合を行っているが、各刊本に示されたそれ

らの符号には異読が多く、どこまで信頼が置けるかということも大いに疑問である。そこで、

Widdessにならい、原典の記譜を解釈する際、次のような原則にしたがった。

• 最小音程の原則: 他の条件が同じ場合、連続する２つの音の間の音程は小さくとるように
する。

• 声域の一貫性の原則: 一つの旋律で声域の劇的な変化を避け、同時に全体として用いられ
る声域が一定の範囲（オクターブ半程度）に留まるようにする。

特に、声域に関しては、ナートヤシャーストラ以来、一定の原則、つまり、主要音 (am. śa-svara)
の下に 1オクターブ、上に四度から五度という規定があり、さらにWiddessが具体的な譜例に
則して、いくつかのグラーマ・ラーガに関して、その声域を割り出している(3)。したがって、基

本的に、それらの結果が示す声域に収めるべく解釈した。その際、六度以上の跳躍を必要とする

場合には、譜例の示すマンドラ・ターラの符号を尊重した場合もある。ただ、ジャーティ等の譜

例については、それらマンドラ・ターラの符号の信頼性の理解やその解釈の仕方によってかなり

異なったものとなる可能性があり、あくまでも仮説的なものであると理解されたい。

これらにしたがって、原則的な音階を示すと以下のようになる。原典の記譜が

•
Sa

•
Ri

•
Ga

•
Ma

•
Pa

•
Dha

•
Ni Sa Ri Ga Ma Pa Dha Ni

p

Sa
p

Ri
p

Ga
p

Ma
p

Pa
p

Dha
p

Ni

といったものであった場合

(1)Widdessのシャッドジャをドに対応させ２つのフラットを用いて表記する方法もある。Widdessの方法は、現代の

インド音楽と対比させるのに利点がある。現代のヒンドスターニ音楽では Saをドに対応させることでド・レ・ミで表せ

る。ここに示した方法は、Danielouなど多くの学者が用いているが、おそらくは筆者と同様の理由であろう。

(2)インドの古典音律については、Levy, Mark: Intonation in North Indian Music (Impex India Delhi 1982) に

これまでの議論がまとめられており、多くの学者はバラタの時代の 3シュルティを小全音 (182cent)、4シュルティを大

全音 (204cent)と解釈しているが、NSの現行テキストからは 22平均音律としか解釈できず（1シュルティが 54.5cent

程度）、また、すでに若干ふれたようにシャールンガデーヴァの時代こうしたシュルティ論が実際の音楽にどの程度関わ

りを持ち、3シュルティ、4シュルティの音程差が機能していたかはきわめて疑問である。

(3)Richard Widdess: The Rāgas of Early Indian Music(Clarendon Press, Oxford 1995) pp. 267-79 に具体

的声域、およびそれに関わる準音階 (mūrcchanā)の役割に関しての考察がある。
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G

S.

ˇ

R.

ˇ

G.

ˇ

M.

ˇ

P.

ˇ

D.

ˇ

N.

ˇ

S

ˇ

R

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

N

ˇ

Ṡ

ˇ

Ṙ

ˇ

Ġ

ˇ

Ṁ

ˇ

Ṗ

ˇ

Ḋ

ˇ

Ṅ

ˇ

といった表記となる（このように書くと、相対的な低声域・高声域の印ではなく、絶対的なオ

クターブ表記と理解されるが、現実には相対的な印として理解される場合が多い）。

次に、音価についてであるが、1マートラー＝ラグ (laghu)を 4分音符とし、グル (guru)を倍
の 2分音符、本文で Sa3 などの記号で示されるプルタ (pluta)を 3倍の付点 2分音符とした。な
お、本書でカラー (kalā)で呼ばれている単位を小節として表したが、必ずしもリズム上の単位を
示すものではない。本文の説明並びに注記を参照されたい(4)。

また、文献略号、文献引用については、本稿「その１」にしたがうが、サンギータラトナーカ

ラ自体の引用については、章番号をローマ数字で、節番号、頌番号はアラビア数字で表した。他

の書の引用は章番号、頌番号ともにアラビア数字である。章番号にローマ数字が使われている場

合は、SR自体の参照とご理解いただきたい。

5 重複 (サーダーラナ)

5.1 総論

重複 (サーダーラナ: sādhāran. a)補1は音階音（の重複: svara-sādhāran. a）とジャーティ
（の重複: jāti-sādhāran. a）の区別によって２種類である。 1ab

5.2 音階音の重複

5.2.1 その種類

その中で、音階音の重複は４種類であると言われる。カーカリー (kākal̄ı)・アンタラ
(antara)・シャッドジャ (s.ad. ja)・マッドヤマ (madhyama)の区別があるからである補2。

1c-2b
実際、カーカリー (kākal̄ı)補3という重複 (sādhaāran. a)は、シャッドジャとニシャーダの
間にあるので、そ（のシャッドジャとニシャーダが）重複していること (sādhāran. ya)が
重複 (sādhaāran. a)であると人々は知っている。 2c-3b
アンタラ (antara)もガーンダーラとマッドヤマの間で重複すると考えられている。 3cd

(4)こうした五線譜化に際しては、Widdess前掲書によるところが大であり、また、Widdess教授自身から原則や復元

の実際について教示を受けた部分もある。教示の内容については、補注にふれるが、同教授に深く謝意を表したい。
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188 インド学チベット学研究 13

5.2.2 カーカリー・ニシャーダ、アンタラ・ガーンダーラの用法

（カーカリー・ニシャーダの用法は）シャッドジャを発した後に、カーカリーとダイヴァ

タが順に用いられるべきである。同様に、マッドヤマを発して後に、アンタラとリシャバ

を用いるべきである。 4
シャッドジャとカーカリーを発した後に、シャッドジャを再び発することができる。（そ

の後に）それ（＝シャッドジャ）以外の（音階音の）中のいずれかを（発することができ

る）。また、マッドヤマとアンタラの音階音も、それを用いた後に、（再び）マッドヤマが

用いられるべきであり、（その後に）それ（マッドヤマ）以外の（音階音）のうちのいずれ

かが用いられる補4。いかなる場合にもカーカリーとアンタラの音階音はほとんど用いら

れない補5。 5-6

G

下行の K-Ni

S

ˇ
\

KN

ˇ

D

ˇ

下行の A-Ga

M

ˇ
\

AG

ˇ

R

ˇ

波伏の K-Ni

S

ˇ
\

KN

ˇ

S

ˇ

波伏の A-Ga

M

ˇ
\

AG

ˇ

M

ˇ

5.2.3 シャッドジャ・マッドヤマの重複

もし、ニシャーダがシャッドジャの最初の可聴音程に止まり、一方リシャバが（シャッド

ジャの）最後の（可聴音程）に止まるとすれば、シャッドジャの重複 (s.ad. jasādhāran. a)と
言われる補6。 7
マッドヤマの重複もガーンダーラとパンチャマについて同様である（つまり、ガーンダー

ラがマッドヤマの最初の可聴音程に止まり、パンチャマが最後の可聴音程に止まるとき

マッドヤマの重複である）と考えられる。マッドヤマに重複は必ずマッドヤマの基本音階

にあると決まっている補7。 8
２つの重複（つまり、シャッドジャの重複とマッドヤマの重複）は、髪の毛の先のように

微小であるので補8カイシカ (kaísika)として（知られている）。まさにこれがある賢者たち
によっては音階の重複 (グラーマ・サーダーラナ: grāmasādhāran. a)と言われる（図 1参
照）補9 9

5.3 ジャーティの重複

同じ音階から生じ同じ基本の主要音 (am. śa)を持つジャーティ (jāti: 旋法)の中で、共通
な旋律 (ガーナ: gāna)を尊者たち（バラタなど）はジャーティの重複だと言っている補10。

10
［別の見解］ジャーティの重複をある者達はまさにラーガ (rāga)であると述べる(5)。11ab

(5)S 註はここでのラーガというのが、シュッダカイシカマッドヤマ (śuddhakaísikamadhyama: II 2. 97-99b

参照) などであるとしている。シュッダカイシカマッドヤマはシャッドジャ音階から生成されるグラーマ・ラーガ

(grāma-rāga)であるが、ここでグラーマ・ラーガ一般が言及されているのか否かは疑問の残るところである。
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Ni Sa Ri

Ni Sa Ri

Ga Ma Pa

Ga Ma Paシャッドジャの重複 マッドヤマの重複 基本音階（マッドヤマ音階の場合のみ）点線のSa音階のPaでは、5シュルティ音程が出てくる
図 1 シャッドジャ・マッドヤマの重複

補　注

1ナートヤシャーストラは、重複（サーダーラナ: sādhāran. a）を「今から重複 (sādhāran. a)の規定を我々は述べよ

う。その中で、重複（sādhāran. a）というのは、間の音階音 (antarasvara)であることである。【問】なぜか。【答】２つ

のものの間 (antara)に位置するものが重複 (sādhāran. a)である。日陰では寒く、日向に出るとひどく汗をかくような、

春がやってきていないとはいえず、寒冬が終わったとはいえない時期が時節の重複 (kālasādhāran. a) である。（重複と

はそういったものである。）その（サーダーラナの）中で、音階音の重複とジャーティの重複がある (28. 34 and the

prose above and under it)」と説明している。要するに中間の状態ということである。
2ナートヤシャーストラには、音階音の重複としてニシャーダの重複であるカーカリーとガーンダーラの重複である

アンタラしか挙げられていない (prose under 28. 34)。ダッティラムの場合も同様である (46)。ただ、ナートヤシャー

ストラでは、音階音の重複にはシャッドジャとマッドヤマという２つの音階に属する２種があり、シャッドジャ音階に

おいてはシャッドジャ重複が、マッドヤマ音階においてはマッドヤマ重複があるといった記述が見られる (prose under

28. 34)。そこでは、各音階における重複という意味で、シャッドジャ音、マッドヤマ音そのものの重複という意味では

ないが、アビナヴァバーラティーでは明らかにシャッドジャ音の重複、マッドヤマ音の重複という意味で解釈し、その

シュルティ構成を述べており (p. 33-4)、シャッドジャ・マッドヤマの重複というのは、このナートヤシャーストラの記

述に対するアビナヴァバーラティー、バラタバーシャなどそれに対する注釈に淵源を持つものなのであろう。詳しくは、

I 3. 45の補注参照。
3カーカリー (kākal̄ı)は、柔らかく弱いもの (kala)であるからそう呼ばれるとナートヤシャーストラ (GOS版 prose

after 28. 34, p. 32) は述べている。一方、K版のテキストや Ghoshの訳では、GOS版の解釈に加えて、わずかに引

き上げられること (akr.s.ta)、きわめて細かいこと (atisauks.mya)、烏の目 (kākāks.a)のような振る舞いをするのでそう

呼ばれるとしている。最後の烏の目というのは一つのことで二つの目的を満足させるといった意味でしばしば用いられ

る慣用表現であるが、ここではニシャーダとシャッドジャの二つに結びついているということを意味するのであろう。実

際に、このカーカリーの民間語源についても一つに限るというのではなく、いくつかの異なる伝承が存在したということ

だと思われる。
4「それ以外の中のいずれか」ということについて、K註は、近接するものの中で消去されるべきものを除いた近接す

る音階音こそが「それ以外」の意味であるとしている。一方、S註は、「それ以外の中のいずれか」は、文字どおり、カー

カリー・ニシャーダの場合、Ri、Ga、Ma、Pa、Dhaであり、アンタラ・ガーンダーラの場合、Pa、Dha、Ni、Sa、Ri

だとしている。
5カーカリー・ニシャーダ、アンタラ・ガーンダーラの用法については、ナートヤシャーストラに「中間音

(antarasvara: カーカリーとアンタラ) の使用は常に上行進行 (ārohin) にあるが、使用されるのは、わずかであり特別
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な場合である。一方、下行進行 (avarohin)はいかなる場合にもなされるべきではない。もし、下行進行が多かろうと少

なかろうとなされた場合には、中間音は旋法 (jāti)の喜びとシュルティを破壊することになる (28. 35-6)」と述べられ、

カーカリー・ニシャーダをシャッドジャ・サーダーラナ (s.ad. jasādhāran. a)と、アンタラ・ガーンダーラをマッドヤマ・

サーダーラナ (madhyamasādhāran. a)と同一視するならば、前者はシャッドジャの基本音階のみに、後者はマッドヤマ

音階のみに用いられるという規定もある (NS prose after 28. 34, p. 32)。さらに、ジャーティの規定からは、Ga や

Ni が希少であるとき用いられるものであるとか、Sa やMa が主要音である場合にのみ用いられるといったことがわか

る (NS 28. 45)。これらについては、Widdessが詳しく考察しており (Widdess前掲書 p. 223ff)、不明な部分が多い

としながらも、それぞれ Sa、Maに対する導音として以下のような用いられ方がなされたのではないかとしている。

G

Saへの補助的な導音としての K-Ni

ˇ ˇ

\
ˇ ˇ

^
ˇ ˇ ˇ

Maへの補助的な導音としての A-Ga

ˇ ˇ

\
ˇ ˇ

^
ˇ ˇ ˇ

Widdessは、この NSの用法上の制約が諸ラーガの発達とともに変化してきたと論じているが、その議論でも本書で下

行進行が認められていることを特筆している。ただ、Widdess も指摘しているように、アビナヴァグプタは「マッドヤ

マから中間音 (antarasvara: ここではアンタラ・ガーンダーラ)が用いられ、マッドヤマへ（行く場合がある）。それ以

外では上行 (avarohan. a)のみがなされるべきである (on 28. 35, p. 35)」と述べ、本書に示された中間音の用いられ方

を一部であるが支持している。
6すでに I 3. 45の補注で述べたように、アビナヴァグプタの註 (on the prose under 28. 34, p. 33-4) にシャッド

ジャの重複、マッドヤマの重複が独立した変異音として述べられ、Ni・Sa・Riがそれぞれ３・２・４シュルティになる

ことが述べられている。そこでも、Niと Riとの関係が問題にされているが、Niが１シュルティ増音程となり、Saが１

シュルティ減音程になればこの記述と一致する。ここでも、同様に理解すれば、I 3. 40の記述と矛盾しない。
7アビナヴァグプタの註 (on the prose under 28. 34, p. 34) には、Gaが１シュルティ増音程になり、マッドヤマ

音階のMaの１シュルティを Paが獲得することが述べられている。これと同じことがここで述べられているとすれば、

Gaを１シュルティ増音程に、マッドヤマを１シュルティ減音程にすると考えられる。さらに、K註には、このマッドヤ

マの重複がシャッドジャ音階でなされる場合 Paが５シュルティとなり、これがありえないので、このマッドヤマの重複

がマッドヤマの基本音階に限られることが述べられている。Ma を１シュルティ減音程にすると考えれば、この K 註の

説明も納得できる。また、後に述べるように K註ではカイシカの説明で、４シュルティのものが低くなる (cyuta)こと

も述べている。
8「髪の毛の先のように微小であるので」というのを K 註は、「４シュルティのもの（シャッドジャとマッドヤマ）

が低く (cyuta) なることによって２シュルティになってしまうことによって小さくなるので、カイシカと言われる」と

説明している。微小 (sauks.mya) であるからカイシカと呼ばれるということについては、すでにナートヤシャーストラ

(prose under 28. 34, p. 32)に見える。
9S註は、シャッドジャの重複はシャッドジャの基本音階にのみ、マッドヤマの重複はマッドヤマの基本音階にのみ限

定されるので、音階の重複 (grāmasādhāran. a) と呼ばれるとしている。英訳者は、この見解が K 註の述べるマッドヤ

マの重複がある場合パンチャマが５シュルティになるのでシャッドジャ音階でそれを用いないという見解と一致しない

としているが、K註は、ここでの見解を各音階に規定される (pratiniyata)ので、音階の重複といわれるともしており、

５シュルティ云々の議論はあくまでも補助的な理由と捉えることもできよう。なお、このシャッドジャ、マッドヤマの重

複については、カーカリー・ニシャーダの別名で用いているとは言え、ナートヤシャーストラの「音階音の重複は２つの

基本音階に属する２種類である (prose under 28. 34, p. 32)」という表現との関係も考えなければなるまい。ただ、こ

のシャッドジャの重複、マッドヤマの重複が音楽的に意味を持った音程の変更であるかどうかについては疑問も残ると

ころである。この両者がそれぞれカーカリー・ニシャーダ、アンタラ・ガーンダーラと本質的に同じだとした上で、機

能上の差異であるとした理解する学者もいる (Jairazbhoy, N. A.: ’Bharata’s Concept of Sādhāran. a’, BSOAS 21,

1958)。Jairazbhoy は通常のカーカリー、アンタラを偶有的 (accidental) な音であるとするのに対し、サーダーラナ

シャッドジャ、-マッドヤマを特定の音階音 (svara víses.a) と呼んでいることから、通常のニシャーダ・ガーンダーラ

に代わりうる恒常的な音であるとする。しかし、彼が根拠とするナートヤシャーストラの「重複はここで特定の音階音

(svaravíses.a)を意味するので、シャッドジャの重複といわれる (GOS版 prose after 28. 34, p. 32; K版 p. 26)」と
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いう表現そのもののテキスト上の問題もあり、にわかには承認し難い。ただ、音楽的に考えれば、ニシャーダとシャッド

ジャ、ガーンダーラとマッドヤマの間がカーカリー・アンタラの場合も、シャッドジャ・マッドヤマの重複の場合も２

シュルティとなるということであり、半音音階をニシャーダ・シャッドジャ間、ガーンダーラ・マッドヤマ間に移動させ

るということに意味があるとすれば、両者が同じものであるとすることも納得できるところである。また、シャールンガ

デーヴァの時代バラタの本来の意味での音階音の重複が理解されていなかったであろうという彼の議論も、シュルティ論

の推移を考えれば納得のいくところである。一つの可能性としては、NS解釈の流れの中から SRに見られるサーダーラ

ナシャッドジャやサーダーラナマッドヤマの理解が生じ、あくまでも、一つの理論的話題としてここに取り上げられてい

ると考えることもできる。そのため、今後のジャーティやラーガの具体的記述では、カーカリー、アンタラは問題とされ

ても、サーダーラナが問題とされていないとも理解できる。いずれにしても、そこに音楽的な機能の相違があるかどうか

については、用法上の問題も含めて今後の検討にゆだねる部分が大きい。
10この旋法の重複の定義は、ナートヤシャーストラの「旋法の重複 (jātisādhāran. a) とは、その主要音 (am. śa) を同

一にする諸々の旋法に区別がないことから（生じるものであるが）、（旋法の特徴の）集合なので、それぞれの部分につい

て特徴を認識するのである (prose under 28. 34, p. 32 ただし、この部分についてはテキスト上の問題があり、「その

主要音を同一にし」以外に「同一の音階から生じ」という形容句のついているテキストもある)」および、ダッティラム

の「同一の音階の中で、（ある音階音の他の音階音に対する）優越性 (bāhulya)によって、一つの旋法の中に他の旋法と

の共通性が見られるとき、それが旋法の重複である (47)」といった定義を踏襲したものであろう。なお、K 註では、旋

律運動の共通性 (varn. a-sāmya)によって旋律 (gāna)が共通であると説明している。

6 ヴァルナ (旋律運動)とアランカーラ (音形)

6.1 ヴァルナ（旋律運動）

節を付けること (gānakriyā) がヴァルナ (varn. a: 旋律運動) であり、それは４種類と説
明される。スターイー (sthāȳı: 持続)、アーローヒー (āroh̄ı: 上行)、アヴァローヒー
(avaroh̄ı: 下行)、サンチャーリー (saṁcār̄ı: 波伏)というように。次に（それらの）定義
が（述べられる）補11 。 1
同一の音階音を繰り返し保持して使うことがスターイー (sthāȳı: 持続) のヴァルナ
(varn. a: 旋律運動)であると知られるべきである補12。他の２つ（アーローヒー＝上行とア

ヴァローヒー＝下行）は言葉の意味どおり（つまり、アーローヒー (āroh̄ı)は低い音から
高い音に上がる、アヴァローヒー (avaroh̄ı)は高い音から低い音へ下がる）の名称を持つ
ものである補13。 2
これら（スターイー、アーローヒー、アヴァローヒー）を混用することによって、サン

チャーリー (sañcār̄ı: 波伏)というヴァルナ (varn. a: 旋律運動)が説明される補14。 3ab

6.2 アランカーラ（音形）

6.2.1 総論

特定のヴァルナ (varn. a: 旋律運動)の組み合わせをアランカーラ (alam. kāra: 音形)補15と

言う。 3cd

6.2.2 スターイーのヴァルナに属するアランカーラ

それ（＝アランカーラ）には、多くの種類がある。その中で、スターイー (sthāȳı)のヴァ
ルナに属する諸々の（アランカーラ）を私は述べる。その中の最初と最後の音が同じ音階
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音であるものがスターイー (sthāȳı)のヴァルナ (varn. a: 旋律運動)に属するものである。
4
(1) プラサンナーディ (prasannādi: 低音に始まるもの)、(2) プラサンナーンタ
(prasannānta: 低音に終わるもの)、(3)プラサンナードヤーンタ (prasannādyanta: 低音
に始まり終わるもの)という名を持つもの、それから、(4)プラサンナマッドヤ (prasan-
namadhya: 低音が真ん中に来るもの)、５番目の (5)クラマレーチタ (kramarecita: 順序
に浄められたもの)、(6) プラスターラ (prastāra: 展開すること) そして (7) プラサーダ
(prasāda: 白く輝くこと)というこの７つがスターイー (sthāȳı)のヴァルナに属するので
ある補16。 5-6ab

6.2.3 解釈上の注意・記譜上の符号

この（アランカーラの）節では、マンドラ (mandra)は、（絶対的な低声域の意味ではなく）
準音階の最初の音階音のことである。まさにその２倍 (dvigun. a: ＝１オクターヴ高い音
程)がターラ (tāra)である。さもなくば、それぞれ先行する（声域にある音階音が）マン
ドラ (mandra)であり、それに続く（声域にある音階音が）ターラ (tāra)である補17。マ

ンドラ (mandra)はプラサンナ (prasanna)とかムリドゥ (mr.du)とか呼ばれ、一方、ター
ラ (tāra)はディープタ (d̄ıpta)と呼ばれる補18。表記については、マンドラ (mandra)は
音階音を示す文字の頭に黒い点を付け、ターラ (tāra)は音階音を示す文字の頭に縦線を付
ける補19。「３」という文字によって（その音階音が）プルタ (pluta: 延長＝短母音の３倍
の長さ)であることを示す(6)。 6cd-8

6.2.4 スターイーのアランカーラ個々の定義

(1)２つのマンドラ (mandra: 低音)の後にターラ (tāra: 高音)があるとき、プラサンナー
ディ (prasannādi)と呼ばれる。
•
Sa

•
Sa

p

Sa補20というように補21。 9ab
(2)その逆がプラサンナーンタ (prasannānta)である。
p

Sa
p

Sa
•
Sa補22というように補23。 9c

(3)２つのプラサンナ (prasanna: 低音)の間にディープタ (d̄ıpta: 高音)があるとき、プ
ラサンナードヤンタ (prasannādyanta)となるはずである。
•
Sa

p

Sa
•
Sa補24というように補25。 9d-10a

(4)一方、二つのターラ (tāra: 高音)の間にマンドラ (mandra 低音)があるとき、プラサ
ンナマッドヤ (prasannamadhya)という音形であると賢人たちは知っている。
p

Sa
•
Sa

p

Sa補26というように補27。 10bcd

(6)フラスヴァ (hrasva: 短)、ディールガ (d̄ırgha: 長)、プルタ (pluta: 延長) とは、母音の長さを表すものとしてイ

ンドの伝統文法で使われてきている。その長さは、１: ２: ３と言われている。
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G

(1)

S.

ˇ

S.

ˇ

Ṡ

ˇ

(2)

Ṡ

ˇ

Ṡ

ˇ

S.

ˇ

(3)

S.

ˇ

Ṡ

ˇ

S.

ˇ

(4)

Ṡ

ˇ

S.

ˇ

Ṡ

ˇ

(5)始めと終わりに準音階の最初の音階音があり、間に第２音があるというのが、１つの
節 (カラー: kalā)であり、（一方、始めと終わりに第１音があって）間に第３音と第４音
があるというのが第２の（節であり）、次の節は、（始めと終わりに第１音があって）間に

第５音を始めとする３つの（音階音）がある。このようにして、３つの節 (kalā)によって
クラマレーチタ (kramarecita)のアランカーラ (alam. kāra: 音形)が述べられた。
•
SaRi

•
Sa

•
SaGaMa

•
Sa

•
SaPaDhaNi

•
Sa補28というように補29。 11-12

G

S.

ˇ

R

ˇ

S.

ˇ

S.

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

S.

ˇ

S.

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

N

ˇ

S.

ˇ

(6)それぞれの節 (kalā)ごとにディープタ (d̄ıpta: 高声)が終わりに来るそれ（＝クラマ
レーチタ）はプラスターラ (prastāra)と言われる補30。
•
SaRi

p

Sa
•
SaGaMa

p

Sa
•
SaPaDhaNi

p

Sa補31というように補32。 13ab

G

S.

ˇ

R

ˇ

Ṡ

ˇ

S.

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

Ṡ

ˇ

S.

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

N

ˇ

Ṡ

ˇ

(7)ターラ (tāra: 高声)とマンドラ (mandra: 低声)が逆に置かれたとき、それをプラサー
ダ (prasāda)と言う補33。
p

SaRi
•
Sa

p

SaGaMa
•
Sa

p

SaPaDhaNi
•
Sa補34というように補35。 13cd

G

Ṡ

ˇ

R

ˇ

S.

ˇ

Ṡ

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

S.

ˇ

Ṡ

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

N

ˇ

S.

ˇ

6.2.5 アーローヒーのヴァルナに属するアランカーラ

(1)ヴィスティールナ (vist̄ırn. a: 広げること)、(2)ニシュカルシャ (nis.kars.a: 引くこと)、
(3)ビンドゥ (bindu: 滴)、(4)アビウッチャヤ (abhyuccaya: 集めること)、それから、(5)
ハシタ (hasita: 笑うこと)、(6) プレーンキタ (preṅkhita: 揺らされること)、(7) アーク
シプタ (āks.ipta: 投げられたこと)、(8)サンディプラッチャーダナ (sam. dhipracchādana:
結合の覆い)、そして、(9)ウッドギータ (udḡıta: 朗誦)、(10)ウッドヴァーヒタ (udvāhita:
高く揚げられること)、同様に、(11)トゥリヴァルナ (trivarn. a: 三つの色)、(12)ヴェーニ
(ven. i: 編んだ髪)というこれら 12がアーローヒー (avaroh̄ı: 上行)のヴァルナにあるアラ
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ンカーラであると言われる補36。 14-15

6.2.6 アーローヒーのアランカーラ個々の定義

(1)ここで、準音階 (mūrcchana)の最初の音階音から、各々の音階音がディールガ (d̄ırgha:
長母音の長さ) で保持されつつ順に上行するとき、ヴィスティールナ (vist̄ırn. a) と言わ
れる。

Sā R̄ı Gā Mā Pā Dhā Nı̄というように補37。 16

G

S

˘

R

˘

G

˘

M

˘

P

˘

D

˘

N

˘

(2)-a フラスヴァ (hrasva: 短母音の長さ)の音階音がそれぞれ２回ずつ区切れなく（順に
上行するとき）ニシュカルシャ (nis.kars.a)と言われる。
SaSa RiRi GaGa MaMa PaPa Dha Dha NiNiというように補38。 17ab

G

S

ˇ

S

ˇ

R

ˇ

R

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

(2)-b それぞれ３回、または４回、音階音が発せられる場合、これをガートラヴァルナ
(gātravarn. a)補39という（アランカーラ）であると知られている。

つまり、SaSaSa RiRiRi GaGaGa MaMaMa PaPaPa DhaDhaDha NiNiNi とか、
SaSaSaSa RiRiRiRi GaGaGaGa MaMaMaMa PaPaPaPa DhaDhaDhaDha NiNiNiNi
というように。 17cd

G

S

ˇ

S

ˇ

S

ˇ

R

ˇ

R

ˇ

R

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

G

S

ˇ

S

ˇ

S

ˇ

S

ˇ

R

ˇ

R

ˇ

R

ˇ

R

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

（しかし）ある人たちは、この２つの（同音が３回または４回繰り返して発せられる形の

アランカーラを）まさにニシュカルシャ (nis.kars.a) の２つの変種であると説明した補40。

18ab
(3)プルタ (pluta: 延長)、フラスヴァ (hrasva: 短)、プルタ (pluta: 延長)、フラスヴァ、
プルタ、フラスヴァ、プルタという順の長さにそれぞれ音階音をして、順に上行するとき、

これがビンドゥ (bindu)と考えられる。
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Sā3Ri Gā3Ma Pā3Dha Nı̄3補41というように補42。 18cd-19ab

G
`

S

˘

R

ˇ `

G

˘

M

ˇ `

P

˘

D

ˇ `

N

˘

(4)一つ飛ばしの音階音が上行するのを賢者はアビウッチャヤ (abhyuccaya)という。Sa
Ga Pa Niというように補43。 19cd

G

S

ˇ

G

ˇ

P

ˇ

N

ˇ

(5)一つ上がるごとに反復を増やして歌われる音階音が上行する場合、それをシヴァ神の
崇拝者はハシタ (hasita) であると言う。Sa RiRi GaGaGa MaMaMaMa PaPaPaPaPa
DhaDhaDhaDhaDhaDha NiNiNiNiNiNiNi補44というように補45。 20

G

S

ˇ

R

ˇ

R

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

N

ˇ

(6)最初に、２つの（第１と第２の）音階音を発した後に、それぞれ前の音と結びついた
後の音が反芻しながら (āndolita)補46上行するとき、これがプレーンキタ (preṅkhita)も
しくはクラマ (krama)と言われる。
SaRi RiGa GaMa MaPa PaDha DhaNi補47というように補48。 21

G

S

ˇ

R

ˇ

R

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

N

ˇ

(7)一つ飛ばしの一組の音階音を（発した後に）、それ（＝プレーンキタ）と同様に前の音
と結びついた後の音が順に上行するとき、アークシプタ (āks.ipta)と言う。
SaGa GaPa PaNi補49というように補50。 22

G

S

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

N

ˇ

(8)最初の（節）が、３つの音階音からなり、他の節 (kalā)においてはそれぞれ先行する
（節）の最後の（音階音）が最初の（音階音）となって３つの音階音からなる節 (kalā)が
あるとき、それがサンディプラッチャーダナ (sam. dhipracchādana)である。
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SaRiGa GaMaPa PaDhaNi補51というように補52。 23

G

S

ˇ

R

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

N

ˇ

(9)３つの（異なる）音階音から構成される２つの節 (kalā)で、それぞれ最初の音階音が
３回繰り返されるとき、それがウッドギータ (udḡıta)である。
SaSaSaRiGa MaMaMaPaDha補53というように補54。 24abc

G

S

ˇ

S

ˇ

S

ˇ

R

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

M

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

(10)（３つの異なる音階音から構成される２つの節のなかで）真ん中の（音階音）がそれ
（＝ウッドギータ）と同様に（３回繰り返されるとき）、ウッドヴァーヒタ (udvāhita)と
考えられる。

SaRiRiRiGa MaPaPaPaDha補55というように補56。 24d

G

S

ˇ

R

ˇ

R

ˇ

R

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

(11)一方、（３つの異なる音階音から構成される２つの節で）最後の（音階音）を３回繰
り返した場合、これをトゥリヴァルナ (trivarn. a)であると説明する。
SaRiGaGaGa MaPaDhaDhaDha補57というように補58。 25ab

G

S

ˇ

R

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

G

ˇ

M

ˇ

P

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

D

ˇ

(12)（３つの異なる音階音から構成される２つの節で）３つの（音階音が）３回繰り返さ
れるとき、（単に７つの音階音が３回繰り返される場合とは違って）プリタッグヴェーニ

(pr.thagven. i: ＝ヴェーニ: ven. i)と言われる。
SaSaSaRiRiRi GaGaGa MaMaMaPaPaPaDhaDhaDhaというように補59。 25cd
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6.2.7 アヴァローヒーとサンチャーリーのヴァルナに属するアランカーラ

（アーローヒーの場合と逆に）下行順に（それぞれの音階音が発せられること）によって、

（アーローヒーの場合と）同じそれら（＝ヴィスティールナなど）12 がアヴァローヒー
(avaroh̄ı: 下行)における（アランカーラ）となる補60。 26ab
(1)マンドラーディ (mandrādi: 低音が始めにあるもの)、これに続く (2)マンドラマッド
ヤ (mandramadhya: 低音が真ん中にあるもの)、(3)マンドラーンタ (mandrānta: 低音が
最後にあるもの)、(4)プラスターラ (prastāra: 展開すること)、(5)プラサーダ (prasāda:
白く輝くこと)、そして (6) ヴィヤーヴリッタ (vyāvr.tta: 引き込まれたこと)、また (7)
スカリタ (skhalita: 躓くこと)、(8) パリヴァルタ (parivarta: 回転すること)、(9) アー
クシェーパ (āks.epa: 投げ上げること)、(10) ビンドゥ (bindu: 滴)、(11) ウッドヴァー
ヒタ (udvāhita: 高く揚げられること)、(12)ウールミ (ūrmi: うねり)、(13)サマ (sama:
等しいこと)、そして、(14) プレーンカ (preṅkha: 震えること)、(15) ニシュクージタ
(nis.kūjita: さえずること)、(16) シュイェーナ (śyena: 白色)、(17) クラマ (krama: 順
序)、(18)ウッドガッティタ (udghat.t.ita: 開けること)、(19)ランジタ (rañjita:色付けら
れたこと )、(20) サンニヴリッタプラヴリッタ (sam. nivr.ttapravr.tta: 止まることと始め
ること)、そして (21) ヴェーヌ (ven.u: 竹、竹笛)、(22) ラリタスヴァラ (lalitasvara: 音
階音が戯れるもの)、(23) フンカーラ (hum. kāra: フーンという音を出すこと)、(24) フ
ラーダマーナ (hrādamāna: 吠えること)、そして (25)アヴァローキタ (avalokita: 見るこ
と)、これらがサンチャーリー (sam. cār̄ı: 波伏)の（ヴァルナ）における 25のアランカー
ラ (alam. kāra: 音形)である補61。 26cd-29

6.2.8 サンチャーリーのアランカーラ個々の定義

(1)最初の節 (kalā)が（第１、第３、第２音の）３つの音階音からなり、他のマンドラ（こ
こでは、準音階の最初の音の意）を始めとする節もそれぞれ（前の節の）マンドラ（最も

低い音）を捨てることによって作られた場合、マンドラーディ (mandrādi)となる。
SaGaRi RiMaGa GaPaMa MaDhaPa PaNiDha補62というように補63。 30
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ˇ
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ˇ
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ˇ

P

ˇ

N

ˇ

D

ˇ

(2), (3)その（５つの）節 (kalā)において真ん中にマンドラ (mandra: 低音)がある場合
と最後にマンドラがある場合、それぞれ（マンドラーディに）続く２つ（マンドラマッド

ヤとマンドラーンタ）である。

マンドラマッドヤ (mandramadhya)とは例えば、GaSaRi MaRiGa PaGaMa DhaMaPa
NiPaDha補64というようなものである。

マンドラーンタ (mandrānta) とは例えば、RiGaSa GaMaRi MaPaGa PaDhaMa
DhaNiPa補65というようなものである補66。 31ab
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G

(2)マンドラマッドヤ
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(3)マンドラーンタ
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P
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ˇ
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ˇ

D

ˇ

N

ˇ

P

ˇ

(4)中間の音階音を捨てた一組の音階音（例えば第１音と第３音の組）が（上行し）、つぎ
に捨てられた（例えば第２音）からふたたび同様な一組が作られ、上行するとそれば、そ

れはプラスターラ (prastāra)と言われる。
SaGa RiMa GaPa MaDha PaNi補67というように補68。 31cd-32ab
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ˇ

D

ˇ
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ˇ
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ˇ

(5)それぞれ先行する音階音が、後続する（第２の音階音）の前後にあるように構成された
場合、それをプラサーダ (prasāda)とシュリーカラネーシュヴァラ（＝シャールンガデー
ヴァ）は言った。 32cd-33ab
SaRiSa RiGaRi GaMaGa MaPaMa PaDhaPa DhaNiDha補69というように補70。
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ˇ
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ˇ
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ˇ

D

ˇ

(6)４つの音階音からなる節 (kalā)があり、そこで、第１音から第３音へ行き、第２音か
ら第４音へ行き、最初の音に戻る。それぞれ（最初の音）を捨てて同様に４つの音階音か

らなる後続の（節が構成される）場合、それを賢者たちはヴィヤーヴリッタ (vyāvr.tta)と
考える。 33cd-34
SaGaRiMaSa RiMaGaPaRi GaPaMaDhaGa MaDhaPaNiMa補71というように補72。
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P

ˇ

N

ˇ

M

ˇ

(7)マンドラーディ (mandrādi: SaGaRiといった形のもの)の節 (kalā)で、上の音階音
（この場合はMa）が２度発せられる部分を伴ったものを用い、（その後に、最初の音階音
へ）下行するとすれば、これがスカリタ (skhalita)と呼ばれるものである。
SaGaRiMaMaRiGaSa RiMaGaPaPaGaMaRi GaPaMaDhaDhaMaPaGa
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MaDhaPaNiNiPaDhaMa補73というように補74。 35
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(8)第２音を捨てた３つの音階音で最初の節 (kalā)が構成され、捨てられた（音階音）か
ら他の（節）が始められるとき、パリヴァルタ (parivarta)である。
SaGaMa RiMaPa GaPaDha MaDhaNi補75というように補76。 36
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(9)３つの音階音からなる節 (kalā)がそれぞれ先行音を捨てて上行することで構成される
とき、アークシェーパ (āks.epa)である。
SaRiGa RiGaMa GaMaPa MaPaDha PaDhaNi補77というように補78。 37ab
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ˇ
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(10)次に、ビンドゥ (bindu)は下の始めの（第１音）をプルタ (pluta: 延長)にして、次
の（音）に火に触れるように（わずかに一度）ふれ、下の最初の（音）に（再び）触れる

ことによって、すべての節 (kalā)が（構成される）ものである。
Sā3RiSa R̄ı3GaRi Gā3MaGa Mā3PaMa Pā3DhaPa Dhā3NiDha補79というように補80。

37cd-38ab
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(11)節 (kalā)の中で、３つの音階音を歌い、１つ下行する。後の節ではそれぞれ一つず
つ（最初の音階音）が捨てられて同様に歌われる。それがウッドヴァーヒタ (udvāhita)
である。

SaRiGaRi RiGaMaGa GaMaPaMa MaPaDhaPa PaDhaNiDha補81というように補82。
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38cd-39ab
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(12)準音階の最初の音階音から（始めて）第４音をプルタ (pluta: 延長)とし（３倍の長
さに歌って）、第１音へ行き、第４音を歌って節 (kalā)が構成される。そして、一つずつ
（第１音）を捨てることによって、他の節が同様に構成される場合、ウールミ (ūrmi)とい
うことになる。

SaMā3SaMa RiPā3RiPa GaDhā3GaDha MaNı̄3MaNi補83というように補84。 39cd-
40abc
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(13)一方、サマ (sama)というのは、節 (kalā)は４つの音階音からなり、上行と下行が等
しくて、一つずつ（第１音）を捨てることによって他の（節）が同様に構成される場合で

ある。

SaRiGaMaMaGaRiSa RiGaMaPaPaMaGaRi GaMaPaDhaDhaPaMaGa
MaPaDhaNiNiDhaPaMa補85というように補86。 40d-41ab
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(14)節 (kalā)が２つの音階音からなり、上行と下行がある。一つずつ（第一音）を捨てる
ことによって、他の（節）が同様に構成されるとき、プレーンカ (preṅkha)ということに
なる。

SaRiRiSa RiGaGaRi GaMaMaGa MaPaPaMa PaDhaDhaPa DhaNiNiDha補87という

ように補88。 41cd-42a
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(15) また、ニシュクージタ (nis.kūjita) は、プラサーダ (prasāda: I 6. 32-3 参照) の節
(kalā)を歌い、その拍節単位 (kalā)の第３音を歌って、次に第１音を歌うことから構成さ
れる。

SaRiSaGaSa RiGaRiMaRi GaMaGaPaGa MaPaMaDhaMa PaDhaPaNiPa補89という
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ように補90。 42bcd-43a
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(16)シュイェーナ (śyena)は、Sa・Ri・Ga・Maを始めとする一組の協和音（この場合は
12の可聴音程を挟む協和音）によって下から順に構成される。
SaPa RiDha GaNi Ma

p

Sa補91というように補92。 43bc
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(17)節 (kalā)が、それぞれ２音・３音・４音からなり、それらは（すべて）第１音から始
まる。（次の）３つ（の節）は（すべて）第２音から始まるのである。そうした場合、これ

はクラマ (krama)と言われる。
SaRi SaRiGa SaRiGaMa, RiGa RiGaMa RiGaMaPa, GaMa GaMaPa GaMaPaDha,
MaPa MaPaDha MaPaDhaNi補93というように補94。 43d-44abc
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(18)一方、次のようなものがウッドガッティタ (udghat.t.ita)と言われる。そこでは、（最
初のものから）２つの音階音を歌い、第５音から４つ音階音を下がるように節 (kalā)が歌
われる。同様に一つずつ（第１音）を捨てることによって次の（節）が歌われるのである。

SaRiPaMaGaRi RiGaDhaPaMaGa GaMaNiDhaPaMa補95というように補96。 44d-45
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(19)マンドラーディ (mandrādi: I 6. 30参照)の節 (kalā: SaGaRiというようなもの)が
２回歌われ、最後にマンドラ (mandra: 低音)がある場合、ランジタ (rañjita)である。
SaGaRiSaGaRiSa RiMaGaRiMaGaRi GaPaMaGaPaMaGa MaDhaPaMaDhaPaMa
PaNiDhaPaNiDhaPa補97というようなものである補98。 46abc
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(20)次に、次のようなものがサンニヴリッタプラヴリッタ (sam. nivr.ttapravr.tta)である。
そこでは、第１音と第５音が歌われ、第４音から３つ下行するといったものが最初の節

(kalā)であり、他の節はそれぞれ一つずつ（最初の音）を捨てることによって同様に構成
される。

SaPaMaGaRi RiDhaPaGaMaGa GaNiDhaPaMa補99というように補100。 46d-47
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(21)第１音が２度、第２音、第４音、第３音が１度（歌われるような）節 (kalā)があり、一
つずつ（第１音）を捨てることによって他の節が構成されるとき、これがヴェーヌ (ven.u)
であると考えられる。

SaSaRiMaGa RiRiGaPaMa GaGaMaDhaPa MaMaPaNiDha補101というように補102。

48
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(22)そこで最初の２つ（の音階音）と第４音を歌い、その２つ（＝第１音と第２音）を下
行するというような節 (kalā)があり、他（の節）も同様に構成される場合、これがラリタ
スヴァラ (lalitasvara)である。
SaRiMaRiSa RiGaPaGaRi GaMaDhaMaGa MaPaNiPaMa補103というようなものであ

る補104。 49
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(23) 最初の節 (kalā) が最初の（音階音）を伴う２つの音階音からなり、（次の節が）一
つずつ増やされた上行と下行をする音階音によって（歌われる）時、それがフンカーラ

(hum. kāra)と述べられる。
SaRiSa SaRiGaRiSa SaRiGaMaGaRiSa SaRiGaMaPaMaGaRiSa SaRiGaMaPaDha-
PaMaGaRiSa SaRiGaMaPaDhaNiDhaPaMaGaRiSa補105というように補106。 50
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ˇ
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ˇ
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ˇ

(24)フラーダマーナ (hrādamāna）においては、プラサンナ (prasanna: ＝マンドラ、準
音階の最初の音) を最後とするマンドラーディ (mandrādi: SaGaRi のようなもの、I 6.
30参照))のそれぞれの拍節単位 (kalā)が考えられる。
SaGaRiSa RiMaGaRi GaPaMaGa MaDhaPaMa PaNiDhaPa補107というように補108。

51ab
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(25)４つの音階からなるサマ (sama: I 6. 40-1参照)の節 (kalā: SaRiGaMaMaGaRiSa
のようなもの) で、上行と下行でそれぞれの２番目の（音階音＝上行では Ri、下行では
Ga）を捨てた場合、アヴァローキタ (avalokita)となるはずである。
SaGaMaMaRiSa RiMaPaPaGaRi GaPaDhaDhaMaGa MaDhaNiNiPaMa補109という

ように補110。 51cd-52ab
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ˇ
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6.2.9 サンチャーリーのアランカーラのまとめ

このようにして、サンチャーリー (sam. cār̄ı: 波伏)に属するアランカーラ (alam. kāra: 音
形)が上行順に示された。 52cd
まさに同じものを下行順に秘書官の長（＝シャールンガデーヴァ）は語った。 53ab

6.2.10 他の７つのアランカーラ

他の７つの（世間でよく知られた）アランカーラも音楽を知るものによって示された。

53cd
(1) ターラマンドラプラサンナ (tāramandraprasanna)、(2) マンドラターラプラサ
ンナ (mandratāraprasanna)、(3) アーヴァルタカ (āvartaka)、(4) サンプラダーナ
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(sam. pradāna)、(5) ヴィドゥータ (vidhūta)、(6) ウパローラ (upalola)、(7) ウッラー
シタ (ullāsita)というそれらの特徴がここで述べられる。 54-55ab
それらの（アランカーラの）第２音を始めとする（第１節に後続する）諸節 (kāla)は、最
初の（節）の音を一つずつ捨てることによって構成されると（知られるべきである。した

がって、最初の節のみ定義することにするのである。） 55cd

(1)（最初の音階音から）第８の音階音まで上行し、最初の音へ下りるならば、その場合こ
れがターラマンドラプラサンナ (tāramandraprasanna) というアランカーラ (alam. kāra:
音形)であると言われる。
•
SaRiGaMaPaDhaNi

p

Sa
•
Sa補111というようなものである補112。 56

G

S.

ˇ

R

ˇ
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ˇ
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ˇ
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ˇ
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ˇ
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ˇ

Ṡ

ˇ

S.

ˇ

(2)マンドラ (mandra: 準音階の最初の音)から第８音に跳躍し、７つの音を下行してい
く場合、マンドラターラプラサンナ (mandratāraprasanna)と言われる（アランカーラ）
であると最高のシヴァ信者（＝シャールンガデーヴァ）は述べる。
•
Sa

p

SaNiDhaPaMaGaRi
•
Sa補113というようなものである補114。 57
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(3) 節 (kalā) の中で、第１音、第２音、第１音をそれぞれ２回ずつ歌い、（続いて）第２
音、第１音を１回歌う場合、それがアーヴァルタカ (āvartaka)である。
SaSaRiRiSaSaRiSa RiRiGaGaRiRiGaRi GaGaMaMaGaGaMaGa MaMaPaPaMaMa-
PaMa PaPaDhaDhaPaPaDhaPa DhaDhaNiNiDhaDhaNiDha補115というようなもので

ある補116。 58
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ˇ
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ˇ

(4)まさにその（アーヴァルタカ）の節 (kalā)の最後の２つの音を捨てて歌われるとき、
賢者たちはそれがサンプラダーナ (sam. pradāna) というアランカーラ (alam. kāra: 音形)
であると知る。
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SaSaRiRiSaSa RiRiGaGaRiRi GaGaMaMaGaGa MaMaPaPaMaMa PaPaDhaDha-
PaPa DhaDhaNiNiDhaDhaというように補117。 59
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(5)１音飛ばしの１組を２度用い、捨てられた（間の音）からも同様に１つ飛ばしの１組
が２度用いられるとき、ヴィドゥータ (vidhūta)であると賢者たちには考えられている。
SaGaSaGa RiMaRiMa GaPaGaPa MaDhaMaDha PaNiPaNi補118というように補119。

60
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(6)節 (kalā)において、最初の２つ（の音階音）の組を２度用い、第３音と第２音の組を
２度用いるとき、それがその専門家たちによってウパローラ (upalola)と言われる。
SaRiSaRiGaRiGaRi RiGaRiGaMaGaMaGa GaMaGaMaPaMaPaMa MaPaMaPaD-
haPaDhaPa PaDhaPaDhaNiDhaNiDha補120というように補121。 61

(7)その節 (kalā)において、第１音を２回歌い、そして、第３音、第１音、第３音の順に
歌うとき、それをウッラーシタ (ullāsita)と言った。
SaSaGaSaGa RiRiMaRiMa GaGaPaGaPa MaMaDhaMaDha PaPaNiPaNi補122という

ように補123。 62
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こうしてよく知られた 63（スターイーが７種、アーローヒーが 12種、アヴァローヒーが
同じく 12 種、サンチャーリーが 25 種、それらに入らないものが７種）のアランカーラ
(alam. kāra: 音形) が私によって示された。しかし、（アランカーラは）無数であるので、
論書においてそれがすべて包括的に述べられることはない。 63
喜びを手に入れること、音を知ること、旋律要素 (varn. āṅga)(7)の多様性というのが、ア
ランカーラ (alam. kāra: 音形)を説明することの目的であると言う。 64

(7)旋律要素と訳したが、S 註ではスターイーなどのヴァルナ (varn. a: 旋律運動) の多様性であると説明している。た

だ、ここではもう少し一般的なものと思われる。
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補　注

11ヴァルナ (varn. a)とは、本来「色、形」などの意味であるが、音楽用語としての４種のヴァルナ (varn. a) も、すで

にナートヤシャーストラ (29. 14)に見える。しかし、ナートヤシャーストラはただ分類名を列挙するだけで、「節を付け

ること (gānakriyā)」などのヴァルナの一般的定義に踏み込んだ記事が見られない。一方、ダッティラムには、最初のス

ターイーの説明で、「一つの語 (pada) においてそこに一つ（のみ）の音階音が見られる旋律 (ḡıti)である場合、スター

イーの旋律運動であると表現される (98cd)」と述べられており、ブリハッドデーシーも「ヴァルナという言葉によって

歌うこと (gāna)が表現されるのであり、同じ音階音が邪魔されない形で止まり、それによって歌われたものが旋律運動

(varn. a) を発現させるものであり、ある語 (pada) においてみられるものがスターイーのヴァルナ (varn. a) と言われる

(anu 64 under 1. 118)」と述べていて、語 (pada)と関連する概念であることを暗示している。ナートヤシャーストラ

も定義としてではないが、「ヴァルナが特徴と結びついた語（pada: 一つの対象などの適用原因に基づいて一つの観念を

植え付ける語: cf. AB）を引き延ばすとき、諸音階音によってなされたヴァルナの完結 (nis.patti) であると知られるべ

きである (29. 18) 」と述べ、アビナヴァバーラティーでは、ヴァルナというものは語との結びつきなしには定義づける

ことができない (on NS 29. 14, p. 79)とも述べている。ブリハッドデーシーも、「音階音が音節 (varn. a)を旋律の要請

にしたがって、持続するものとして、動き回るものとして、上昇するものとして、下降するものとして引き延ばすとき、

ヴァルナが生じる (anu 67 under 1. 120)」とナートヤシャーストラに呼応するようなことを述べている。要するに歌

唱上のテキスト単位と結びついた旋律単位というのがヴァルナの本来の意味なのであろうし、「節を付けること」という

概念も、ブリハッドデーシーなどの記述を参考にすると、その本来の意味はある語に対してどのような旋律を付けるか

という意味であるように思われる。しかし、純粋に旋律の構成を考えるとき、このヴァルナという要素がいささか無駄に

見え、本書がこの概念をラーガの定義に用いている (ex. II 2. 71: マーラヴァカイシカの定義) のは、理論的情熱によ

るものだろうというWiddess の見解も頷けるものがある (Widdess, Richard: The Rāgas of Early Indian Music

(Clarendo Press) Oxford 1995 p. 279)。
12ナートヤシャーストラでは「そこに変わらない (sthira) 同じ複数の音階音があるとき、それがスターイーのヴァ

ルナである (29. 16ab)」とスターイーを定義している。ダッティラム (98cd) やブリハッドデーシー (anu 64 under

1. 118) などの他書の定義もほぼ同様である。ただ、ブリハッドデーシーには、具体例として、「シャードジー (s.ād. j̄ı:

I 7. 60-64 参照) の旋法で、Sā-Sā-Sā-Sā といったもの、マッドヤマー (madhyamā: I 7. 70-72 参照) の旋法で、

Mā-Mā-Mā-āといったものである」と挙げられている。
13アーローヒー (āroh̄ı)、アヴァローヒー (avaroh̄ı) について、ダッティラムでは本書と同様に、「言葉の意味通り

(yathārtha) である (99b)」としか述べられていないが、ナートヤシャーストラには、「そこで複数の音階音が昇ってい

くのがアーローヒーと名付けられ、一方、そこで下がっていくのがアヴァローヒーと言われる (29. 15)」と述べられ、

ブリハッドデーシーには、さらに具体例を挙げながら、前者について「そこで歌われるべき音階音が一つずつもしくは間

をあけて昇っていくとき、そのヴァルナがアーローヒーと言われる。例えば、マーラヴァパンチャマ (mālavapañcama:

II 2. 53-55) で、Pā-Pa-Sa Dha-R̄ı Sa-Ma Ri-Pa-Ma Ma-Pa Ma-Pa-Dha Mā-Mā Pa-Sā-Ri Sā-Sa-Ma Mā-Pā

Ri-Gā Sā Dha-Ni Pā-Ri Ma-Ma Dha-Nı̄ Nı̄-Nı̄ Pā-Ri Ma-Ma Dha-Nı̄ Pā-Dha-Ni Ri-Ri-Pā というのは、順序

よく、もしくは、１音ないし２音あけた音階音が昇ることであるからアーローヒーである (anu 66 under 1. 119)」と

し、後者について「複数の音階音が必ず一つずつ順番に下っていく場合、それがアヴァローヒーと呼ばれるのであり、音

階音は連続したものか間のあるものである (1. 120)」と定義した上で、「Pā-Mā Ma-Ma Gā Ga-Ga Ma-Ma Ma-Ri

Ri-Ri Ri Pā Mā Ma-Ma Pa-Pā Pa-Pa Pa Mā-Ma-Ma Ni-Ni Dha-Dha Pa-Pa Pa-Ma Ga-Gā Ri-Ri Ni-Ni-Dha

Pā-Pāというものが連続した、もしくは１ないし２音あけた音階音の下降であるから、アヴァローヒーである (under 1.

120)」と具体例を挙げている。
14このサンチャーリーはナートヤシャーストラに「複数の音階音がそこで動く (sam-

√
car) 場合、それがサンチャー

リーと言われる (29. 16cd)」と定義され、ダッティラムもそれをほぼ踏襲し「音階音が動く (sam. cāra)のでサンチャー

リーである (99a)」としている。一方、ブリハッドデーシーのサンチャーリーの定義は独特で、「旋律 (ḡıta)において諸

音階音が（先行する楽節単位の）最後のものとともに互いにもしくは一つずつ（あちこちに）動くことがサンチャーリー

と言われる (1. 119)」と、すでにある種の旋律単位を意識したような定義になっている。実際に、ブリハッドデーシーに

は、マーラヴァカイシカ (mālavakaísika: II 2. 70-73参照)の、Sā-Sā Sa-Ni-Pa Pa-Ni-Ni-Pa Ni-Sā Sā-Dha-R̄ı-Pā
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Pa-Ni Ni-Ni という例 (anu 65 under 1. 119) および、ダイヴァティー (daivat̄ı: I 7. 75-77 参照) の、Dhā Dhā

Ni-Dha Pa-Dha Mā Mā Mā Mā という例 (anu 67 under 1. 120)を引いている。
15このアランカーラの定義は S註ではバラタなどによって述べられたとされている。実際、ヴァルナ (varn. a: 旋律運

動)とアランカーラ (alam. kāra: 音形)の関係については、ナートヤシャーストラに「肉声による音階音から生じ、（低・

中・高の）三声域での繰り返しに飾られた４つの特徴を備えたヴァルナがそこで述べられ・・・これらの４つのヴァルナ

が旋律 (ḡıta) を構成する (yojaka) ものだと知られるべきであり、それに依存する (samāśrita) 以下のアランカーラを

正しく理解すべきである (29. 17-19: BD 引用のテキストでは後半は「これらのヴァルナはアランカーラなどを成立さ

せる (siddhi)ためのものであると知られるべきである」となっている)」と述べられており、さらにダッティラム (99cd)

でもアランカーラがヴァルナに依存するものであることが述べられる。一方、ナートヤシャーストラでは、「アランカー

ラのない歌は月のない夜、水のない川、花のない蔓草、着飾っていない女性のようなものである (29. 45: K註にも引用

される)」とも述べられており、アランカーラの装飾的側面にも言及している。ブリハッドデーシーは、ナートヤシャー

ストラの述べるアランカーラの装飾的側面に加えて語源解釈も含め、「ここで、よく知られた 33 のアランカーラが名称

と用法について述べられる。［問］そこで、アランカーラ (alam. kāra)という言葉によって何がいわれるのか。またその

語源派生 (vyutpatti)はどのようなものか。［答］答える。アランカーラという言葉によって装飾 (man.d. ana)が述べら

れる。喩えば、男や女が黄金の腕輪や手首の腕輪などの飾り (alam. kāra)によって飾り、美しさをまとうように、これら

プラサンナーディなどのアランカーラによって飾られたヴァルナを拠り所 (āśraya)とする旋律 (ḡıti)が演奏者と聞き手

に快楽をもたらすのである。また、語源派生は、「行う」を意味するD. Uを伴った kr.Ñの語根は、alam(十分な・適切な

の意)に先行され何かを十分にもしくは適切にするという意味になるのである。このアランカーラ (alam. kāra)という言

葉は、語尾が GhaÑ という接辞である (anu 68 under 1. 120: S 註にも引用される)」と述べる。この説明を見ると、

旋律の骨格をなすものがヴァルナであり、それに装いを持たせるものがアランカーラだと、それぞれ旋律を構成する別の

要素であるようにも理解される。ただ、これらの先行文献のアランカーラの定義がそのまま本書に当てはまるかどうかは

疑問である。Widdess は、初期には装飾音であるガマカ (gamaka: SR III 87-97 参照) と音形を併せた概念であった

アランカーラが、本書において後者の意味に限定されるようになったという (Widdess 前掲書, p. 279)。Widdess の

見解は、ナートヤシャーストラなどで言及されていた (29. 31, 43)装飾的要素を持ったカンピタ (kampita)、レーチタ

(recita)などが本書ではアランカーラから外されている事実に基づくものであり、十分に説得力がある。この訳でも、こ

れにしたがって、音形と訳すことにする。ただ、詳細については本書 3 章に見えるガマカの定義とも併せて検討する必

要がある。
16これら７つのアランカーラは、ナートヤシャーストラでもスターイーのヴァルナに属するアランカーラとして言及

されている (29. 20)。ただ、GOSのテキストでは本書と同じ７つの名称が挙げられているが、アビナヴァグプタが注を

見ると、(1)～(4)、(6) は同じだが、(5) ではなく、レーチタ (recita) の説明となっている。NS の読みに問題があるの

かもしれない。さらに、ブリハッドデーシーに引用されるナートヤシャーストラ (1. 122-3) では、(5) はなく、代わり

に、サマ (sama)とレーチタ (recita)が挙げられ、全部で８つとなっている。Ghoshの英訳も同様である。一方、K版

のナートヤシャーストラではこの書が挙げるすべてのアランカーラである 33種がスターイーのアランカーラとされてい

る (29. 25-30)。これはアランカーラの列挙とスターイーのアランカーラが混同されたものかと思われる。
17ここで述べられるのは、この節でのマンドラが絶対的なものではなく、相対的なものだということである。S 註は、

先行する音階音が絶対音の意味での低声域にある音ならば、中声域がマンドラに対するターラとなり、同様に先行する音

階音が絶対音の意味での中声域にある音ならば、高声域がマンドラに対するターラとなり、そこで準音階の最初の音階音

のみが先行するものとならなければならないという規定はないという意味であると説明している。なお、３声域の概念そ

のものについては、すでに本書 I 3. 39に述べられている。
18マンドラおよびターラの異名については英訳者が議論しているが vol. 1, p. 240-1)。この異名のうちディープタ

(d̄ıpta)については「ウッチャ (ucca)、ディープタ (d̄ıpta)、マンドラ (mandra)、ニーチャ (n̄ıca)、ドゥルタ (druta)、

ヴィランバ (vilambha) というこれらの詠唱 (pāt.hya) のアランカーラであり、その特徴を理解すべきである (NS 17.

109)」を引用し、ウッチャは頭の場 (śirah. sthāna) にある高い音階音 (tārasvara)、ディープタは頭の場にあるより高

い (tāratara)音、マンドラは胸の場 (urah. sthāna)にある音、ニーチャは胸の場あるより低い (mandratara)音という

定義 (NS prose after 17. 109) を紹介するが、中声域に相当する語がないことから、ウッチャ、ディープタ、マンド

ラといった語が三声域 (tristhāna) を意味するものではなく、高低の相対的な高さを意味するものだとしている。さら

に、ナートヤシャーストラに見える (29. 20f) プラサンナーディなどのアランカーラの説明に際し、アビナヴァグプタ

は d̄ıpanaを tāratāのことであり、prasādaを mandratāのこととする (on NS 29. 33, p. 88)。これらのことから、

prasanna = mandra、d̄ıpta = tāraという同義関係は導かれると思うが、最後のムリドゥ (mr.du)については触れら
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れていない。ただ、ブリハッドデーシーがジャーティの特徴を述べる際に、「ムリドゥである音階音 (mr.dusvara) がマ

ンドラ (mandra)である (anu 125 under 1. 210)」と述べており、この記述がここでの説明と関係するかも知れない。
19このマンドラとターラの表記の方法は、後のサンギータシローマニ (7. 15)にも見られるが、いつ頃から用いられた

ものかは分からない。少なくともブリハッドデーシーの時代には用いられていなかったと思われる。
20アーナンダ版では、すべて長音となっている。
21ナートヤシャーストラでは「順々に (kramaśah. ) 高くなっていく (d̄ıpta) のがプラサンナーディと言われる (29.

33cd)」とされ、ダッティラムにも「最初に低音 (prasanna)を発し、ゆっくりと (śanaih. )音を上げて (sam-
√

d̄ıp)い

く。こうしてプラサンナーディが作られる (100cd-101a)」と定義されている。ブリハッドデーシーでも「マンドラから

始まり、順に昇ってターラの始まりの音まで行くのがプラサンナーディである。ここで、マンドラとは低い (prasanna)

音が言われる。例えば、Sā R̄ı Gā Mā Pā Dhā Nı̄ Sā というようなものがプラサンナーディである (anu 70 under

120)」と述べられている。いずれも本書に述べられるようなオクターブの跳躍ではなく、オクターブの順次上行が述べ

られている。ただ、アビナヴァグプタは、これら (1)～(4) のアランカーラを一般的に「Sā Sā(GOS 旧版では、S. ā
p
Sā

となっている)というように、シャッドジャのみに始まり結びつくことによって主体が (形づけられる)。一方、中間に別

の音階音との結びつきがあったとしてもスターイーのヴァルナの規定を阻害するものではない (AB on 29. 19 - 20, p.

82)。」と説明しており、これを見れば、本書のようなオクターブの跳躍を前提としつつ、順次上行、順次下行の形態も認

めるという立場に立つように思われる。すでにアビナヴァグプタの時代には、SRと同様なアランカーラが成立していた

可能性がある。

22底本は、
p
Sa

•
Sa

•
Sa。アーナンダ版の

p
Sā

p
Sā

•
Sā を参考に訂正した。アーナンダ版の読みの方が本文の記述に一致

する。
23ナートヤシャーストラでも「（プラサンナーディを）逆に発することによってプラサンナーンタが規定される (29.

34ab)」とし、ダッティラムでも「逆にする (viloma)ことによってプラサンナーンタとなる (101b)」と定義してている

が、このプラサンナーディはオクターヴの順次上行であって、ブリハッドデーシーには「ターラから始まり、順次下降し

てマンドラに終わるものがプラサンナーンタである。例えば、Sā-Nı̄-Dhā-Pā-Mā-Gā-R̄ı-Sā というようなものがプラ

サンナーンタである (anu 71 under 1. 120)」としており、ナートヤシャーストラなどの想定するプラサンナーンタが

オクターヴの順次下行であったことは明らかである。
24アーナンダ版では、すべて長音となっている。
25ナートヤシャーストラでは、「始めと終わりがプラサンナなのでプラサンナードヤンタと認められる (29.34cd)」と

定義され、ブリハッドデーシーでは「始めと終わりにプラサンナがあり、真ん中にターラがある場合それがプラサンナー

ドヤンタである。例えば、Sā-R̄ı-Gā-Mā-Pā-Dhā-Nı̄ Sā Sā Nı̄ Dhā Pā Mā Gā R̄ı Sā というものがプラサンナード

ヤンタである (anu 72 under 1. 120)」としており、ここでもオクターブの跳躍ではなく、順次上行と順次下行が組み

合わされた形となっている。なお、補注 21も参照のこと。
26アーナンダ版では、すべて長音となっている。
27ナートヤシャーストラでは「真ん中にプラサンナがあるので、プラサンナマッドヤと言われる (29. 35ab)」と定義

するのみであるが、ブリハッドデーシーでは具体的に「真ん中にマンドラがあり、始めと終わりにターラがある場合、そ

れがプラサンナマッドヤである。例えば、Sā Nı̄ Dhā Pā Mā Gā R̄ı Sā , Sā R̄ı Gā Mā Pā Dhā Nı̄ Sā というもの

がプラサンナマッドヤである (anu 73 under 1. 120)」とし、ここでも順次下行と順次上行の組み合わせとして記述さ

れている。本書のようなオクターブの跳躍ではない。なお、補注 21も参照のこと。
28アーナンダ版では、

•
Sā Ri

•
Sā.

•
Sā GaMa

•
Sā.

•
SPaDhaNi

•
Sā となっている。また SS が引用する例では低声域の

オクターブ記号がない。
29これに相当するものの定義は、ナートヤシャーストラやブリハッドデーシーには見えない。ナートヤシャーストラな

どには、３つの節 (kalā)からなり高音で 3シュルティを持つ音階音 (Ri、Dhaのことか？)を震わせる (kampita)レー

チタ (recita) というアランカーラが見えるが (NS 29. 43ab; BD anu 80 under 1. 120)、アビナヴァグプタが GOS

版の NS 29. 20に見えるクラマレーチタ (kramarecita)という語について、レーチタを説明していたことを思えば、元

来レーチタだったのかもしれない。補注 15で述べたように装飾的要素の強いアランカーラがガマカとしてこの範疇から

除かれる過程においてナートヤシャーストラの一定の伝本を再解釈して、レーチタの代わりに取り入れられたと考えるこ

ともできよう。３つの節からなることなどに共通点も感じられる。
30アビナヴァグプタは NS 29. 20 に対する註の中でこのプラスターラ (prastāra) で中心となる語は、ターラ性

(tāratā)であると説明しており、通常の「展開」といった意味とは異なるようである。確かに、高声 (tāra)が終わりに
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置かれるということでは、実態に即しているのかもしれない。

31アーナンダ版では、
•
SaRi

p
Sā.

•
Sa GaMa

p
Sā .

•
Sa PaDhaNi

p
Sāとなっている

32ナートヤシャーストラには、「順々に一音階音ずつ増えることがプラスターラという名称で知られるべきである

(GOS 版にはないが、BD 1. 147ab として引用される。K 版ではプラスヴァーラという形になっているが、29. 51

に見える)」と定義され、ブリハッドデーシーでは具体的に、「プラスターラは２つの形態があり、スターイー (sthāȳı:

持続) とアーローヒー (āroh̄ı: 上行) である。その中でスターイーでは、一つの音階音が自らから順にターラ (tāra:

高音) に上行しマンドラ (mandra: 低音) に下行することによって（プラスターラのアランカーラが形成され、）そ

して、アーローヒーでは、マンドラからターラに上行し下行することによってプラスターラが（形成される）。例

えば、Sa-Ri-Ri-Sa Sa-Ri-Ga-Ga-Ri-Sa Sa-Ri-Ga-Ma-Ma-Ga-Ri-Sa Sa-Ri-Ga-Ma-Pa-Pa-Ma-Ga-Ri-Sa Sa-Ri-

Ga-Ma-Pa-Dha-Dha-Pa-Ma-Ga-Ri-Sa Sa-Ri-Ga-Ma-Pa-Dha-Ni-Ni-Dha-Pa-Ma-Ga-Ri-Sa Sa-Ri-Ga-Ma-Pa-

Dha-Ni-Sa-Sa-Ni-Dha-Pa-Ma-Ga-Ri-Sa または、Sa-Ri-Ri-Sa Ri-Ga-Ga-Ri Ga-Ma-Ma-Ga Ma-Pa-Pa-Ma Pa-

Dha-Dha-Pa Dha-Ni-Ni-Dha Ni-Sa-Sa-Ni というのがプラスターラである (anu 84 under 1. 120)」としている。

本書に述べられたものとは大きく異なっている。
33アビナヴァグプタは NS 29. 20の註で、鈍い音 (mandaśruti: 低音？)によって喜ばせる (prasādayati)ものがプ

ラサーダであると述べている。明確に示しているものはないが、プラサンナ (prasanna) と同じ語源の語であり、補注

19 で述べたように、マンドラと同様の意味で用いられることを考えれば、まさに「低音」の意味かもしれない。低音を

強調する点は、前のプラスターラとの対照であろうし、また、後で述べるように伝統的にもプラスターラと対照的に扱わ

れてきたようである。

34アーナンダ版では、
p
SāRi

•
Sā

p
SāGaMa

•
Sā

p
SāPaDhaNi

•
Sāとなっている

35プラサーダもナートヤシャーストラに「一方プラスターラが順々に減じられた（低くなっていた）ものがプラ

サーダである (GOS 版にはないが、K 版 29. 51, BD 1. 147cd として引用される)」と定義されており、ブリハッ

ドデーシーでも「プラスターラが逆になったものがプラサーダである (anu 85 under 1. 120)」と定義される。言

葉の意味からすれば、本書の定義と似ているが、前提となるプラスターラが異なるため、具体的内容は異なる。ブリ

ハッドデーシーのあげる例は、Sa-Ni-Ni-Sa Sa-Ni-Dha-Dha-Ni-Sa Sa-Ni-Dha-Pa-Pa-Dha-Ni-Sa Sa-Ni-Dha-Pa-

Ma-Ma-Pa-Dha-Ni-Sa Sa-Ni-Dha-Pa-Ma-Ga-Ga-Ma-Pa-Dha-Ni-Sa Sa-Ni-Dha-Pa-Ma-Ga-Ri-Ri-Ga-Ma-Pa-

Dha-Ni-Sa Sa-Ni-Dha-Pa-Ma-Ga-Ri-Sa-Sa-Ri-Ga-Ma-Pa-Dha-Ni-Sa もしくは、Sa-Ni-Ni-Sa Ni-Dha-Dha-Ni

Dha-Pa-Pa-Dha Pa-Ma-Ma-Pa Mg-Ga-Ga-Ma Ga-RI-Ri-Ga Ri-Sa-Sa-Ri である (anu 85 under 1. 120)。前註

のプラスターナの実例と高低が逆になっていることは明らかだが、本書の記述とは異なる。また、アビナヴァグプタは系

統の違う「一つの音階音に昇ることによって、プラスターラとなり、そうでない場合、プラサーダである」というナート

ヤシャーストラのテキストを引用して、Sa-Gā-Ri-Gā-Ga-Ma-Pa-Ma-Dha-Pa-Ni-Ga-Mā をプラスターラの例とし、

Sa-Dhā-Ni-Dhā-Pa-Sā-Pa-Dhā-Ma-Ri-Ga-Sā をプラサーダの例としている (on NS 29. 43, p. 91)が、これも本書

のものとは異なる。
36アーローヒーのアランカーラは、ナートヤシャーストラ (29. 23-4)では 13または 14挙げられ、本書で挙げられる

ものと、テキストの異読も含めて完全に一致するのは、(3)、(5)、(7) で、GOS 版には (1)、(2)、(4) が見え、BD の

引用するテキスト (1. 127-8) では、(8) と (10) が挙げられている。本書に見えない名称として GOS 版では (6) の代

わりに、(6’) プレーンコーリタ (preṅkholita: 揺らすこと)、(8) の代わりに、サンディ (sandhi) とプラッチャーダナ

(pracchādana) の二つが挙げられ、さらに、(G-1) ウッドガティタ (udghat.ita: 開けること)、(G-2) フラーダマーナ

(hrādamāna: 吠えること)、(G-3)サンプラダーナ (sam. pradāna: 贈り物)、(G-4)プラサンナーディ (prasannādi)、

(G-5) プラサンナーンタ (prasannānta) の 13 が挙げられ、BD 引用のテキストでは、(1) の代わりにニシュクーンジ

タ (nis.kūñjita: さえずること？) が挙げられ、さらに (6’)、(G-2)、(G-3)、(G-4)、(G-5) に加えて (BD-1) クハラ

(kuhara: 空洞)、(BD-2)ヴィドゥタ (vidhuta: 揺らされること)の 13を挙げている。テキストによって、(BD-1)の

代わりにフンカーラ (hum. kāra: フーンと音をたてること)、(BD-2)の代わりにヴィドゥーナ (vidhūna: 揺らすこと)、

さらにレーチタ (recita)を挙げるものもある。K版 (29. 33-4)にも若干の相違が見られるが、BD引用のものに近い。
37このヴィスティールナは GOSに名称は見えるものの、定義は見られない。なお、ヴァーユプラーナにも、ヴィスタ

ラ (vistara)という同語源の名称（定義は見えない）が見える (87. 12)。
38ニシュカルシャは GOS版のテキストに名称は見えるが、具体的定義はない。ただ、アビナヴァグプタは、「一つの

音階音を用い、これがまさに区切れることなく別の音階音で上に赴くことがニシュカルシャである (AB on 29. 23, p.

84)。」と説明しており、本書の定義と共通性が見られるようである。
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39ガートラヴァルナは、BD の引用するナートヤシャーストラのテキストでは「フンカーラ (hum. kāra: I 6. 50-1

参照) のように、間断のない音階音を二つの節 (kalā) で上行し、二つずつの音階音が震わされて、二つの低音がある。

したがって、これが、ヴァルナとアランカーラの規定においてガートラヴァルナと知られるべきである (1. 164-5 と

して引用。K 版 29. 68-9 に相当するものが見える)」と定義され、アビナヴァバーラティー引用のテキストでは「別

の二つの節で、長音節 (d̄ırghāks.ara) とその直後の音階音を上行し、低音の形の二つの（音階音）が震わされるとき、

これがガートラヴァルナである (on NS 29. 43, p. 91)」と定義してある。ブリハッドデーシーでは、「フンカーラの

ように、間断のない結合した３つの音階音を上り、それぞれ二つずつの音階音が震えと結びつき、別の節と結びつい

た後に、２つの低音がなされるべきである。こうして一つの節が音階音と結びつくのでガートラヴァルナである」と

し、Dha-Ni-Sa NI-NI Dha-Dha, Pa-Dha-Ni Dha-Dha Pa-Pa, Ma-Pa-Dha Pa-Pa Ma-Ma Ga-Ma-Pa Ma-Ma

Ga-Ga, Ri-Ga-Ma Ga-Ga Ri-Ri, Sa-Ri-Ga Ri-Ri Sa-Sa という例を挙げている (anu 102, under 1. 120)。いずれ

も本書の定義とは異なる。
40ブリハッドデーシーおよびナートヤシャーストラでは、ニシュカルシャの定義がなく、当然、ニシュカルシャとガー

トラヴァルナの関係も分からない。アビナヴァグプタは、「一つの音階音を用いて、これを区切ることのみによって他の

諸々の音階音で上に動くこと (AB on NS 29. 23, p. 84)」がニシュカルシャであるとしているが、内容はよくわからな

い。諸註類も、ガートラヴァルナをニシュカルシャに含めるとする説について、なんら情報を提供しない。ただ、後世の

サンギータシュローマニは、ニシュカルシャについて 3 回ないし 4 回繰り返す形をニシュカルシャの変形であるとする

説とガートラヴァルナであるとする説を述べるそれぞれの学者がいたことを言及している (SS 7. 31-2, p. 166)。
41アーナンダ版は、SāSāSā Ri GāGāGā Ma PāPāPā Dha NiNiNiとしている。
42ビンドゥについては、ナートヤシャーストラに「ビンドゥは一つの節からなり、（アーヤタもしくはムリドゥが逆に

円環状 (vartul̄ıbhāva) になっているものである）(29. 38: 括弧内はアビナヴァバーラティーから補った。先行スート

ラのウールミ (ūrmi) の定義との関係を考えると文脈上可能な解釈である)」とあり、アーヤタなどのシュルティの属名

が挙げられていることからサーマヴェーダの詠唱に関わる微妙な抑揚と関係すると思われる定義である。AB の説明を

見ると、これらのシュルティの属名が具体的な音階音とも結びついているようである。一方、K 版や BD の引用するテ

キストでは、「ターラに触れた後、再び戻り、一つの節からなるものがビンドゥである (K版 29.45, 1. 140cd として引

用) 」としてあり、いずれも音量の規定はない。ブリハッドデーシーもこの定義にしたがってさらに具体的に「一つの音

階音に長く止まり、それと同様な（音階音の）ターラ (tāra: オクターブ高い音) に火のように触れて、１カーラ (kāla:

音量の単位)止まり、再び急に低音 (mandra)に戻る (anu 75 under 1. 120) 」と定義し、Sā Sa Sā (真ん中の Saは

高声域のものと考えられる)といったものを例としている。一方、ダッティラムでは「ある音階音に長く止まり、それか

らターラ (tāra: 声域に関係なくその音階音よりも高い音の意か) に炎のように触れて戻ってくる場合、これがビンドゥ

と表現される (102cd-103ab)」とあり、最初の音階音に長く止まるという点にこのビンドゥの本質があるのかもしれな

い。アビヴァナグプタもビンドゥについて「長い間持続して他の音階音を印しづける (uparañjaka)ものである。油の滴

のように漏れる (prasaran. a) ものであるから」と述べ、持続した後に他の音階音に移るものであることを語源からも述

べている。
43このアランカーラも GOS 版のナートヤシャーストラには名前が見られるが、定義はない。ただ、アビナヴァグプ

タは、「上に向かって (abhitas)積み重ねる (cayana)がアビウッチャヤである (AB on 29. 23, p. 84)」と説明してい

る。これは語源的解釈であると思われ、さらに Sa Ga Ma Sā という音形が言及されている。この音形も全体像がわか

るわけではないが、Riが飛ばされており、本書との共通性が認められるかもしれない。
44アーナンダ版はすべて長音にしている
45ハシタの定義は、BD 引用のナートヤシャーストラに「ハシタは笑うもの (hasita) のように発せられ、２回とも２

つの節もしくは拍節 (dvikala) で歌われるものである。アークシプタ (āks.ipta: I 6. 22 参照) のように間断のない音

階音でなされるものであると賢者たちは知るべきである (1. 159 として引用。K 版 29. 64)」と見られる。ブリハッ

ドデーシーには「同じサンプラダーナ (sam. pradāna: I 6. 59-60 参照) が２つの節もしくは拍節と結びつくことに

よって笑う (hasana)ので、ハシタである。例えば、Sa-Ga Ma-Ma Ri-Sa, Ri-Ma Pa-Pa Ga-Ri, Ga-Pa Dha-Dha

Ma-Ga, Ma-Dha Ni-Ni Pa-Ma, Pa-Ni Sa-Sa Dha-Pa, Dha-Ni-Sa Sa-Dha Pa-Pa Ni-Sa, Ni-Pa Ma-Ma Dha-Ni,

Dha-Ma Ga-Ga Pa-Dha, Pa-Ga Ri-Ri Ma-Pa, Ma-Ri Sa-Sa Ga-Ma, Ga-Ri-Sa というのがハシタである (anu

28, under 1. 120)」と定義と実例がある。本書のものとは異なる。
46ここでは内容を考えて、「反芻」と訳したが「揺らされた」という意味もある。
47アーナンダ版では、SaRı̄ R̄ıGā GaMā MaPā PaDhā DhaNı̄となっている。SSもアーナンダ版と同じである。
48GOS版のナートヤシャーストラにはこの名称がサンチャーリーのアランカーラとして見られ (NS 29. 21)、アビナ
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ヴァグプタは、「乗り物の駕籠 (dolā)につながっているような」と説明しており (AB on NS 29.21, p. 83)、おそらく揺

れることとを意味していると思われるが、具体的な音形は不明である。一方、クラマは、BDの引用するナートヤシャー

ストラのテキストに「順に１つ、２つ、３つの音階音を動くものがクラマであると知られるべきである (1. 149cd)」と

定義され、ブリハッドデーシーでは「１つで始まる順序で間の諸音階音を上行し、再び下行の順序で元の (sthāȳı) 音階

音に行き、まさにプラスターラの順序で１つずつ増えて諸音階音が発せられる場合、それがクラマである。これはプラス

ターラと同じ形であるから区別されない (anu 88 under 1. 120)」と定義し、補注 32で挙げたプラスターラの実例をそ

のまま挙げている。また、別の定義として「アンタラ（ガンダーラ）に上行し、カーカリー（ニシャーダ）に行き、同じ

順序で下降して元の音階音にかえるときそれがクラマである。例えば、Sa-Ga-Ni-Ni-Ga-Sa というのがクラマである

(anu 88 under 1. 120)」と述べる。
49アーナンダ版では、SaGā GaPā PaNı̄となっている。
50アークシプタは、BD引用のナートヤシャーストラが述べる「アークシプタカ (āks.iptaka)は３つの音階音からなる

（節）からなされるべきであり、節の量は６種である。最低音の（節）は１拍節 (ekakala)であり、最高音の（節）は６

拍節 (s.at.kalika)であると知られるべきである (1. 157 として引用。K版 29. 62, K 版には若干の異読があるが内容的

には同じ)」に相当するものであろうが、ほぼ同様な定義を示すブリハッドデーシーでは Sa-Ri-Gā nu, Ri-Ga-Mā nu,

Ga-Ma-Pā nu, Ma-Dha-Pā nu, Pa-Dha-Nı̄ nu, Dha-Ni-Sā nu, Sa-Ni-Dhā nu, Ni-Dha-Pā nu, Dha-Pa-Mā nu,

Pa-Ma-Gā nu, Ma-Ga-R̄ı nu, Ga-Ri-Sā nu という実例を挙げる。本書との共通性は見い出されない。
51アーナンダ版では、SaRiGā GaMaPā PaDhaNı̄となっている。SSもアーナンダ版と同じである。
52サンディプラッチャーダナは、BD の引用するナートヤシャーストラに「別の声域に上行し、２つの（音階音）に

戻るもので、４つの拍節からなるものだと知られるべきであり、（ある）順序で上に投げ挙げられるものがサンディ

プラッチャーダナという名である (1. 161 として引用。K 版 29. 66 相当だが、K 版には音節の脱落もあり読みに

問題がある)」と定義され、この定義にほぼしたがうブリハッドデーシーでは、Sa-Ni Sa-Ni Sa-Ni Sa-Ni, Ni-Dha

Ni-Dha Ni-Dha Ni-Dha, Dha-Pa Dha-Pa Dha-Pa Dha-Pa, Pa-Ma Pa-Ma Pa-Ma Pa-Ma, Ma-Ga Ma-Ga

Ma-Ga Ma-Ga, Ga-Ri Ga-Ri Ga-Ri Ga-Ri, Ri-Sa Ri-Sa Ri-Sa Ri-Sa, Ri-Sa Ri-Sa Ri-Sa Ri-Sa, Ga-Ri Ga-Ri

Ga-Ri Ga-Ri, Ma-Ga Ma-Ga Ma-Ga Ma-Ga, Pa-Ma Pa-Ma Pa-Ma Pa-Ma, Dha-Pa Dha-Pa Dha-Pa Dha-Pa,

Ni-Dha Ni-Dha Ni-Dha Ni-Dha, Sa-Ni Sa-Ni Sa-Ni Sa-Ni を実例としてあげている。反芻しながら進行すること

は共通点かと思われるが、各節の音階音の数など相違点も多い。GOS 版の NS(29. 24) では、サンディ (sandhi) と

プラッチャーダナ (pracchādana) に分けられ、アビナヴァグプタは、前者について、「結びついているのでサンディ」

であるとし、SaRiGa (GaMaPa, Pa)...Dha(Ni) という本書と同じと思われる音形を挙げ、後者について、「音階音か

ら中間にある諸々の音階音が切り離されたことで占められているのがプラッチャーダナである (AB on NS 29. 24, p.

84)。」と説明している。後者については、不明な部分もあるが、前者の解釈は、本書と同様であると考えてもよかろう。
53アーナンダ版では、SaSaSaRiGāMaMaMaPaDhāとなっており、SaSaSaRiGāMaMaMaPaDhaNiという読み

も脚注に示している
54BD引用のナートヤシャーストラでは「最初にアーローヒー (āroh̄ı: 上行)があり、終わりに特定の量による複数の

節で下降する場合、それをウッドギータのアランカーラと人々は言う (1. 163 として引用。K版 29. 56相当)」と定義

されている。しかし、ブリハッドデーシーでは「ターラから一つ音階音を間において順に下行することによってウッド

ギータとなる。例えば、Sa-Dha Ni-Pa Dha-Ma Pa-Ga Ma-Ri Ga-Sa といったものがウッドギータである (anu 101

under 1. 120)」としており、ナートヤシャーストラとの整合性がどのように図られるのかもはっきりしない。本書との

共通性は特に見い出すことができない。一方、アビナヴァグプタはこのウッドギータを「それ（トゥリヴァルナ）を逆に

することによってウッドギータとなる。上の音階音において歌う行為 (gānakriā)が留まることによるのである。Sa Sa

Sa Sa Niというように (on 29. 25, p. 84)」と説明しており、上行と下行の違いを除けば、本書の定義との共通性は明

らかである。
55アーナンダ版には、SaRiRiRiGā MaPaPaPaDhāとなっている。
56BD 引用のナートヤシャーストラには「ウッドヴァーヒタは２つの拍節 (dvikala) からなるものであり、間断のな

い２つの音階音が動くものであり、一つの拍節 (ekakalā) で上行し、再び一つの拍節で下降するものである (1. 148 相

当)」と定義され、さらに「まさにウッドヴァーヒタが２回繰り返される場合、ウパローラカ (upalolaka) という名称

を持つものであり、１つ、２つ、３つの音階音を順に動くとき、クラマと知られるべきである (1. 148-9 として引用。

K版 29. 52-3)」とする。ブリハッドデーシーでは、「それぞれ２つの音階音からなる２つの拍節が上行の順で波のよう

に動き (sam-
√

car) それから下降することによってウッドヴァーヒタである。例えば、Sa-Ri Ri-Ga Ga-Ma Ma-Pa

Pa-Dha Dha-Ni Ni-Sa Sa-Ni Ni-Dha Dha-Pa Pa-Ma Ma-Ga Ga-Ri Ri-Sa といったものがウッドヴァーヒタであ
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る (anu 86 under 1. 120)」とする。定義はともかく、音形からみると、ブリハッドデーシーの実例は本書のものと共

通点が見い出されるように思われる。特に、ブリハッドデーシーではこのアランカーラがアーローヒー (āroh̄ı: 上行)の

ヴァルナに属するものであるとしていないが、本書では後のサンチャーリー (sam. cār̄ı: 波伏) のヴァルナに属するアラ

ンカーラにもウッドヴァーヒタが言及されており、ここでは、上行する前半のみが切り離されたものとも考えられる。さ

らに、アビナヴァグプタもアヴァローヒーのアランカーラとしてではあるが、補注 54で述べたウッドギータに続いて述

べられ、「中間の一つに留まることによってウッドヴァーヒタ」であると述べており、Sa Ni Ni Ni Dhaといった音形が

想定される。本書との共通性はさらに明瞭となっている。
57アーナンダ版では、SaRiGaGaGā MaPaDhaDhaDhāとなっている。
58このトゥリヴァルナは GOS 版のナートヤシャーストラにアヴァローヒーのアランカーラとして名称は見える (29.

25)が、内容ははっきりしない。ただ、アビナヴァグプタは、トゥリヴァルナの説明として「下の音階音において、3度

留まること (vísrānti)によってトゥリヴァルナとなる。Sa Ni Dha Dha Dhaというように (on 29. 25 p. 84)」とし

ている。これはアヴァローヒー (avaroh̄ı: 下行)のアランカーラこれが定義されていることを思えば、本書の定義と同じ

と考えてよい。一方、BD引用のテキストなどでは、このトゥリヴァルナの部分がガートラヴァルナ (gātravarn. a: 補注

39参照)で置き換えられており、それとの関係も検討されるべきであろう。
59このヴェーニも GOS 版のナートヤシャーストラにアヴァローヒーのアランカーラとして名称が見える (29. 25)

が、内容ははっきりしない。ただアビナヴァグプタは定義を示さないものの Sa Ni Ni Ni Dha Dha Dha. .といった例

を示している。これもアヴァローヒーのアランカーラとして定義されていることを思えば、本書の示すものとの共通性は

高いと思われる。
60ナートヤシャーストラでは「ヴィドゥータ (vidhūta)、トゥリヴァルナ (trivarn. a: 異読ではガートラヴァルナ:

gātravarn. a)、そして、ウッドヴァーヒタ (udvāhita)、ウッドギータ (udḡıta)、そしてヴェーニ (ven. i: 異読ではヴェー

ヌ: ven.u)というのがアヴァローヒーの（アランカーラ）だと知られるべきである (29. 24)」として、５つのアランカー

ラがアヴァローヒーに属するものとしている。
61ナートヤシャーストラでは、(1’) マンドラ (mandra)、(2’) プラサンナーディ (prasannādi)、(3’) プレーンキ

タ (preṅkhita)、(4’) ビンドゥ (bindu)、(5’) サンニヴリッタプラヴリッタ (sam. nivr.ttapravr.tta)、(6’) レーチタ

(recita)、(7’)カンピタ (kampita)、(8’)サマ (sama)、(9’)クハラ (kuhara)、(10’)ヴェーヌ (ven.u)、(11’)ランジタ

(rañjita)、(12’) アヴァローキタ (avalokita)、(13’) アーヴァルタカ (āvartaka)、(14’) パラーヴリッタ (parāvr.tta)

の 14 を挙げている (29. 21-2)。一方、BD 引用のテキストでは、(1’)・(2’) の代わりにマンドラターラプラサンナ

(mandratāraprasanna)、(3’)の代わりにプレーンコーリタ (preṅkolita)、(6’)・(7’)・(8’)が見られない代わりにター

ラマンドラプラサンナ (tāramandraprasanna)、(12’) の代わりにウパローラカ (upalolaka) がある。なお、(5’) も

ニヴリッタプラヴリッタ (nivr.ttapravr.tta) という形になっている。本書との比較で見ると、(13)=(8’)、(20)=(5’)、

(21)=(10’)、(25)=(12’)など共通する名称もあり、(14)と (3’)のように同語源の名称もあるが、相違は大きい。なお、

(11)、(12)、(23)、(24) のように他のヴァルナに分類されているアランカーラも本書ではサンチャーリーのアランカー

ラとされている。
62アーナンダ版では、SaGaRı̄ RiMaGā GaPaMā MaDhaPā PaNiDhāとなっている
63マンドラーディは、ナートヤシャーストラなど先行文献には見えない。ただ、この名称は意味から考えるとプラサン

ナーディと同じであり、マンドラ (mandra) という名称は、GOS 版の NS に見られる。アビナヴァグプタは、「そ (ア

ランカーラ) のそれら（音階音）のマンドラがそれらの真ん中にあるものを採る」と説明している (on NS 29. 21, p.

83)。これを見るとマンドラマッドヤの説明かとも思われるが、具体的な音形は示されていない。さらに、GOS版の NS

は、このマンドラにプラサンナーディ (prasannādi)が続くが、これについても「アーディ (ādi: 始まり、などの意)は、

枚挙 (upādāna)の語である」と述べており、ここでの三種を含めているのかもしれない。
64アーナンダ版には、GaSaRı̄ MaRiGā PaGaMā DhaMaPā NiPaDhāといった形で示されている
65アーナンダ版には、RiGaSā GaMaR̄ı MaPaGā PaDhaMā DhaNiPāという形で示されており、アドヤー版引用

のバローダ写本には、GaRiSa MaGaRi PaMaGa DhaPaMa NiDhaPaという形で示されている。これでも定義と矛

盾はしていない。
66マンドラマッドヤとマンドラーンタもナートヤシャーストラなどの先行文献には見えない。ただ、このマンドラマッ

ドヤ、マンドラーンタという名称は、意味からすればプラサンナマッドヤ、プラサンナーンタと同じである。併せて、補

注 63 に引用したアビナヴァグプタの説明も参照のこと。なお、このマンドラーディ、マンドラマッドヤ、マンドラー

ンタについては、後世のサンギータシュローマニに本書の定義と実例をそのまま踏襲したものを見ることができる (7.

48-51)。
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67アーナンダ版には、SaGā RiMā GaPā MaDhā PaNı̄で示されている。
68プラスターラについての先行文献の記述はすでに補注 32で述べた。
69アーナンダ版では、SaRiSā RiGaR̄ı GaMaGā MaPaMā PaDhaPā DhaNiDhāと示されている。
70プラサーダについての先行文献での記述は、すでに補注 35で述べた。
71アーナンダ版では、SāGaRiMāSā R̄ıMaGaPāRīı GāPaMaDhāGā MāDhaPaNı̄Māとなっており、アドヤー版

引用のバローダ写本には、SaGaRiMaSā RiMaGaPaR̄ı GaPaMaDhaGā MaDhaPaNiMāとなっている
72このヴィヤーヴリッタについては、ナートヤシャーストラなどの先行文献には見られない。後世のサンギータシロー

マニでは本書の定義と実例がそのまま踏襲している (7. 53-5)
73アーナンダ版では、SaGaRiMā MaRiGāSā/ R̄ıMaGāPa PaGaMāR̄ı/ GāPaMaDhā DhaMaPāGā/

MāDhaPaNı̄ NiPaDhāMā/ となっており、アドヤー版引用のバローダ写本には、SaGaRiMā MaRiGaSā/ RiMa-

GaPā PaGaMaRīı/ GaPaMaDhā DhaMaPaGā/ MaDhaPaNı̄ NiPaDhaMā/となっている。
74このスカリタについても、先行する文献には見られない。後世のサンギータシローマニでは本書の定義と実例がそ

のまま踏襲されている (7. 55-6)。
75アーナンダ版では、SaGaMā RiMaPā GaPaDhā MaDhaNı̄となっている。
76このパリヴァルタについては、K版のナートヤシャーストラやブリハッドデーシーにパリヴァルタカ (parivartaka)

という名称が見え、K 版では「３つの音階音を上行し、次の音階音を飛ばし、そこに止まり、再び戻る (parāvr.tti) こ

とによりそれがパリヴァルタカとなり８節 (as.t.akala) からなるものである (29. 60)」と定義されている。ブリハッド

デーシーにはこの定義が見られないが、記述された位置から考えると、パラーヴリッタ (parāvr.tta) の異名ではないか

と疑われる。そこでは、「間断のない３音を上行して、ふたたび、第４音を飛ばし、第５音に達して、再び間断のない３

音を下行し、第４音を飛ばし最初の音であるシャッドジャに行くべきである。８節 (kalā)で上行し下行することにより、

同様に、高音から始めて、すべての音階音を上行し下行する。パリヴァルタカは 16 節からなるものである。世間では、

それはオーハーティー (ohāt.̄ı)と言われる。例えば、Sa-Ri-Ga-Pa Pa-Ma-Ga-Sa, Ri-Ga-Ma-Dha Dha-Pa-Ma-Ri,

Ga-Ma-Pa-Ni Ni-Dha-Pa-Ga, Ma-Pa-Dha-Sa Sa-Ni-Dha-Ma, Sa-Ni-Dha-Ma Ma-Pa-Dha-Sa, Ni-Dha-Pa-Ga

Ga-Ma-Pa-Ni, Dha-Pa-Ma-Ri Ri-Ga-Ma-Dha, Pa-Ma-Ga-Sa Sa-Ri-Ga-Ma といったものがパリヴァルタカであ

る (anu 93 under 1. 120)」としており、１音飛ばした上行など本書のパリヴァルタとの共通性も見い出し得るかも知

れない。
77アーナンダ版では、SaRiGā RiGaMā GaMaPā MaPaDhā PaDhaNı̄となっている。
78ナートヤシャーストラには、アークシプタカ (āks.iptaka: BD に 1. 157 として引用、K 版 29. 62 相当, ただし、

K版ではアークシプタとして定義される)もしくは、アークシプタ (āks.ipta: NS 29. 23 GOS版)という同語源の名称

のアーローヒーに属するアランカーラが見られるが、本書では別に定義されており (I 6. 22)、またナートヤシャースト

ラ等の述べるそれらの内容は、補注 50で示したようなもので、本書のアークシェーパとの共通性は見られない。
79ア ー ナ ン ダ 版 で は 、SāSāSāRiSā R̄ıR̄ıR̄ıGaR̄ı GāGāGāMaGā MāMāMāPaMā PāPāPāDhaPā

DhāDhāDhāNiDhā となっている。
80GOS 版のナートヤシャーストラとは異なるが、K 版および BD 引用のナートヤシャーストラ、さらにブリハッド

デーシーの定義では、補注 42に見るように「一つの音に長く止まって、火のようにターラ (tāra: 高音)に触れマンドラ

(mandra: 低音)に戻る」としており、上がるべき音の高さは異なっているものの、他は共通している。本書のアーロー

ヒーのビンドゥは、前半の上行のみが切り離された形なのであろう。
81アーナンダ版では、SaRiGaRı̄ RiGaMaGā GaMaPaMā MaPaDhaPā PaDhaNiDhāとなっている。
82ウッドヴァーヒタについては、すでに、補注 56で述べたが、前節の最後の音を後節の最初の音で受け継ぐという点

で共通点は見られるものの、サンチャーリーを意識してか、上行と下行を繰り返しており、そのまま、ナートヤシャース

トラ、ブリハッドデーシーの記述を踏襲したようには思われない。また、同じくアビナヴァグプタの説明ともここに見ら

れるものは異なる。なんらかの史的展開が想像できる。
83アーナンダ版では、MāMāMāSaMā PāPāPāRiPā DhāDhāDhāGaDhā Nı̄Nı̄Nı̄SaNı̄となっており、アドヤー版

引用のバローダ写本には、SaMāMāMā SaMā RiPāPāPā RiPā GaDhāDhāDhāGaDhā MaNı̄Nı̄Nı̄MaNı̄とある。
84このウールミは、GOS 版のナートヤシャーストラ (29. 32) で、すべてのヴァルナに属するアランカーラとして名

称が見え、「最初にマッドヤ (madhya: 中庸)のテンポがある場合、それがウールミと名付けられる。第二のもの（ガー

ンダーラ？）の他のシュルティは、ムリドゥ・マッドヤー・アーヤターであると伝統的に考えられている。下にあるもの

（リシャバ？）はアーヤターであり、逆（マッドヤマ？）はムリドゥである。それ自身の音階音（ガーンダーラ？）はマッ

ドヤーであり、ムリドゥもマッドヤーも同様である（？）。諸々のシュルティの規定が知られるべきである。(29. 36 –
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7: AB引用のテキストによる。（　）内も ABの説明から類推した)」という定義も見え、おそらくはシクシャーの伝統

に基づくシュルティ（ピッチ）の規定かと思われるが、詳細はよく分からない。BD引用のテキストなどでは名称は見ら

れるが、定義は見えない。
85アーナンダ版には、SaRiGaMā MaGaRiSā R̄ıGaMaPā PaMaGaRi GaMaPaDhā DhaPaMaGā MaPaDhaNı̄

NiDhaPaMā となっている。アドヤー版の脚注によれば、バローダ写本もアーナンダ版と同様であるとある。
86サマは、ナートヤシャーストラなどではスターイー (sthāȳı: 持続)のアランカーラとされ、同書では「すべての音階

音が等しいことによってサマと知られるべきであり、一つの音階音のみに止まるものである (29. 35cd)」と定義されてい

る。このままでは同じ音が持続されるだけのアランカーラとしか理解できないが、ブリハッドデーシーでは、「３つの声域

で、同様な音で７つの音階音を発することがサマである。これは次のように言われた。ある（音階音の）シュルティと同

じ数だけのシュルティを持ったその（音階音）が３つの声域でなされるべきである。例えば、Sa-Ri-Ga-Ma-Pa-Dha-Ni

といったものである。また、それぞれ２つの協和音 (sam. vādin) となる音階音を発することによって、サマとなる。例

えば、Sa-Ma Sa-Pa Ri-Dha Ga-Ni というようなものであり、一方、別の音階（＝マッドヤマ音階）では、Sa-Ma

Ri-Pa Ga-Ni という特異性がある。以上がサマである (anu 74 under 1. 120)」とされ、一定の動きが想定できる。た

だ、本書の記述との類似性は見い出し得ない。ただ、アビナヴァグプタは、「上行するのと同じように下行する (AB on

NS 29.21, p. 83)」とサンチャーリーのアランカーラとしてサマを規定しており、具体的な音形は示されていないもの

の、ここでの規定と共通するものがあり、逆に、ここでの具体例も彼の規定に当てはまる。
87アーナンダ版では、SaRı̄RiSā RiGāGaR̄ı GaMāMaGā MaPāPaMā PaDhāDhaPā DhaNı̄NiDhā となって

いる。
88このプレーンカはナートヤシャーストラなどに言及されるプレーンコーリタ (preṅkholita) の異名であると思わ

れる。「行くこと（上行する）と来ること（下行する）で活動するものがプレーンコーリタ (preṅkholita) である (29.

38cd)」とあり、ダッティラムでは「プレーンコーリタは、２つの（音階音）が同じ拍節単位 (kalā)で行ったり来たりす

ることだと知るべきである (104ab)」と述べている。ブリハッドデーシーではより具体的に「２つの音階音と多くの音

階音が同じ節 (kalā)で行ったり来たりすることにより、14節からなるプレーンコーリタである。例えば、Sa-Ri Ri-Sa

Ri-Ga Ga-Ri Ga-Ma Ma-Ga Ma-Pa Pa-Ma Pa-Dha Dha-Pa Dha-Ni Ni-Dha Ni-Sa Sa-Ni といったものがプ

レーンコーリタである (anu 81 under 1. 120)」とある。ブリハッドデーシーの挙げる実例は、このプレーンカの実例

そのものであり、サンギータシュローマニには、同じものがプレーンキタとしても、プレーンカとしても言及されている

(SS 7. 65 -6 p. 174)。
89アーナンダ版では、SaRiSāGaSā RiGaR̄ıMaR̄ı GaMaGāPaGā MaPaMāDhaMā PaDhaPāNiDhā(Pā?) と

なっている。
90このニシュクージタについて、GOS版のナートヤシャーストラには定義が見られないが、K版や BD引用の同書に

は「一つ飛ばしの（音階音）を上行し、それぞれ一つ飛ばしの音階音を（動く）ものがニシュクージタという名のアラン

カーラであると賢者達に知られるべきである (K版 29. 54, BD1. 150 として引用)」と定義され、ブリハッドデーシー

では具体的に「第１音と第３音、それから第２音そして第４音、このような順序で低音 (mandra)から他の（音階音）を

上行するものがニシュクージタである。また、コーハラ (Kohala: マタンガに先行する音楽理論家)の考えでは、一つ飛

ばしの音階音を上行することによってニシュクージタとなる。例えば、Sa-Ga Ri-Ma Ga-Pa Ma-Dha Pa-Ni Dha-Sa

というのがニシュクージタである。本書の記述とくらべると、各節の最後が一つ飛ばしで下行する点に共通点が見い出さ

れるかも知れない。
91アーナンダ版では、SaPa R̄ıDha GaNi SaSā(MaSā?)となっている。
92このシェイェーナについては、ナートヤシャーストラに「このアランカーラは、７つの形のギータカ (ḡıtaka: 劇中

歌曲の一種、詳しくは V 53ff 参照) に属するものであると賢者達によって知られるべきである。しかしこれらの（アラ

ンカーラ）はドゥルヴァー (dhruvā: ギータカとは異なる劇中歌曲の一種)において認められるものではない。聞き手の

音節 (varn. a) を引き延ばすものであるから。音節を引き延ばすこと (prakars.a) は、実際、ドゥルヴァーの成立とは認

められない。シュイェーナ、ビンドゥもしくは他の（引き延ばすもの）は引き延ばし過ぎるものであり、それらはドゥ

ルヴァーの演奏において自らの長さでなされるべきものではない (29. 26-8)」と名称が見えるものの、ブリハッドデー

シーなどにも具体的記述はない。ただ、ここでの定義と実例は、補注 86で見たサマの一説による定義と一致している。
93アーナンダ版では、SaRi SaRiGa SaRiGaMa/ RiGa RiGaMā RiGaMāPā/ GaMa GaMaPā GaMaPaDhā/

MaPa MaPaDha MaPaDhaNı̄/となっている。
94クラマの先行文献の記述は、すでに補注 48で触れたが、プラスターラと同じであるというブリハッドデーシーの記

述にように、節が１音ずつ増えていくことに若干の共通性が見い出されるかも知れないが、本書の場合はそれが３段階で
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止まるという相違がある。そこには、一定の歴史的展開を考えることができるであろう。
95アーナンダ版では、SaRiPaMaGaR̄ı RiGaDhaPaMaGā GaMaNı̄DhaPaMāとなっている。
96ウッドガッティタについては、GOS 版のナートヤシャーストラにもアーローヒーのアランカーラとして名称は見

えるが (29. 23)、定義は見られない。K 版や BD 引用の同書では「その２つの音階音が過去のものなった後に間の音

階音があり、そして、１つの節からなるもの (ekakala) が常にウッドガッティタである (K 版 29. 61, BD1. 156 と

して引用)」と定義が示され、ブリハッドデーシーではさらに具体的に「２つの音階音が１拍節単位 (kalā) で上行順に

なり、第３音を捨てて、同じ上行順で上にある２つの音階音に行き、まさにこれと同じ順で下行するのである。残り

の音階音もこれと同じ順序で上行し、18 節 (kalā) で構成されるのがウッドガッティタである。例えば、Sa-Ri-Ma-

Pa Pa-Ma-Ri-Sa, Ri-Ga-Pa-Dha Dha-Pa-Ga-Ri, Ga-Ma-Dha-Ni Ni-Dha-Ma-Ga, Ma-Pa-Ni-Sa Sa-Ni-Pa-Ma,

Pa-Dha-Ni-Sa Sa-Ni-Pa-Ma Ma-Pa-Ni-Sa, Ni-Dha-Ma-Ga Ga-Ma-Dha-Ni, Dha-Pa-Ga-Ri Ri-Ga-Ma-Dha,

Pa-Ma-Ri-Sa Sa-Ri-Ma-Pa, Ma-Ga-Ri-Sa といったものがウッドガッティタである (anu 94 under 1. 120)」とし

ている。最初に２音を含むこと、上行に跳躍が見られることなどが本書との共通点と見えなくもない。
97アーナンダ版では、SaGaRi SaGaRi Sā/ RiMaGa RiMaGa R̄ı/ GaPaMa GaPaMa Gā/ MaDhaPa MaDhaPa

Mā/ PaNiDha PaNiDha Pā/となっている。
98ランジタは、K版や BD引用のナートヤシャーストラに「次に、ランジタは、間断のない２つの音階音に２拍節単位

(kalā)止まった後、半拍節単位で上行し、再び同様に下行するものである (K版 29. 57, BD1. 152として引用)」とい

う定義が見える。GOS版でも、29. 22に名前が見え、アビナヴァグプタは、「ジャーティの中で、その終わりが 2シュ

ルティに暗示されたと記述された場合、ランジタである」と説明しているが、内容はよくわからない。ブリハッドデー

シーでは、具体的に「間断のない音階音を上行し、２拍節単位止まって、間を開けて音階音を半拍節単位で上行し、再

び間断のない（音階音）を半拍節単位で下行する。例えば、Sa-Rı̄ Ma-Ga, Ri-Gā Pa-Ma, Ga-Mā Dha-Pa, Ma-Pā

Ni-Dha, Pa-Dhā Sa-Ni といったものがランジタである (anu 90 under 1. 120)」としている。これを見ると音形の上

での共通点が見い出されそうである。
99アーナンダ版では、SaPāMaGaR̄ı RiDhāPaGaMaGā GaNı̄DhaPaMāとなっている。

100サンニヴリッタプラヴリッタに相当するものは、K 版や BD 引用のナートヤシャーストラに見られる「そして、ニ

ヴリッタプラヴリッタ (nivr.ttapravr.tta)は、低音 (mandra) に行って戻るものである (K版 29. 46, BD1. 141 とし

て引用)」というニヴリッタプラヴリッタに相当すると思われる。ブリハッドデーシーでは「１拍節単位 (kalā)の間、音

階音に触れ、ビンドゥ (bindu) とは逆の順序で発せられるので、ニヴリッタプラヴリッタと言われる。例えば、Sā Sā

Sā (高・低・高の順である)といったものがニヴリッタプラヴリッタである (anu 76 under 1. 120)」としているが、本

書の述べるものとの関連性を見い出すことは難しい。一方、GOS版には、異読が見られるもののサンニヴリッタプラヴ

リッタ (sannivr.ttapravr.tta) に相当する語が見られ (29. 21: 但し異読ではサンニヴリッタとプラヴリッタという二つ

のアランカーラと読める)、アビナヴァグプタは、「下行して上行がある場合にサンニヴリッタプラヴリッタである」と説

明している。これもまた本書の記述との類似性を見いだすことは難しいが、単なる跳躍ではなく、上行・下行が見られる

ことは注目すべきかもしれない。
101アーナンダ版には、SāSaRiMāGā R̄ıRiGaPāMā GāGaMaDhāPā MāMaPaNı̄Dhāとなっており、アドヤー版

の脚注によればバローダ写本も同様であるという。
102ヴェーヌは、K 版や BD の引用するナートヤシャーストラに「低音に触れて元に戻るニヴリッタプラヴリッタの

テンポが戯れる (ākr̄ıd. ita) ようなものである場合、それがヴェーヌと言われるのである (K 版 29. 46, BD1. 141 と

して引用)」とあり、ブリハッドデーシーでは、「ヴェーヌは、戯れる (ākr̄ıd. ita) ような上行と下行の順による７つの節

(kalā)からなるものである。例えば、Sa-Ri-Ga-Ma-Pa-Dha-Ni Ni-Dha-Pa-Ma-Ga-Ri-Sa といったものがヴェーヌ

である (anu 77 under 1. 120)」とある。ここで両書に言及される「戯れるような」というのは、おそらく自由なテンポ

を意味すると思われるが、おそらく装飾的な要素を持っていたものであろう。上行と下行の組み合わせという点では共通

するが、その他の点でどのような共通点を見い出しうるかということでは、難しいものがある。また、アビナヴァグプタ

も「カーカリー (kākal̄ı: 甘い低音、一説には泥棒が家人が寝たかどうかを確かめるために低音の楽器ともいう、Apte)

で歌われるように、喉をあけて歌う場合にそれがヴェーヌである。一方、他のものたちは、笛の奏者によって、穴に規定

される（音階音の）間で、多様で心動かす断続の形 (vicchedarūpa)が作られたものがヴェーヌであるという。(AB on

NS 29. 22, p. 83)」と述べており、いずれにしても装飾的要素の強いものであろう。
103アーナンダ版では、SāR̄ıMaR̄ıSā R̄ıGaPaGāR̄ı GaMāDhaMāGā MaPaNiPaMāとなっている。
104ラリタスヴァラに相当する名称のアランカーラは、ナートヤシャーストラなどの先行文献には見い出されない。後

世のサンギータシュローマニでは本書の実例に似た、Sā R̄ı Ma Ri Sā, R̄ı Gā Pa Ga R̄ı, Gā Mā Dha Ma Gā, Mā
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Pā Ni Pa Mā といったものが挙げられている (7. 75-6)。
105アーナンダ版では、SaRiSā SaRiGaRiSā SaRiGaMaGaRiSā SaRiGaMaPaMaGaRiSā SaRiGaMaPaDha-

PaMaGaRiSā SaRiGaMaPaDhaNiDhaPaMaGaRiSā となっている。アドヤー版の脚注によれば、バローダ写本も

同様のようである。
106フンカーラは K版や BD引用のナートヤシャーストラに「３つもしくは４つの音階音を持ったハシタのように間断

のない音階音を乗降するものであり、１拍節単位 (kalā)からなるものがフンカーラと呼ばれるものだと知られるべきであ

る (K版 29. 65, BD1. 160として引用、ただしK版では「３つもしくは４つの音階音」という部分が意味不明で、３つ

ではなく「２つ」と読める)」と定義される。ブリハッドデーシーでは、「ハシタのように、３つの音階音を上行するか、４

つを上行することによりなされるものであり、両方の場合ともに１拍節単位からなるものがフンカーラである」とナート

ヤシャーストラの定義をほぼそのまま踏襲し、Sa-Ri-Gā Ga-Ri-Sā, Ri-Ga-Mā Ma-Ga-R̄ı, Ga-Ma-Pā Pa-Ma-Gā,

..., Dha-Ni-Sā Sa-Ni-Dhā, Pa-Dha-Nı̄ Ni-Sa-Dhā, Ma-Pa-Dhā, Dha-Pa-Mā....Sa-Ri-Gā Ga-Ri-Sā もしくは、

Sa-Ri-Ga-Ma Ma-Ga-Ri-Sa, Ri-Ga-Ma-Pa Pa-Ma-Ga-Ri, Ga-Ma-Pa-Dha Dha-Pa-Ma-Ga, ..., Pa-Dha-Ni-Sa

Sa-Ni-Dha-Pa, Ma-Pa-Dha-Ni Ni-Dha-Pa-Ma, ..., Sa-Ri-Ga-Ma Ma-Ga-Ri-Sa という例を挙げている (anu 98

under 1. 120)。ただ、本書に見られる実例は、このフンカーラの例よりも補注 32で見たプラスターラの実例に近いも

のを感じる。
107アーナンダ版には、SaGaRiSā RiMaGaR̄ı GaPaMaGā MaDhaPaMā PaNiDhaPāとなっている。
108フラーダマーナは、K版や BD引用のナートヤシャーストラに「この（ニシュクージタ）の順序と結びついて１音間

をおいた音階音が２拍節単位 (kalā) で動き (sam. cārin)、２音もしくは６音続いて同様に上行するものがフラーダマー

ナである (K版 29. 56, BD1. 151 として引用)」と定義される。この定義には読みにくく不明な点もあるが、ブリハッ

ドデーシーの「高音から１音おいた音階音が下行することによって、３回繰り返して全て（の音階音）を３つの拍節単位

(kalā)で作ることによってフラーダマーナとなる。例えば、Sa-Dha Sa-Dha Sa-Dha, Ni-Pa Ni-Pa Ni-Pa, Dha-Ma

Dha-Ma Dha-Ma, Pa-Ga Pa-Ga Pa-Ga, Ma-Ri Ma-Ri Ma-Ri, Ga-Sa Ga-Sa Ga-Sa というのがフラーダマーナ

である (anu 90 under 1. 120)」という定義とは、また異なるようである。本書の定義は、ナートヤシャーストラの直

接の解釈から生じたものとも思われる。なお、アビナヴァグプタのフラーダマーナの説明は欠落があるものの、「プラサ

ンナで終わるマンドラーディの拍節単位 (kalā)がある場合に、フラーダマーナである (AB on NS 29. 24, p. 84)」と

も読め、本書の記述と一致している。
109アーナンダ版では、SaGaMāMaRiSā RiMaPāPaGaR̄ı GaPaDhāDhaMaGā MaDhaNı̄NiPaMāとなっている。
110アヴァローキタは、GOS版のナートヤシャーストラに名称は見えるが、具体的定義はない。言及された位置からす

るとウパローロカ (upalolaka) との関係が疑われるが、ウパローラカは本書では別に (I 6. 61-2) 述べられている。K

版では「ウッドヴァーヒタが２度繰り返されたものがアヴァローキタという名のものである (29. 53)」と定義され、さ

らに Ghoshの英訳ではウッドヴァーヒタで節が繰り返され下行するものという定義 (29. 55, p. 31)が述べられている

が、詳細は分からない。アビナヴァグプタは、「別の音階音が発せられたとしても、上・下 (GOS版はādhāraであるが、

adhara と訂正した) の音階音であることに執着しないと認められた場合、アヴァローキタである (AB on NS 29. 22,

p. 83)」と述べているが、これも内容はよくわからない。後世のサンギータシュローマニでは本書の実例が踏襲されてい

る (7. 79-80)。
111アーナンダ版では、SaRiGaMaPāDhaNi

•
Sā

•
Sāとなっている。

112ターラマンドラプラサンナという名称は、GOS版のナートヤシャーストラには列挙されていないが、ターラマンド

ラプラサンナそのものの定義は GOS 版のナートヤシャーストラにも見られる。BD 引用の同書には、サンチャーリー

のアランカーラとしてターラマンドラプラサンナの名が見え (1. 125 として引用)、さらに GOS 版と同様の定義も見

られる。それらの定義は、「オクターブ (tāra: 解釈は Prem Lata Sharma によった)、４度 (GOS 版では 6 度) もし

くは５度を順序にしたがって下りてくるものが、マンドラ (mandra: 低音) に属するターラマンドラプラサンナである

と、賢者達は知られるべきである (GOS版 29. 40; BD 1. 145)」といったものである。ブリハッドデーシーには、「主

要音 (am. śa: ここでは各節の始めの音のことか) から第４音もしくは第５音に行き、再び低音 (mandra: ここでは最初

の音) に戻る場合、それがターラマンドラプラサンナである。例えば、Sa-Ri-Ga-Ma-Pa-Sa, Ri-Ga-Ma-Pa-Dha-Ri,

Ga-Ma-Pa-Dha-Ni-Ga, Ma-Pa-Dha-Ni-Sa-Ga といったものである。もしくは、低音 (mandra)から高音 (tāra: こ

こでもオクターブの意味か) へ行き、突然低音によって戻ってくるものがターラマンドラプラサンナである (anu 82

under 1. 120)」という定義と実例が見え、本書との共通性は明らかである。
113アーナンダ版では、

•
Sā

•
SāNiDhaPaMaGaRi

•
Sāとなっており、アドヤー版の脚注によれば、バローダ写本も同様だ

という。
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114マンドラターラプラサンナという名称も、GOS 版のナートヤシャーストラには列挙されていないが、BD 引用の

ナートヤシャーストラには、サンチャーリーのアランカーラとしてマンドラターラプラサンナの名が見える (1. 124 相

当)。ただ、マンドラターラプラサンナの定義は、GOS版のテキストにも BD引用のテキストにも見え、「後続の（音階

音）を飛ばして、順番に低音から高音に至るものは、上行することによってマンドラターラプラサンナと賢者達によって

知られるべきである (GOS 版 29. 41; BD 1. 146)」と述べている。一方、ブリハッドデーシーそのものでは、「低音

(mandra) から急に高音 (tāra) に至り、低い方への順序で下行することによってマンドラターラプラサンナとなる。例

えば、Sa-Pa-Ma-Ga-Ri-Sa, Ri-Dha-Pa-Ma-Ga-Ri, Ga-Ni-Dha-Pa-Ma-Ga, Ma-Sa-Ni-Dha-Pa-Ma といったもの

である。もしくは、低音 (mandra)から高音 (tāra: ここではオクターブ上の音を指す)を発して、順番に下行し、まさ

に同じ低音に戻るものが、マンドラターラプラサンナである。例えば、Sa-Sa-Ni-Dha-Pa-Ma-Ga-Ri-Sa といったもの

がマンドラターラプラサンナである (anu 83 under 1. 120)」としている。本書の記述は、少なくともブリハッドデー

シーの記述とは一致する。
115アーナンダ版では、SaSaRiRiSaSaRiSā/ RiRiGaGaRiRiGaR̄ı/ GaGaMaMaGaGaMaGā/ MaMaPaPa-

MaMaPaMā PaPaDhaDhaPaPa DhaPā/ DhaDhaNiNiDhaDhaNiDhā/となっている
116アーヴァルタカの名はナートヤシャーストラ (29. 22)に見えるが、GOS版のテキストにはその定義は見られない。

アビナヴァグプタも「あらゆる方向から (ā samantāt)巡る (vartamāna)のでアーヴァルタカである」と説明している

が、もちろん語源的説明に過ぎない。一方、K版や BD引用の同書には、「アーヴァルタカは、上行と下行の規定にした

がって間断のない４つの音階音に存するものである。もしくは、１つ飛ばしの（音階音）にも（アーヴァルタカはあり得

るのである）。もしくは、その専門家によれば、間断のない（音階音）からは８節の（アーヴァルタカ）が作られ、間断

のある（アーヴァルタカ）は４節からなるものが作られる。繰り返す (āvr.tti)のでアーヴァルタカなのである (K版 29.

58-9, BD1. 153-4として引用)」という定義が見える。ブリハッドデーシーは、この定義をほぼ踏襲し、「上行と下行に

よって８つの音階音を発し、最後に以前の（最初の）音階音を発する場合アーヴァルタカであり、順に８つの節 (kalā)か

らなるものである。例えば、Sa-Ga Ga-Pa Pa-Ni Dha-Sa Sa-Dha Ni-Pa Pa-Ga Ga-Sa といったものがアーヴァル

タカである (anu 92 under 1. 120)」と実例を挙げている。ただ、いずれも本書との共通性は見い出すことができない。
117サンプラダーナはナートヤシャーストラに名称が見える (29. 24)が、GOS版のテキストには定義は見られない。K

版や BD引用のテキストには「アークシプタ (āks.ipta: I 6. 22参照)のように、単位時間 (kāla)に次の節 (antarakalā)

に赴く４つの音階音によって１音飛ばしの順序が歌われたものが、サンプラダーナである (K版 29. 63, BD1. 158とし

て引用)」という定義が見られる。ブリハッドデーシーでは、「最初の音階音に続く（音階音）を捨てて、２つの音階音を

行き、それと同じ順序で１拍節単位 (kalā) で下行することによって、さらに１拍節単位の下行がある場合、２拍節単位

(kalā)のサンプラダーナであり、22節 (kalā)からなるものである。例えば、Sa-Ga-Mā Ma-Ri-Sā, Ri-Ma-Pā Pa-Ga-

R̄ı, Ga-Pa-Dhā Dha-Ma-Gā, Ma-Dha-Nı̄ Ni-Pa-Mā, Pa-Ni-Sā Sa-Dha-Pā, Dha-Ni-Sā; Sa-Dha-Pā Pa-Ni-Sā,

Ni-Pa-Mā Ma-Dha-Nı̄, Dha-Ma-Gā Ga-Pa-Dhā, Pa-Ga-R̄ı Ri-Ma-Pā, Ma-Ri-Sā Sa-Ga-Mā, Ga-Ri-Sā といっ

たものがサンプラダーナである。もしくは、Sa-Ga-Mā Ma-Ga-Sā, Ri-Ma-Pā Pa-Ma-R̄ı, Ga-Pa-Dhā Dha-Pa-Gā,

Ma-Dha-Nı̄ Ni-Dha-Mā, Pa-Ni-Sā Sa-Ni-Pā, Dha-Ni-Sā; Sa-Dha-Pā Pa-Dha-Sā, Ni-Pa-Mā Ma-Pa-Nı̄, Dha-

Ma-Gā Ga-Ma-Dhā, Pa-Ga-R̄ı Ri-Ga-Pā, Ma-Ri-Sā Sa-Ri-Mā, Ga-Ri-Sā (異説は形から見ると相違はない) と

いったものがサンプラダーナである (anu 96 under 1. 120)」と定義と実例を述べている。この定義と実例は本書の説

明するアークシプタ (āks.ipta: I 6. 22参照、ただし、ナートヤシャーストラやブリハッドデーシーのものとは明らかに

異なる)との類似は指摘できそうであるが、本書の説明するサンプラダーナとの共通性を見い出すことは難しいように思

われる。なお、アビナヴァグプタは、
√

dāを「区切る」の意味と「守る」の意味に解釈し (Dhātupāt.ha:IV 40: I 1011

による)、「区切りながら、上行のみを守る場合にサンプラダーナである (AB on 29. 24, p. 84)」としているが、内容は

よくわからない。
118アーナンダ版は、SaGaSaGā RiMaRiMā GaPaGaPā MaDhaMaDhā PaNı̄PaNı̄となっている。
119ヴィドゥータないしはヴィドゥタ (vidhuta) は、アヴァローヒーのアランカーラとしてナートヤシャーストラに

名称が見え (29. 25)、K 版や BD 引用の同書には、「最初に、パダ (pada: 言語単位、一組の音節) を発して、単音節

(laghu-varn. a) の長さで２つの音階音が間断なく上行する１つの節 (kalā) がある場合、それがヴィドゥタである (K 版

29. 67, BD1. 162 として引用)」と定義されている。一方、ブリハッドデーシーでは「主要音 (am. śa: ここでは最初の

音の意)を４回発し、その直後の２音を素早く (druta)発しその順序で上行することによって１節 (ekakala)のヴィドゥ

タとなる。例えば、Sa Sa Sa Sa Ri-Ga, Ri Ri Ri Ri Ga-Ma, Ga Ga Ga Ga Ma-Pa, Ma Ma Ma Ma Pa-Dha,

Pa Pa Pa Pa Dha-Ni, Dha Dha Dha Dha Ni-Sa といったものがヴィドゥタである (anu 100 under 1. 120)」と

定義と実例が示され、これもナートヤシャーストラの定義そのままとは思われない。ただ、連続する２音が上行すること
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は、いずれも共通している。本書のように間の音階音を飛ばすということでは、アビナヴァグプタが「一つを捨てて上行

と下行することによってヴィドゥータである (AB on 29. 25, p. 84)」として、SaSa (Ga) MaRi (PaGaRi) という

例を挙げているのは、示唆的である。なお、アビナヴァグプタも「上行などの順序で、揺れ (kampa)に先行された下行

（がある場合）ヴィドゥータであると他のものは言う (同上)」といった異説を挙げている。
120アーナンダ版では、SaRi SaRi GaRi GaRi RiGaRiGaMaGaMaGa GaMaGaMaPaMaPaMā MaPaMaPaD-

haPaDhaPā PaDhaPaDhaNiDhaNiDhāとなっている。
121ウパローラは、GOS版のナートヤシャーストラには見えないが、BD引用のテキストにはすべてのヴァルナに基づ

くアランカーラとして言及され (1. 131相当)、「ウッドヴァーヒタ (udvāhita: BDの実例では Sa-Ri Ri-Ga, Ga-Ma

Ma-Pa, Pa-Dha Dha-Ni といったもの)が２度繰り返されたものが、ウパローラカ (upalolaka)という名を持つもので

ある。１つ、２つ、３つの音階音を順に動くそれは、クラマ (krama)と知られるべきである (1. 149として引用。K版

29. 53は同内容だが定義されるアランカーラがアヴァローキタである。補注 56参照)」と定義されている。ブリハッド

デーシーでは、この定義を踏襲し、「これ（＝ウッドヴァーヒタ）が２度繰り返されることによってウパローラカである。

例えば、Sa-Ri Sa-Ri, Ri-Ga Ri-Ga, Ga-Ma Ga-Ma, Ma-Pa Ma-Pa, Pa-Dha Pa-Dha, Dha-Ni Dha-Ni, Ni-Sa

Ni-Sa, Sa-Ni Sa-Ni, Ni-Dha Ni-Dha, Dha-Pa Dha-Pa, Pa-Ma Pa-Ma, Ma-Ga Ma-Ga, Ga-Ri Ga-Ri, Ri-Sa

Ri-Sa といったものがウパローラカである (anu 87 under 1. 120)」とする。相違は見られるものの、共通点は明らか

である。
122アーナンダ版では、SaSaGaSaGā R̄ıRiMaRiMā GaGaPaGaPā MaMaDhaMaDhā PaPaNiPaNı̄となって

いる。
123このウッラーシタについては、GOS版、BD引用のものも含めてナートヤシャーストラには名称も見えない。後世

のサンギータシュローマニなどでは、本書の定義と実例がそのまま踏襲されている (7. 95-6)。

7 ジャーティ (旋法)

7.1 ジャーティの種類

7.1.1 標準のジャーティ

標準 (śuddha)であるジャーティ (jāti: 旋法)は７つであり補124、それらはシャッドジャ

などの音階音にちなんだ名を持っている。シャードジー (s.ād. j̄ı: シャッドジャに関わるも
の)、アールシャビー (ārs.abh̄ı: リシャバに関わるもの)、ガーンダーリー (gāndhār̄ı: ガン
ダーラに関わるもの)、マッドヤマー (madhyamā: マッドヤマに関わるもの)、パンチャ
ミー (pañcamı̄: パンチャマに関わるもの)、そして、ダイヴァティー (dhaivat̄ı: ダイヴァ
タに関わるもの)、そしてナイシャーディー (nais.ād̄ı: ニシャーダに関わるもの) である。
1-2a
標準性 (śuddhatā) の特色が説明される。その名の由来となった音階音が、そのジャー
ティの終止音 (ニヤーサ: nyāsa)、アパニヤーサ (apanyāsa: 準終止音)、主要音 (アン
シャ: am. śa)、開始音 (グラハ: graha) となり、高声域 (ターラ: tāra) に終止音 (ニヤー
サ: nyāsa)を持つことがなく、完全 (pūrn. a: ７つの音階音がそろっている)である。そう
いった（ジャーティ）が標準 (シュッダ: śuddha)と名付けられると考えられる。それら
（＝標準のジャーティ）が、終止音の（規則、つまり、その名の由来となる音階音が終止音

になるということ）を除く他の特徴を欠いた場合、変形 (ヴィクリタ: vikr.ta)の（ジャー
ティ）ということになる補125。 2bcd-3cd
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7.1.2 変形のジャーティ

完全性 (sam. pūrn. atva: ７つの音がそろっていること)、開始音 (graha)（がその名の由来
となる音階音であること）、主要音 (am. śa)（がその名の由来となる音階音であること）、準
終止音 (apanyāsa)（がその名の由来となる音階音であること）のうちで、それぞれ１つ
を欠くことによって、（変形ジャーティの）区分は４つである。一方、（４つの基本ジャー

ティの条件のうち）２つを捨てる場合、（４つの中から２つを選び出す組み合わせで）６

つであると考えられる。３つ（の条件）を捨てる場合、（区分は）４つであり、４つ（の条

件をすべて）捨てた場合、１種類である。したがって、このシャードジー（の変形ジャー

ティ）の区分は 15であるとよき人々によって説明された。 4-5
その中（＝ 15種のシャードジーの変形ジャーティ）で、８つは完全性（７つの音階音がそ
ろっていること）を欠いており、７つは他の（基本ジャーティの条件）を欠いている。（そ

の８つの）完全性を欠いたものは、六音音階と五音音階の区分によって２種である補126。

6
したがって、アールシャビーを始めとする（ジャーティの）五音音階変形ジャーティに

は（六音音階の場合の８種に加えて）さらに８種の区分がある。したがって、（シャード

ジーを除く）６つの（ジャーティ）にはそれぞれ 23（７音そろっている変形ジャーティが
７つ、六音音階の変形ジャーティが８つ、同じく、五音音階の変形ジャーティが８つであ

る。）種の（変形ジャーティ）が述べられたのである。 7
一方、（今まで述べた）変形（ジャーティ）の組み合わせから生じた（変形ジャーティ）は

11であると伝統的に考えられている補127。 8ab
シャッドジャカイシキー (s.ad. jakaísik̄ı)補128、シャッドジョーディーチュヤヴァー (s.ad. jo-
d̄ıcyavā)補129、シャッドジャマッドヤマー (s.ad. jamadhyamā)補130、ガーンダーローディー

チュヤヴァー (gāndhārod̄ıcyavā)補131、ラクタガーンダーリー (raktagāndhār̄ı)補132、カ

イシキー (kaísik̄ı)補133、そして、マッドヤモーディーチュヤヴァー (madhyamod̄ıcya-
vā)補134、カールマーラヴィー (kārmārav̄ı)補135、ガーンダーラパンチャミー (gāndhāra-
pañcamı̄)補136、そして、アーンドリー (āndhr̄ı)補137、ナンダヤンティー (nandayant̄ı)補138

というそれら（＝変形ジャーティの組み合わせから生じた変形ジャーティ）の元になる

（ジャーティ）を今ここで私は述べる。 8cd-10ab

7.1.3 変形ジャーティの生成

シャッドジャカイシキー (s.ad. jakaísik̄ı)は、シャードジー (s.ād. j̄ı)とガーンダーリー (gān-
dhār̄ı)の組み合わせから生じる。 10cd
一方、シャードジー (s.ād. j̄ı) とマッドヤマー (madhymā) からシャッドジャマッドヤ
マー (s.ad. jamadhyamā) が生じる。さらに、ガーンダーリー (gāndhār̄ı) とパンチャミー
(pañcamı̄)からガーンダーラパンチャミー (gāndhārapañcamı̄)が生じる。 11
ガーンダーリー (gāndhār̄ı)とアールシャビー (ārs.abh̄ı)からアーンドリー (āndhr̄ı)とい
うジャーティが生じる。シャードジー (s.ād. j̄ı)、ガーンダーリー (gāndhār̄ı) そしてダイ
ヴァティー (dhaivat̄ı)が結びついたものが、シャッドジョーディーチュヤヴァー (s.ad. jo-
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d̄ıcyavā) というジャーティを作り出す。また、ナイシャーディー (nais.ād̄ı) とパンチャ
ミー (pañcamı̄) とアールシャビー (ārs.abh̄ı) が結びついたものがカールマーラヴィー
(kārmārav̄ı)というジャーティを生じさせる。 12-13
ガーンダーリー (gāndhār̄ı)とパンチャミー (pañcamı̄)とアールシャビー (ārs.abh̄ı)が結
びついたものがナンダヤンティー (nandayant̄ı) を生じさせ、またガーンダーリー (gān-
dhār̄ı)とダイヴァティー (dhaivat̄ı)とシャードジー (s.ād. j̄ı)とマッドヤマー (madhyamā)
というこれらの結びついたものが、ガーンダーローディーチュヤヴァー (gāndhārod̄ıcya-
vā)を作り出す。また、同じものからシャードジー (s.ād. j̄ı)を除きパンチャミー (pañcamı̄)
を加えたもの（つまり、ガーンダーリー、ダイヴァティー、マッドヤマー、パンチャミー）

がマッドヤモーディーチュヤヴァー (madhyamod̄ıcyavā)を作り出す。 14-15
それらのうちでダイヴァティー (dhaivat̄ı) の代わりにナイシャーディー (nais.ād̄ı) が加
わったもの（ガーンダーリー、ナイシャーディー、マッドヤマー、パンチャミー）がラク

ターガーンダーリー (raktāgāndhār̄ı)を作り出す。アールシャビー (ārs.abh̄ı)とダイヴァ
ティー (dhaivat̄ı) を除いた５つ（シャードジー、ガーンダーリー、マッドヤマー、パン
チャミー、ナイシャーディー）からカイシキー (kaísik̄ı)が生じる補139（表 1参照）。 16

表 1 変形ジャーティの生成

生成元となる標準のジャーティ (音名）

変形ジャーティ Sa Ri Ga Ma Pa Dha Ni

S. ad. jakaísik̄ı ○ ○

S. ad. jamadhyamā ○ ○

Gāndhārapañcamı̄ ○ ○

Āndhr̄ı ○ ○

S. ad. jod̄ıcyavā ○ ○ ○

Kārmārav̄ı ○ ○ ○

Nandayant̄ı ○ ○ ○

Gāndhārod̄ıcyavā　 ○ ○ ○ ○

Madhyamod̄ıcyavā ○ ○ ○ ○

Raktagāndhār̄ı ○ ○ ○ ○

Kaísik̄ı ○ ○ ○ ○ ○

7.1.4 基本音階によるジャーティの分類

４つのシャッドジャに関わる名を持つ（ジャーティ、つまり、シャードジー、シャッド

ジャカイシキー、シャッドジョーディチュヤヴァー、シャッドジャマッドヤマー）と、ナ

イシャーディー (nais.ād̄ı)、ダイヴァティー (dhaivat̄ı)、アールシャビー (ārs.abh̄ı)という
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これら７つはシャッドジャ音階 (grāma)に属するジャーティである。 17
残りの（11のジャーティ）はマッドヤマ音階に属するものである補140。 18a

7.1.5 完全・六音・五音音階によるジャーティの分類

完全性 (pūrn. atva)などの（ジャーティの特徴）がここで述べられる。カールマーラヴィー
(kārmārav̄ı)、ガーンダーラパンチャミー (gāndhārapañcamı̄) そしてシャッドジャカイ
シキー (s.ad. jakaísik̄ı)、マッドヤモーディーチュヤヴァー (madhyamod̄ıcyavā)というこ
れらは、常に完全であると述べられる補141。シャードジー (s.ād. j̄ı)、ナンダヤンティー
(nandayant̄ı)、アーンドリー (āndhr̄ı)、ガーンダーローディーチュヤヴァー (gāndhāro-
d̄ıcyavā)というそれら４つ（のジャーティ）は、完全音階 (sam. pūrn. a)であるか六音音階
(s.ād. ava)であるかだとカーシュヤパ (Kāśyapa)師は述べた補142。残された 10の（ジャー
ティ）は、完全音階か、六音音階か、五音音階 (aud.uva)かである補143と考えられる補144。

18b-20

7.1.6 音階音の重複によるジャーティの分類

パンチャミー (pañcamı̄)、マッドヤマー (madhyamā)、シャッドジャマッドヤマー (s.ad. ja-
madhyamā)と言われるジャーティについて、バラタなどの学匠たちによって音階音の重
複 (svarasādhāran. a: カーカリーニシャーダとアンタラガンダーラ)を（用いること）が述
べられた補145。 21
Sa・Ma・Paが主要音（アンシャ）である場合には、これ（音階音の重複）がそれぞれの規
定にしたがって (I 5. 4-6参照)用いられるべきである。他方、カムバラ (Kambala)、ア
シュヴァタラ (Aśvatara)などの（学匠）は、NIと Gaがわずかであるような（または消
えそうなジャーティ＝パンチャミー、マッドヤマー、シャッドジャマッドヤマー、シャー

ドジーの４つ）において補146これ（音階音の重複）を述べている補147。 22
２つの可聴音程を持つ（音階音＝ガーンダーラとニシャーダ）がわずかであるラーガ

(rāga) やバーシャー (bhās.ā) などについても補148、それ（＝音階音の重複）が考えられ

る。しかし、シャッドジャマッドヤマー (s.ad. jamadhyamā) の（ジャーティ）において、
Niと Gaが主要音 (am. śa)であるとき、それ（＝音階音の重複）はあり得ない補149。 23
また、（シャッドジャマッドヤマーを除く）それら（＝パンチャミー、マッドヤマー、

シャードジーの３つ）においても、変形 (vikr.ta) の（ジャーティ）のみが音階音の重複
(svarasādhāran. a)を持つのである補150。 24ab

7.1.7 主要音の数によるジャーティの分類

１つの主要音をもつ（ジャーティ）は、ナンダヤンティー (nandayant̄ı)、マッドヤモー
ディーチュヤヴァー (madhyamod̄ıcyavā)、そして、ガーンダーラパンチャミー (gandhā-
rapañcamı̄)のこれら３つであり、一方、２つの主要音を持つ（ジャーティ）は、ダイヴァ
ティー (dhaivat̄ı)、ガーンダーローディーチュヤヴァー (gāndhārod̄ıcyavā)、そして、パ
ンチャミー (pañcamı̄)というこれらであると言われた補151。 24c-25
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ナイシャーディー (nandayad̄ı)、アールシャビー (ārs.abh̄ı)、シャッドジャカイシキー
(s.ad. jakaísik̄ı)は、３つの主要音を持つと考えられる。アーンドリー (āndhr̄ı)、カールマー
ラヴィー (kārmārav̄ı)、シャッドジョーディーチュヤヴァー (s.ad. jod̄ıcyavā)は、４つの主
要音を持つ補152。 26
５つの主要音を持つのは、ラクタガーンダーリー (raktagāndhār̄ı)、ガーンダーリー (gān-
dhār̄ı)、マッドヤマー (madhyamā)、そして、シャードジー (s.ād. j̄ı)のこれら４つである。
６つの主要音を持つのは、カイシキー (kaísik̄ı)ただ１つである補153。 27
７つの主要音を持つのはシャッドジャマッドヤマー (s.ad. jamadhyamā)であると賢者たち
によって述べられた補154。したがって、18のジャーティには、これら 63(1× 3 + 2× 3 +
3 × 3 + 4 × 3 + 5 × 4 + 6 × 1 + 7 × 1) の主要音がある補155（以上の分類については各

ジャーティの旋法的特性を参照）。 28

(1)開始音 (グラハ: graha)、(2)主要音 (アンシャ: am. śa)、(3)高声域 (ターラ: tāra)、(4)
低声域 (マンドラ: mandra)、(5)終止音 (ニヤーサ: nyāsa)、(6)アパニヤーサ (apanyāsa:
準終止音)、そして (7) サンニヤーサ (sam. nyāsa: ある種の準終止音)、(8) ヴィニヤーサ
(vinyāsa: ある種の準終止音)、(9) 頻出性 (バフトヴァ: bahutva)、(10) 希少性 (アルパ
ター: alpatā)、さらに、これらに加えて (11)アンタラマールガ (antaramārga)がジャー
ティにおける特徴となる。またある場合（常に完全な７音を持ったカーマーラヴィーなど

４つのジャーティ以外の場合）には、(12)六音音階 (s.ād. ava)、(13)五音音階 (aud.uvita)
というのも（ジャーティの特徴である）と 13の（特徴）を述べた補156。 29-30

7.1.8 開始音 (graha)

その（13のジャーティの特徴の）中で、旋律（ḡıta: 一定のまとまりを持った音階音の列）
の最初に位置する音階音が開始音 (グラハ: graha)と言われる。その場合、（主要音が開始
音となるので）主要音と開始音のいずれかが述べられたとき、２つ（主要音と開始音）と

も理解することになる補157。 31

7.1.9 主要音 (am. śa)

旋律 (geya: 歌われるべきもの)において音楽的感興 (rakti)を発現させるものであり、そ
の協和音 (sam. vād̄ı)と準協和音 (anuvād̄ı)が旋律のヴィダーリー (vidār̄ı)(8)に頻出し、そ
れによって高声域と低声域が決まるようなものであり(9)、それ自身がそれの協和音であ

り、そして他の音階音が準協和音となり(10)、終止音 (nyāsa)、アパニヤーサ (apanyāsa:
準終止音)、ヴィニヤーサ (vinyāsa: 準終止音の一種)、サンニヤーサ (sam. nyāsa: 準終
止音の一種)、開始音 (graha)となりうるものであり、そして演奏において多用され基音

(8)旋律上の分節と歌詞上の分節が重複する箇所と思われる。V 68以降参照。

(9)後に述べる (I 7. 35-38)ように主要音によって、高声域・低声域の上限・下限が決定する。

(10)K 注は、王（この場合主要音となる基音）はある場合には宰相（この場合協和音）の役割をするが、決して召使い

（この場合準協和音）の役割はしないといった比喩を述べている。I 3. 50-51の記述を参照のこと。
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(ヴァーディー: vād̄ı)であるものが、（音楽的感興を生み出す）能力によって主要音 (アン
シャ: am. śa)となる。（このように様々に定義される主要音である）が、さまざまな演奏に
おいて頻出するものであること (bahulatva)は、いずれにも当てはまる主要音の特徴であ
る補158。 32-34

7.1.10 高声域 (tāra)

主要音 (am. śa)は中声域 (madhyama)の７音の中にあるべきであり、高声域 (tāra)にあ
るそれ（＝主要音）を起点として（それを含めた上の 4 つ）、もしくは（それを除いて）
それから上に４つの音階音を上行 (āroha)することができる。（例えば、マッドヤマの基
本音階におけるマッドヤマの場合、それを起点として４つ、つまり高声域のニシャーダま

で、シャッドジャの基本音階におけるシャッドジャの場合、そこから上に４つ、つまり高

声域のパンチャマまで上行できるのである補159。）これが、最大限の高声域の限界である
補160。 35
しかし、（今述べられた上限）より下では、演奏者の意図に応じて音を動かすことができ

る。また、高声域において（「４つの音階音を上行する」という場合、その４つには実際の

運用上）消えた（音階音）も数えられるのである補161。（例外として）ナンダヤンティー

の場合、（パンチャマを主要音とし、規定からすれば高声域のニシャーダまで上行するは

ずであるが）高声域のシャッドジャまでしか上行しないと言われた補162。 36

7.1.11 低声域 (mandra)

(1)中声域にある主要音から低声域にある主要音まで下行する。もしくは、(2)低声域の終
止音まで、あるいは (3)その（終止音の）下の Riまたは Dhaまでも（下行する）補163。

これが、低声域での音の動きの限界である。その範囲内で、奏者の意図によって（音が）

動かされるのである。 37-38ab

7.1.12 終止音 (nyāsa)

旋律 (ḡıta: ジャーティの実際の運用)の中で、終止させるものが終止音 (ニヤーサ: nyāsa)
であり、それは 21種である。 38cd
シャードジーなどの７つの（ジャーティ）ではその名の由来となる音階音が終止音であ

る。シャッドジャマッドヤマーにおいては、その名の由来となる２つの（音階音＝シャッ

ドジャ、マッドヤマ）がそれ（＝終止音）であると考えられる。 39
３つのウディーチュヤヴァー（つまり、シャッドジョーディーチュヤヴァー、マッドヤ

モーディーチュヤヴァー、ガーンダーローディーチュヤヴァー）はMaを終止音としてい
る。一方、カイシキーは Ni、Pa、Gaを終止音とする。カールマーラヴィーはパンチャマ
を終止音とし、他の五つ（シャッドジャカイシキー、ラクタガーンダーリー、ガーンダー

ラパンチャミー、アーンドリー、ナンダヤンティー）は、Gaを終止音とすると伝統的に
考えられている補164。 40
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7.1.13 アパニヤーサ (準終止音)・サンニヤーサ・ヴィニヤーサ

ヴィダーリー (vidār̄ı)(11)を終止させるものそれがアパニヤーサ (apanyāsa: 準終止音)の
音階音である補165。 41ab
カールマーラヴィー、ナイシャーディー、アーンドリー、マッドヤマー、そして、アール

シャビーにおいては、主要音がアパニヤーサ (apanyāsa: 準終止音)であると言われてい
る。 41c-42ab
３つのウディーチュヤヴァー（つまり、シャッドジョーディーチュヤヴァー、マッドヤ

モーディーチュヤヴァー、ガーンダーローディーチュヤヴァー）の２つのアパニヤーサ

(apanyāsa: 準終止音)はシャッドジャとダイヴァタである。 42cd
ラクタガーンダーリーにおいてはマッドヤマが、ガーンダーリーにおいてはシャッドジャ

とパンチャマが、シャッドジャカイシキーにおいては Saと Niと Paが、パンチャミーに
おいては Niと Riと Paが（それぞれアパニヤーサであると）伝統的に考えられている。
43
ガーンダーラパンチャミーにおいては Riと Paが、シャードジーにおいてはガーンダー
ラとパンチャマが、ダイヴァティーでは RiとMaと Dhaが（アパニヤーサであると）言
われ、ナンダヤンティーではMaと Paが（アパニヤーサであると）考えられる。 44
カイシキーでは Ri を除く６つ（の音階音がアパニヤーサである）。他の人々は（カイシ
キーでのアパニヤーサは）７つであるとも述べていた補166。一方、シャッドジャマッドヤ

マーのアパニヤーサは７つの音階音であると述べている。 45
ここで、主要音であるアパニヤーサ (apanyāsa: 準終止音)は 19である。それ以外のもの
は 37である。そして、一方それらは合わせて 56である（各ジャーティの旋法的特性の一
覧参照）。 46
カイシキーに７つ（のアパニヤーサがある）という説においては補167、人々はそれ（＝ア

パニヤーサ）を 57であると知っている。 47ab
主要音に対して不協和音 (ヴィヴァーディー: vivād̄ı)でなく、楽曲の最初のヴィダーリー
(vidār̄ı)を終止させるものがサムニヤーサ (sam. nyāsa: 準終止音の一種)である。47c-48a
一方、ヴィダーリー (vidār̄ı)の部分を形作るパダ (pada: 歌曲のテキストに基づく分節単
位)の終わりにあって補168、主要音に対して不協和音にならないもの、それがヴィニヤー

サ (vinyāsa: 準終止音の一種)であると述べられた補169。 48bcd

7.1.14 頻出性・希少性

頻出性 (バフトヴァ: bahutva)とは、飛ばされないこと (alaṅghana)と反復 (abhyāsa)に
よって２種類と考えられる。それ（＝頻出性）は代替主要音 (paryāyām. śa: 基音以外の主
要音補170)に存在し、基音 (ヴァーディー: vād̄ı)と協和音 (サンヴァーディー: sam. vād̄ı)
にも存在する。 49
希少性 (アルパトヴァ: alpatva) は、反復しないこと (anabhyāsa) 飛ばされること

(11)旋律上の分節と歌詞上の分節が重複する箇所と思われる。V 68以降参照
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(laṅghana) によって２種であると言われた。（その中で）、反復しないこと (anabhyāsa)
は、主要音でないものに、また主には（六音音階、五音音階になるときに）消去されるべ

き（音階音）に認められている。 50
わずかに触れられることが飛ばされること (laṅghana)であり、それは主に（六音音階や
五音音階になるとき）消去されるべき（音階音）に見られるものである。音楽に精通する

ものたちは、ある場合には主要音でないものにもそれ（＝飛ばされること）を認める補171。

51

7.1.15 アンタラマールガ

終止音など（アパニヤーサ、サンニヤーサ、ヴィニヤーサ、開始音、主要音）の位置を離

れて、それぞれの（終止音などとなる優勢な２つの音階音の）間の希少性のある音階音が

主要音など（の優勢な音階音) と結びつくことは、（音列に）変化を生み出すものであり
補172、ある場合には、反復しないことによって、またある場合には単に飛ばされること

によって作り出されるものである。こうした（希少性と結びついた音階音と主要音などと

の組み合わせ補173）がアンタラマールガ (antaramārga: 音間の道)(12)であり補174、多く

は変形 (vikr.ta) ジャーティ（複合的なジャーティ）で（見られる）べきものである(13)。

52-53

7.1.16 六音音階・五音音階

（ジャーティなどの）演奏を保つ（標準か変形かの）６つの音階音は六音音階 (シャーダ
ヴァ: s.ād. ava)と認められる。それらから生じた６つの音階音からなる旋律 (ḡıta)は六音
音階からなると言われる補175。 54
ここで星々 (ud.u)が行く、つまり巡る (vānti)ので、空は「ウドゥヴァ (ud.uva = ud.u +√

vā+Ka)」と賢者たちによって言われるのである。そして、それ（空）は五元素（地・
水・火・風・空）の中で、５番目であるから、数字の５がそれから派生するのである補176。

つまりそれがアウドゥヴィー (aud.uv̄ı: 五の数)である。一方、（７音の中からそれぞれ決
まった２音が消去された場合、演奏を可能ならしめる残った音階音の）数が５であると

き、それらの音階音がアウドゥヴァ (aud.uva: 五音音階)と認められる。それらの（音階
音）がある楽曲 (ḡıta)の中に現れた場合、それ（その楽曲）がアウドゥヴィタ (aud.uvita:
五音音階からなる)と言われる補177。 55-56
この５つの音階音からなる（楽曲）は、それ（五音音階＝アウドゥヴァ）と結びついてい

るのでアウドゥヴァ (aud.uva)として知られるのである。 57ab
六音音階・五音音階を作り出す（音階音）は、（７音からなる）完全音階である場合に、順

に希少であるもの (alpa: 反復されないもの)とより希少であるもの (alpatara: 飛ばされ

(12)アンタラマールガは、実際のジャーティやラーガの記述では波伏運動 (sam. cāra)、結びつき (sam. gati)、音進行

(gamana)などの名称で言及される場合が多い。

(13)K注は標準ジャーティにおいてはまれにあるものだとしている。補注 174に見るように、アビナヴァバグプタもす

べてのジャーティに見られるといった説が紹介されている。
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るもの)とである補178。 57cd
一方、パンチャミー（のジャーティ）においては、逆（五音音階を作るものが希少であり、

六音音階を作るものがより希少である）である補179。 58ab

7.1.17 解釈上の注意

そこで、希少性とか頻出性が得られないようなとき、（それを得るための）言明が規定

(ヴィディ: vidhi)である。 58cd
２つの（可能性）が得られたとき、一方がよりよいことを（言明する）のが排他的特定 (パ
リサンキャー: parisam. khyā)である補180。 59ab

各ジャーティの旋法的特性

ˇ 通常の音階音

¯ 主要音 (am. śa)
˝\ 重複音 (sādhāran. a: =カーカリー・アンタラ)使用可

× 六音音階にする場合消去される音 (任意)

(×) 五音音階にする場合、×の音に加えて消去される音 (任意)
Q

終止音 (nyāsa)

P アパニヤーサ (apanyāsa: 準終止音)

G

Sa-grāma

Sa
ˇ

Ri
ˇ

Ga

ˇ

Ma

ˇ

Pa

ˇ

Dha

ˇ

Ni

ˇ

Ma-grāma

Ma

ˇ

Pa

ˇ

Dha

ˇ

Ni

ˇ

Sa

ˇ

Ri

ˇ

Ga

ˇ

各ジャーティは、上記の記述にしたがって、それぞれそのジャーティが所属する基本音階にし

たがって記述した。

G

S. ād. j̄ı

Q¯
ˇ

P
˝\ ¯ ¯

P
¯ ¯

×
˝\ ˇ

G

Ārs.abh̄ı

×
ˇ Q

P
¯ ˇ ˇ

(×)
ˇ
P
¯
P
¯

2012 copyright Association for the Study of Indian Philosophy



サンギータラトナーカラ第一章試訳・その２ 227

G

Gāndhār̄ı

¯

P
¯

(×)
¯ ˇ

P
¯

×
ˇ

Q

¯

G

Madhyamā

Q

P
¯

P
¯

P
¯

(×)
˝\ ˇ

P
¯

P
¯

×
˝\ ˇ

G

Pañcamı̄

ˇ

Q

P
¯ ˇ

P
(×)
˝\ ˇ ˇ

P
¯

×
˝\ ˇ

G

Dhaivat̄ı

(×)
ˇ
P
¯ ˇ

P
ˇ

×
ˇ
Q

P
¯ ˇ

G

Nais.ād̄ı

(×)
ˇ
P
¯
P
¯ ˇ

×
ˇ ˇ

Q

P
¯

G

S. ad. jakaísik̄ı

P
¯ ˇ

Q
¯ ˇ

P
¯ ˇ

P
ˇ

G

S. ad. jod̄ıcyavā

P
¯

×
ˇ ˇ

Q
¯

(×)
ˇ

P
¯ ¯

G

S. ad. jamadhyamā

Q

P
¯

P
¯

P(×)
˝\ ¯

Q

P
¯

P
¯

P
¯

P
×
˝\ ¯
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G

Gāndhārod̄ıcyavā

Q
¯ ˇ

P
ˇ ˇ

P

¯
×
ˇ ˇ

G

Raktagāndhār̄ı

P
¯ ¯

(×)
ˇ ¯ ¯

×
ˇ
Q
¯

G

Kaísik̄ı

P
¯

P

Q
¯

P(×)
¯

P

Q
¯

P
¯

異説
˜¨

P
×
ˇ

P

Q
¯

G

Madhyamod̄ıcyavā

Q
ˇ ¯

P
ˇ ˇ

P
ˇ ˇ ˇ

G

Kārmārav̄ı

ˇ

P

Q
¯

P
¯

P
¯ ˇ

P
¯ ˇ

G

Gāndhārapañcamı̄

ˇ

P
¯ ˇ ˇ ˇ

P
ˇ
Q
ˇ

G

Andhr̄ı

ˇ

P
¯ ˇ

P
¯

×
ˇ

P
¯

P

Q
¯

G

Nandayant̄ı

P
ˇ

P
¯ ˇ ˇ

×
ˇ ˇ

Q
ˇ
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補　注

124ジャーティ (jāti)は語本来の意味として、種、属、生まれなどの意味を持つが、音楽用語で用いられるジャーティに

ついては、S註や K註が引用するように、例えばブリハッドデーシーに次のような説明がある。「(1)シュルティ (śruti:

可聴音程)・グラハ (graha: 開始音)・スヴァラ (svara: 音階音)の組織的集合 (samūha)から生まれるのでジャーティと

言われる。(2) それからラサ (rasa: 審美的味わい) の経験が生じ始まるのでジャーティである。もしくは (3) すべての

ラーガ (rāga)を生じさせる原因なのでジャーティである。もしくは (4)人間における種姓 (jāti)のようなものでジャー

ティである。例えば、人間にバラモンであることなどの種姓があり、標準 (śuddha)・変形 (vikr.ta) があるように、こ

れら（ジャーティ）も同様なのでジャーティである (anu 118 under 1. 208)」ここには４つの説が述べられているが、

ジャーティの性格を尽くしているだろう。純粋に音楽的に捉えると、旋律の種、旋律の類似性に基づいた範疇と考えるの

が妥当であろう。
125標準・変形というジャーティの区分については、すでにナートヤシャーストラに見える。そこでは「音階音のジャー

ティは標準 (śuddha) と変形 (vikr.ta) とである。その中で、シャッドジャ音階ではシャードジー、アールシャビー、ダ

イヴァティー、そしてニシャーディーが標準であり、マッドヤマ音階ではガーンダーリー、マッドヤマー、パンチャミー

が（標準である）。これらの（ジャーティ）は、その音階音に不足がなく (anyūnasvara)、その主要音 (am. śa)・開始音

(graha)・終止音 (nyāsa)・準終止音 (apanyāsa)として自身の音階音を持っているものである。（一方、）変形が定義さ

れる。それら（音階音に不足がないこと・主要音、開始音、終止音、準終止音として自身の音階音を持つこと）のうち、

終止音を除く、いずれかの２つもしくは３つ以上の複数の特徴において変形をもっているものが「変形」という名を持

つものである (prose after 28.45)」とされている。ブリハッドデーシーにも同様な内容が同様な用語で述べられている

(anu 115 under 1. 191)。「音階音に不足がないこと (anyūnasvara)」が、本書の言う「完全性 (sam. pūrn. atva)」と同

じことであることは、アビナヴァグプタにも述べられており (on prose after 28.45)、これを勘案するとナートヤシャー

ストラの標準・変形の区別と定義がここでも完全に当てはまる。ここで一つ問題となるのが「終止音の規則を除いて」と

いうことであるが、これはナートヤシャーストラに「また、これらの（標準のジャーティ）の終止音の規則 (nyāsavidhi)

では（終止音は）低音 (mandra) となるとなるという規定 (niyama) があるが、変形（のジャーティ）では規定はない

(prose after 28. 45)」という記述があり、これについてはブリハッドデーシーが「その中（音階音の不足がない・主要

音・開始音・終止音・準終止音の５つ）で終止音の規則を述べる。その中で終止音の規則に関して、標準の諸ジャーティ

ではその名の由来となる（音階音）が終止音であり規定として低音となる。しかし、変形（の諸ジャーティ）ではその名

の由来となる（音階音）が高音 (tāra) であろうと低音 (mandra) であろうと規定はないのである (anu 116 under 1.

191)」と敷衍している。S註はこのブリハッドデーシーを引用して本書を説明している。一方、K註は、ナートヤシャー

ストラの前述の語句を引用しながらも、この「終止音の規定を除いて」という語句の説明ではナートヤシャーストラ、ブ

リハッドデーシーの記述に言及せず、「終止音の規定 (nyāsaniyama) を放棄することは認められない。これらさえ放棄

された場合、変形（の諸ジャーティ）において別のジャーティと区別するものとしてその諸要素の中心となるものがなく

（？）それら（諸変形ジャーティ）をそれぞれの標準ジャーティによる区別を理解することがないことになってしまう」

としている。ただ、ナートヤシャーストラやブリハッドデーシーが述べる終止音の規定の緩和は、低音に終止しても高音

に終止してもよいということであり、その名の由来となる音階音が終止音となることを放棄するものではないということ

であり、その意味では K註の述べる問題は避けることができるのである。シャールンガデーヴァの真の意図がなんであ

るかについては本書に参考となる記事がないが、記述の順から考えて、ナートヤシャーストラなどの記述を参考にするこ

とが妥当かと思われる。
126アビナヴァバーラティーには、六音音階 (s.ād. ava) の変形、開始音 (graha) の変形、主要音 (am. śa) の変形、開始

音・主要音・準終止音 (apanyāsa)の変形といった４種の変形 (vikr.ta)を挙げている (on prose under 28. 45, p. 37)。

ここでは数学的に 15 種の組み合わせを挙げているが、この 15 種の組み合わせがすべて実用的かどうかということにつ

いては疑問がある。
127以下に述べられる 11 の変形ジャーティは、ナートヤシャーストラ (28. 46ff)、ダッティラム (48ff) に述べられる

ものである。
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128シャッドジャカイシキーは、シャッドジャ (s.ad. ja)とカイシカ (kaísika: 重複した音階音の一種)から派生した名称

である。
129シャッドジョーディーチュヤヴァーは、シャッドジャとウディーチー (ud̄ıc̄ı: 北の意) から派生した名称であるが、

ここでウディーチーなどの語が用いられているのはこのジャーティがなんらかの地域的起源を持っている可能性を示唆

している。
130シャッドジャマッドヤマーは、シャッドジャとマッドヤマ (madhyama)から派生した名称である。
131カーンダーローディーチュヤヴァーは、ガーンダーラ (gāndhāra) とウディーチーから派生した名称であるが、

シャッドジョーディーチュヤヴァーと同様に、このジャーティがなんらかの地域的起源を持っている可能性を示唆して

いる。
132ラクタガーンダーリーは、ラクタ (rakta: 赤く染められた)ガーンダーラの意であろうか。
133カイシキーはカイシカ (kaísika)から派生した名称である。
134マッドヤモーディーチュヤヴァーは、マッドヤマとウディーチーから派生した名称であるが、これもなんらかの地域

的起源を持っている可能性を示唆している。
135カールマーラヴィーは、カルマーラ (karmāra: 竹、鍛冶屋の意) から派生した名称であろうが、カルマーラがここ

で何を意図しているのかはよく分からない。
136ガーンダーラパンチャミーは、ガーンダーラとパンチャマ (pañcama)から派生した名称である。
137アーンドリーは、アンドラ (andhra)から派生した名称であるが、アンドラは種族名もしくはインド南部の地方もし

くは国の名を示している。ここでこのアンドラが地方の名だとすると、このジャーティがなんらかの地域的起源を持って

いたことを暗示している。
138ナンダヤンティーは、

√
nandから派生し、喜びを与えるといった意味であるが、これはそのジャーティの特性を表

すものか、もしくはそのジャーティに対する賛美を示すものであろう。
139ここに述べられた 11 の変形ジャーティ (vikr.ta-jāti) の生成元となる標準ジャーティ (śuddha-jāti) の組み合わせ

は、ナートヤシャーストラに述べられたもの (prose after 29. 47, p. 38) と同じである。また、同様な記述は、ダッ

ティラム (49-54)やブリハッドデーシー (1. 193-8)にも見られる。
140ナートヤシャーストラには、「シャードジー、アールシャビー、ダイヴァティー、ニシャーディニー (nis.ādin̄ı: =ナ

イシャーディー)、シャッドーディーチュヤヴァティー (s.ad. jod̄ıcyavat̄ı: =シャッドーディーチュヤヴァー)、そして、

シャッドジャカイシキー、さらにシャッドジャマッドヤマーがシャッドジャ音階によるものである。上に引き続いて、

マッドヤマ音階による（ジャーティ）を私は述べよう。ガーンダーリー、マッドヤマー、ガーンダーローディーチュヤ

ヴァー、そして、パンチャミー、ラクタガーンダーリー、そしてガーンダーラパンチャミー、マッドヤモーディーチュヤ

ヴァーとナンダヤンティー、そして、カールマーラヴィー、アーンドリー、カイシキーというものが知られるべきである

と考えられる (28. 40-43)」とあり、列挙の仕方はともかくとして、いずれの音階に属するかということについては一致

している。
141ナートヤシャーストラには、「４つのジャーティが常に７音からなるもの (saptasvara) だと賢者達に知られるべき

であり、４つは６音からなる (s.at.svara) と知られるべきであり、（残りの）10 は５音からなるもの (pañcasvara) だと

伝統的に考えられている (28. 49)」と述べられ、この中で、常に完全音階になるものとして、「マッドヤモーディーチュ

ヤヴァー、そして、シャッドジャカイシカイー、カールマーラヴィー、そして同様にガーンダーラパンチャミーが完全音

階 (sam. pūrn. a)となるものである (28. 50)」と述べている。本書の挙げる完全音階のジャーティと同様である。
142カーシュヤパは、１～５世紀に位置すると言われる学匠。ある種のグラーマラーガの成立に関わったことは歴史的

に考えられるが、ジャーティがその種類に応じて完全音階であったり、六音音階などになることはすでにナートヤシャー

ストラに述べられたことであり、なぜここにカーシュヤパの名が挙げられなければならないかはよく分からない。ことに

よると後の 22頌に述べられるラーガやバーシャーのことを意識して言及しているのかも知れない。
143ナートヤシャーストラには、「シャードジー、アーンドリー、ナンダヤンティーそしてガーンダーローディーチュヤ

ヴァーというこれらの４つが６音 (s.at.svara) となるものであり、（残りの）10 は５音となる (pañcasvara) と知られる

べきである (28. 51)」と述べている。同じ内容がブリハッドデーシー (1. 199-201)にも述べられている。本書の記述は

それらを踏まえたものである。
144六音音階、五音音階が選択的に用いられることは、K註、S註によっているが、ナートヤシャーストラにも「それら

は７つの音階音からなると知られるべきであり、６つの音階音からなると伝統的に考えられているものは、ある場合には

六音音階になり、また、ある場合には五音音階になると考えられている (28. 54)」といった説明があり、伝統的にもこ

の解釈は支持される。さらにＫ註は、六音音階、五音音階になるときに除かれる音階音が示している。六音になるとき、
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シャードジーの場合は Niが、ナンダヤンティーとアーンドリーの場合は Saが、ガーンダーローディーチュヤヴァーの

場合は Riが除かれる。アールシャビーは六音の時 Saが、五音の時 Saと Paが除かれる。ガーンダーリーとラクタガー

ンダーリーとカイシキーは、六音の時 Ri が、五音の時 Ri と Dha が除かれる。マッドヤマーとパンチャミーは、六音

の時 Gaが、五音の時 Niと Gaが除かれる。ダイヴァティーとナイシャーディーは、六音の時 Paが、五音の時 Saと

Paが除かれる。シャッドジョーディーチュヤヴァーは、六音の時 Riが、五音の時 Paと Riが除かれる。シャッドジャ

マッドヤマーは、六音の時 Niが、五音の時 Niと Gaが除かれる。この K註の記述は、本章 7. 59以降の個別のジャー

ティの記述から抽出できるものであるが、ナートヤシャーストラには、この六音音階や五音音階で消去される音と主要

音の関係が「次に、今から私はそれらの主要音の選択 (am. śavikalpana) に関する規則を述べる。７番目（ニシャーダ）

を主要音とする場合、６音のシャッドジャマッドヤマーは認められない。同様に、協和音 (sam. vād̄ı) を消去するので、

ガーンダーラが（主要音である）場合も、（シャッドジャマッドヤマーが６音であることは）認められない。ガーンダー

リー・ラクタガーンダーリー・カイシキーのパンチャマ、そして、シャードジーのガーンダーラは、六音音階 (s.ād. ava)

の場合、主要音とならない。シャッドジョーディーチュヤヴァーにおいては、ダイヴァタが主要音である場合、六音音

階とはならない。以上の７つは、協和音を消去しないので６音の形 (s.āt.svārya) になることは禁止されている。ガーン

ダーリー・ラクタガーンダーリーにおいてはシャッドジャ・マッドヤマ・パンチャマと７番目（ニシャーダ）が（主要音

だと）知られるべき時には、そこで五音音階となるべきではない。さらに、シャッドジャマッドヤマーの２つの主要音、

つまりガーンダーラとニシャーダ、パンチャミーにおけるリシャバ、カイシキーにおけるダイヴァタ、以上の 12は常に

ここで（＝以上に述べられた場合）５音となることが妨げられるべきである。一方、（以上の）音階音に依存しているそ

れら（ジャーティ）は、常に五音音階とはならないものである。次に、ジャーティにおいてはすべての音階音の消去が許

されている。しかし、マッドヤマの消去はいかなる場合もなされるべきではない。マッドヤマは、不滅であり、すべての

音階音の中で中心となるものだと伝統的に考えられている。マッドヤマはガーンダルヴァの方法とサーマヴェーダの詠

唱において確定されているのである (28. 58-65)」と述べられる。以上の記述をまとめると以下のようになる。

ジャーティ 主要音 不完全音階

での消去音

六音音階と

対立する音

五音音階と対立す

る音

シャッドジャマッドヤマー Sa, Ri, Ga, Ma,

Pa, Dha, Ni

Ni (Ga) Ni, Ga Ni, Ga

ガーンダーリー Sa, Ga, Ma, Pa,

Ni

Ri (Dha) Pa Sa, Ma, Pa, Ni

ラクタガーンダーリー Sa, Ga, Ma, Pa,

Ni

Ri (Dha) Pa Sa, Ma, Pa, Ni

カイシキー Sa, Ga, Ma, Pa,

Dha, Ni

Ri (Dha) Pa Dha

シャードジー Sa, Ga, Ma Pa,

Dha

Ni Ga -

シャッドジョーディーチュヤヴァー Sa, Ma, Dha, Ni Ri (Pa) Dha 記述なし

パンチャミー Ri, Pa Ga (Ni) 記述なし Ri

※消去音で、（　）内は五音音階の消去音

ここからは、主要音と協和関係にある音の消去が禁止されていることがわかる。以上述べられるように六音音階、五音音

階の作り方と主要音の取り方は密接なかかわりがある。
145ナートヤシャーストラには、「３つのジャーティに音階音の重複 (svarasādhāran. a) があると知られるべきである。

マッドヤミー (madhyamı̄: =マッドヤマー)、シャッドジャマッドヤー (s.ad. jamadhyā: =シャッドジャマッドヤマー)、

そしてパンチャミーであると学匠達によって（言われた）。これらについて、（音階音の重複が用いられる場合）シャッド

ジャ・マッドヤマ・パンチャマが主要音 (am. śa)であると知られるべきである。（アンタラガーンダーラとカーカリーニ

シャーダは）個別には、変異のためにこのパンチャミーではより控えめである (29. 37-8)」と述べられている。同様に、

ブリハッドデーシーでもこの３つのジャーティに音階音の重複を認めている (1. 191)。「バラタなどの学匠が」と述べて

いるのはこれを指しているのであろう。
146４つのジャーティは K註の説明による。これは前記の３つのジャーティにシャードジーを加えたものである。
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147ここで述べられているカムバラ、アシュヴァタラについては、ギータアランカーラ (Gı̄tālam. kāra, ed. and Franch

trans. by A. Danielou, & N. R. Bhatt, Pondichery 1987, 1. 10, p. 5) などに先学の名として引用されるが、音楽

にどのような貢献があったかは不明。プラーナ的な伝説によれば、いずれも蛇の王とされる。S註には「シャッドジャ・

マッドヤマ・パンチャマが主要音 (am. śa) である場合、この音階音の重複が規定 (niyama) にしたがってなされるべき

である。［問］どうしてか。［答］それぞれの場を逸脱せず、シャッドジャが主要音である場合には、シャッドジャの重複

(s.ad. jasādhāran. a)が、マッドヤマとパンチャマが（主要音である）場合には、マッドヤマの重複 (madhyamasādhāran. a)

が（なされるべきである）」といった説明が見えるが、このカムバラ、アシュヴァタラの説との関係はよく分からない。

ただ、アビナヴァバーラティーに、「カーカリー・アンタラの２つの音階における使用を説明する。ニシャーダとカーン

ダーラがわずかである (alpatva)場合、名の変更 (nāmāntara)をも規定している。２つの音階音がシャッドジャ音階に

おいてはシャッドジャの重複、それ以外ではマッドヤマの重複がある (on prose after NS 28. 34, p. 33)」といった説

明があり、これと関係するかも知れない。なお、Sa・Ma・Pa が主要音である場合を問題としていることについて、英

訳者は Thakur Onkarnathの見解を引用し、これらが先行音に対し４シュルティの間隔を持ち、この４シュルティの間

隔が重複の操作に必要な最小限の音程なのではないかといった説を紹介している。ただ、こうした記述が補注 5 で述べ

たような重複音の導音的用法と密接に関係していることは明らかであろう。
148Ｋによれば、ラーガというのは、グラーマ・ラーガ (grāma-rāga)、ウパラーガ (uparāga)とラーガ (rāga)、バー

シャーというのはバーシャー (bhās.ā)、ヴィバーシャー (vibhās.ā)、アンタラバーシャー (antarabhās.ā)、「など」とい

うのはラーガアンガ (rāgāṅga)、バーシャーアンガ (bhās.āṅga)、クリヤーアンガ (kriyāṅga)、ウパアンガ (upāṅga)

であるという。これらの分類名は本書 IIでの記述に基づいている。
149英訳者も指摘しているところであるが、ナートヤシャーストラに「変異音 (vikr.ta)であるから主要音になることは

なく (anam. śa)、信頼できる人の教示 (āptopadeśa)によれば、７つの中で、ニシャーダの位置以外に（カーカリー・ニ

シャーダの位置は）ない (prose after 28. 34, p. 32)」という規定があり、それにしたがえば、極めて自然な記述とい

うことになる。なお、シャッドジャマッドヤマーは、本書 I 7. 28の記述によれば７音すべてを主要音とすることのでき

るジャーティである。
150K註にしたがって解釈した。S註では「一方、一般的に変形のみが音階音の重複と結びついているのである」と一般

規定としている。ただ、シャッドジャマッドヤマーは最初から変形ジャーティであるので、結果としては、両註の解釈は

同じということになる。
151Ｋ註には具体的に主要音の名が示してある。ナンダヤンティー、マッドヤモーディーチュヤヴァー、ガーンダーラパ

ンチャミーの主要音は Paであり、ダイヴァティーは Riと Dha、ガーンダーローディーチュヤヴァーは SaとMa、パ

ンチャミーは Riと Paである。これは後の個々のジャーティの定義に見られる。以下同様である。
152同じく、K 註によれば具体的な主要音は、ナイシャーディーは Ni、Sa(Ri の誤りか？)、Ga であり、アールシャ

ビーは Ri、Ni、Dha であり、シャッドジャカイシキーは Sa、Ga、Pa である。アーンドリーは Ri、Ga、Pa、Ni で

あり、カールマーラヴィーは Ri、Pa、Dha、Niであり、シャッドジョーディーチュヤヴァーは Sa、Ma、Dha、Niで

ある。
153同じく K註によれば、ラクタガーンダーリーの主要音は、Sa、Ga、Ma、Pa、Niであり、ガーンダーリーもラク

タガーンダーリーの主要音と同じである。マッドヤマーは Sa、Ri、Ma、Pa、Dha であり、シャードジーは Sa、Ga、

Ma、Pa、Dhaである。カイシキーの場合は、Riを除く６つの音階音が主要音となっている。
154これらの K 註の主要音の記述は本章 7. 59 以降の個別のジャーティの記述から抽出できるものである。ナートヤ

シャーストラの記述によれば、主要音がそのまま開始音となるともある。
155主要音が１つからなるものが３、主要音が２つからなるものが３、主要音が３つからなるものが３、主要音が４つか

らなるものが３、主要音が５つからなるものが４、主要音が６つおよび７つからなるものがそれぞれ１つ。これらの主要

音を重複を考えずに総計すると 63 になる。この 63 という数は、ナートヤシャーストラにも「２つの音階に関わるすべ

てのジャーティにおいて、主要音は常に 63であり、それら（すべてのジャーティ）の主要音のように開始音が知られる

べきである (28. 78)」と述べられており、ナートヤシャーストラ以来同様に考えられてきたことが分かる。この 28. 78

は K註にも引用されている。なお、S註では、この 63という数が、完全音階のジャーティについての数であるとし、ブ

リハッドデーシーの「六音音階 (s.ād. ava)については 40余り７の（音階音が）用いられるべきである。この意味は、六

音音階の規定 (vidhi) が用いられる場合には、例外規定 (apavāda) の音階音を除く 40 余り７の主要音が用いられるべ

きであるという意味である。４つの常に完全音階であるジャーティでは、７つの主要音が 63の中から引かれるべきであ

る。それは例えば、Pa-Sa-Ga-Pa Ri-Pa-Dha-Ni-Paといったものである。この９つの主要音が引かれた場合、54の主

要音が残される。そこから再び、シャッドジャマッドヤマー・シャッドジョーディーチュヤヴァー・カイシキー・ガーン
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ダーリー・ラクタガーンダーリー・シャードジーの６つのジャーティの７つの主要音が引かれるべきである。その７つの

主要音が引かれた場合、47 の主要音がある。それは例えば、マッドヤモーディーチュヤヴァーと同様にガーンダーラパ

ンチャミーが Paで、カールマーラヴィーが Ri・Pa・Ni・Dhaで、シャッドジャカイシキーが Sa・Ga・Paで（六音

音階とならない）(1. 256-7 and anu 139)」と「同様に、例外規定から自由な五音音階は 30である。この意味は、「同

様に」つまりこのやり方で、例外規定から自由なそれらは 30 であると知られるべきである。それは例えば、63 の中か

ら、常に完全音階である４つのジャーティの９つの主要音が引かれるべきである。それが引かれた場合、54 の主要音が

残される。その 54 の主要音の中で、常に完全音階か六音音階かである４つのジャーティの 12 の主要音が引かれるべき

である。それが引かれて 42の主要音のうち、ガーンダーリー・ラクタガーンダーリー・シャッドジャマッドヤマー・カ

イシキー・パンチャミーという５つのジャーティの五音音階となることを持たない 12 の主要音が引かれるべきである

(1. 258, anu 141 under 1. 258: いずれも BD そのものからの引用)」を引用して説明している。さらに、ナートヤ

シャーストラでもこのように詳しくはないが、「６音から構成される六音音階は、14種（14のジャーティに認められる）

であり、以前に述べた規定にしたがって、それぞれのジャーティの主要音の様態から 47の様態がある (prose after 28.

75)」と六音音階の主要音の数を述べ、「５音からなる五音音階は専門家達によって 10 種（10 のジャーティに認められ

る）であると知られるべきである。30の（主要音の）様態を備えた特徴が以前に述べられている (28. 76)」とされてい

る。後者は S 註にも引用されるが、この六音音階、五音音階の主要音の数についてはナートヤシャーストラにも知られ

ていたことが分かる。ここで以前の規定とか、以前に述べられたとかいっているのは、補注 144 で引用した 28. 58-65

の主要音の選択と六音音階、五音音階の関係を指している。
156ナートヤシャーストラには、本書の (7)、(8)、(11)を除く 10をジャーティの特徴として挙げている (28. 66)。し

かし、(7) と (8) については 28. 73、(11) については 28. 75 に触れられている。10 のジャーティの特徴というのは、

ダッティラム (55-6)、ブリハッドデーシー (1. 209-210) やバラタバーシャ (6. 37-8) でも列挙されており、10 という

数が伝統的なジャーティの特徴の数となっていたと思われる。K 註は、「バラタやマタンガの場合、(7) サムニヤーサや

(8)ヴィニヤーサは、特定のヴィダーリー (vidhār̄ı: 旋律上の分節と歌詞上の分節が重複する箇所と思われる)に依存し

ているので、(6)アパニヤーサに含まれるので、主要音などの諸部分相互の結合 (sam. ghāt.ana)を本質とする (11)アン

タラマールガは主要音などの関係に依存して成立しているので、（それらを）別に列挙することは要請されないのである。

したがって、10 のジャーティの特徴があると述べられた。そうであっても、サンニヤーサ・ヴィニヤーサは別の要素で

あるので、一方、アンタラマールガは、主要音などの諸部分が存在する場合、それなしに演奏 (prayoga)が成立しないの

で、必然的なものであるから、諸特徴の中に別に列挙して 13であると著者によって述べられたのである」とこの間の事

情を説明している。ただ、バラタの意図としては、サンニヤーサ・ヴィニヤーサを定義した 28. 73に対しては、アビナ

ヴァグプタが「列挙されていないが主要音の定義で要請されているので関連性から定義される」とし、アンタラマールガ

を定義した 28. 75については、「希少性・頻出性の用法 (upayoga)を示して関連性からそれ以外も述べる」としており、

K註の理解とは異なる。また、Br.haspatiは前者がサンヴァーディー (sam. vād̄ı)、アヌヴァーディー (anuvād̄ı)の二義

的な名称であるとし、後者については複合的なジャーティにしかあらわれないことを指摘する (Nāt.yaśāstra Chapter

28: Ancient Scales of Indian Music with Sañj̄ıvanam Commentary of Ācārya Br.haspati, intro. and trans by

Bharat Gupt, New Delhi 1996)。ナートヤシャーストラが (7)、(8)、(11)をジャーティの特徴から除いたことについ

てはなお議論のあるところであろう。
157定義の内容は明瞭であるが、主要音と開始音が同一視され、同数であることについて、K註は、ナートヤシャースト

ラの「そしてそれら（18のジャーティ）の主要音と同じく開始音も 63（18のジャーティにおける主要音の数）知られる

べきである (28. 78c2d)」と「それ（開始音）は主要音と同様に 63の分類に分類されたものであると理解されるべきで

ある (anu 119 under 1. 210)」を引用して説明している。
158ナートヤシャーストラでは、「まず、すべてのジャーティの開始音 (graha) は主要音 (am. śa) のように述べられる。

旋律がそこから始まるので（開始音であり）、主要音は開始音の代替である (28. 67)」と開始音が定義され、「そこでの

主要音とは、それがあって音楽的感興 (rāga)が生じ、それによって（音楽的感興が）伸長し、それが、高声域 (tāra)と

低声域 (mandra)（の上限と下限）を決定するものであり、極めて強く (atyartham) 認められるものである。開始音・

アパニヤーサ・ヴィニヤーサ・サンニヤーサ・終止音をその職分とするものであり、（他の音階音に）附随されているも

のであり、そこに 10の特徴（BDによれば、(1)音楽的感興の発現、(2)旋律の開始と伸長、(3)高声域・低声域の発現

の原因、(4)多く使われること、(5)音楽的感興の対象として存立すること、(6)開始音・(7)アパニヤーサ・(8)ヴィニ

ヤーサ・(9)サムニヤーサ・(10)終止音となること）があるもの、それが主要音 (am. śa)である (28. 68-9)」と主要音が

定義されている。ただ、本書で触れられている基音 (vād̄ı)・協和音 (sam. vād̄ı)・準協和音 (anuvād̄ı)などの概念はナー

トヤシャーストラには見られない。一方、ダッティラムでは「絶対的に多いものが基音もしくは主要音である (18ab)」
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とし、基音と主要音がほぼ同等のものとして述べられ、さらにアビナヴァバーラティーには「まさにそれ自身がそれ自身

の協和音・準協和音などの形か、開始音などの５つの形を作り出すかであるが、いかなるときも不協和音を作り出すもの

ではない (on 28. 69, p. 45)」と説明し、本書の記述とも重なるところがある。また、ブリハッドデーシーはこの開始音

と主要音の差異を問題にし、「基音 (vād̄ı) のみが主要音である。一方、開始音は基音など（協和音・準協和音）の区別

に区別されて４種である。もしくは、主要となる (pradhāna)か主要とならない (apradhāna)かによる区別である。実

際、開始音は主要とはならない。［問］では、どうして主要音が主要であると言われるのか。［答］音楽的感興 (rāga)を

生み出すものであるから。主要音のみが遍在するもの (vyāpaka)であるから主要である。たとえ、すべてのジャーティ

で開始音と主要音が主要となるという一般規則が成立するとしても、協和音・準協和音などの規定によって規制されるの

である (anu 121 under 1. 210)」とする。これらの議論が本書の定義の下敷きとなっていることは明らかである。ナー

トヤシャーストラやブリハッドデーシーの一部は K註にも引用されている。
159（　）内の具体例は K 註によった。ここで、マッドヤマ音階の場合とシャッドジャ音階の場合で「４つの音階音」

の数え方が異なるが、K註では、「それから (tasmāt)」という第五格を独立分詞を作る接辞 LyaPの消えたものとして

「それを始めとして」という意味と、限度 (avadhi)の意味の両方に理解し、前者をマッドヤマ音階に適用して、Maを含

めてMa・Pa・Dha・Niの４つを上行し、後者をシャッドジャ音階に適用して、「そこから上の」Ri・Ga・Ma・Paを

上行するものとしている。現実には、K 註の言うように、マッドヤマ音階においては高声域のニシャーダより上の音階

音はありえないので、ニシャーダに止め、シャッドジャ音階の場合は高声域のパンチャマより上の Dha・Niが可能であ

るという事情による解釈であろうが、一定の合理性を持っている。本文の訳でも「それを起点として（それを含めた上の

4つ）、もしくは（それを除いて）それから」と二重に意味を持たせることでこの理解を反影させた。
160高声域の規定について、ナートヤシャーストラは、「高声域の領域 (tāragati)は５音までのように、ここで、高声域

の領域は、主要音から第４音までであると知られるべきである。もしくは第５音、もしくは第７音？ (GOS 版では第５

音) までと（知られるべきである）これ以上は認められないのである (28. 70: K 版および K 註の引用により訂正して

読んだ)」となっており、上行の限度は少々曖昧である。一方、ダッティラムは「高さについては、主要音から５つ目の

音階音の高さまでが高声域である (57cd) 」と定義しており、曖昧さはない。ただ、この間にはいくつか問題があるよう

である。ブリハッドデーシーは、「主要音の使用に始まって５つ目の音階音までが高声域の領域である」というほぼダッ

ティラムの定義を踏襲するように見えながら、「５番目の音階音に上行するものが高声域である、または、４つの音階音

を上行するのが高声域である」として、「ナンダヤンティーにおいては、例えば、Sā-Sā-Ni-Dha-Sā というように、パ

ンチャマが主要音であるから（４番目の）シャッドジャ（まで）が高声域である。ガーンダーリーの第８ヴィダーリーか

らは、（主要音から数えて）第５音までがと結びつく。５つの音階音までが高声域の境界 (avadhi) であると理解される

べきである。例えば、ガーンダーリーでは、Ni-Dha Ni-Sa というようなものである。『（NS中の）または』という言葉

の効力によって、７つ目の音階音も高声域である (anu 124 under 1. 210)」としており、要するに、各ジャーティにお

ける主要音によって、高声域の上限が決まるにしても、一律にではなく、各主要音の位置によって前後するというのであ

ろう。そうしてみれば、ナートヤシャーストラにおける曖昧さも理解できるであろうし、また本書の K 註における音階

音の数え方の問題もそれらを背景としたものであることが理解できるであろう。ただ、先行文献では本書に見える「中声

域」という用語は見られず、あくまでも現在の主要音を中心としてそれから４音とか５音とか数えていることは注目す

べきである。つまり、先行文献では主要音から上に４音とか５音、あるいは７音までが高声域とされるが、本書ではオク

ターヴと半分までが上限とされ、その声域全体が広げられているのである (Widdess 前掲書 pp. 267-74)。
161「消えた（音階音も）数えられるのである」ということについては、GOS版のナートヤシャーストラでは「消され

た音階音も高声域の規定においては賢者達によって数えられるべきである (between 28. 70 and 71)」半句を補ってい

るが、これは ABの説明に従って補われたもののようである。なお、ABには、さらに「消える音階音 (nāśi-svara)は

ターラの規定では数えられる」というヴィシャーキラ (Vísākhila)の言葉を引用している (AB on 28. 70, p. 46)。
162Ｋ註は、「ナンダヤンティーのジャーティはマッドヤマ音階によるものであるから、高声域の確定において４つの音

階音を上行するというのは、高声域のマッドヤマを始めとすることになってしまうが、その例外として、バラタなどの考

えによれば、高声域のシャッドジャがその上限になる」として、ナーティヤシャーストラのナンダヤンティーの定義に見

られる「高声域における音の動き (tāragati) は、いかなる場合にもシャッドジャを越えることはない (28. 134ab)」を

引用してその根拠としている。しかし、K 註は一方でルドラタ (Rudrat.a) の「高声域のシャッドジャを下限」として、

シャッドジャから始まり４つの音階音を上行する（したがって、上限はマッドヤマになる）とした説を紹介した上で、こ

の SR の記述はバラタの説によるとしている。いずれにしても、これら学匠達によってナンダヤンティーの高声域の領

域が縮められていることには違いない。なお、このナンダヤンティーについてはダッティラムでも注目されており、高声

域の定義に続いて「一方、ナンダヤンティーでは、（高声域の動きは）シャッドジャまでが適したものであり、これ以上
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は称揚されない (58ab)」と述べている。
163Ｋ註もＳ註も、これを低声域の３種の定義とし、特にＫ註の場合は、終止音 (nyāsa) を音階の最後の音（シャッド

ジャ・グラーマの場合はニシャーダ、マッドヤマ・グラーマの場合はガーンダーラ）と理解している。低声域を３種と理

解するのは、K 註も一部を引用しているが、ナートヤシャーストラに見え、そこでは「低声域の動きの領域は３種であ

る。主要音 (am. śa)までと、終止音 (nyāsa)までと、アパニヤーサ (apanyāsa: 準終止音)までである。一方、低声域は

主要音を超えてはならない。一方、終止音の場合、２種類が確定されている。（終止音、もしくはその直下の音までであ

る。）もしガーンダーラが終止音と印付けられるのであれば、（直下の音として）リシャバを用いることが見られるので

ある (28. 71)」としている。本書の記述はほぼそれを踏襲したものであろう。ダッティラムでは３種を挙げながら、「低

い (mr.du)主要音まで、もしくは、終止音まで、またもしくはその下までである (58cd)」としている。この記述が本書

に近いかも知れない。なお、本書が Ri、Dhaを具体的に挙げていることについて、K註の述べるように各音階の終止音

（シャッドジャ音階の Ni、マッドヤマ音階の Ga）を前提とし、その下と考えると納得がいくが、英訳ではこれらを３種

の低声域の例外とする Br.haspatiの説を紹介している。
164ナートヤシャーストラには、「ここで、（ジャーティにおける）終止音 (nyāsa)は 21の数である。アンガ (aṅga: 一

つの旋律のまとまりか、本来「体」の意) の終わりにある（音が）終止音である。それと同様にアンガの真ん中で（用

いられるのが）アパニヤーサであり、その数は 56 である (28. 72)」と述べている。ここで、ナートヤシャーストラは

アンガ (aṅga) といった漠然とした述べ方をしているが、ダッティラムでは、「歌 (ḡıtaka) の終わりの音階音が終止音

(nyāsa)であり、ヴィダーリー (vidhār̄ı)の中にあって、終止音と同様に（機能するものが）アパニヤーサである。それ

ぞれのジャーティに応じて私は（それを）述べる (60)」としており、本書の記述にも近い。さらに、ブリハッドデーシー

では、「そこで、もしくはそれとともに旋律 (ḡıta)が置かれる (ni-
√

as)もしくは捨てられる (
√

tyaj)もの、それが終止

音 (nyāsa)であり、その終止音は数にして 21である。それは例えば、シャードジーでは一つのシャッドジャというのが

終止音である。このようにして、18 のジャーティにおける終止音が理解されるべきである。アンガ (aṅga) の終わりに

用いられるべきであるという意味である (anu 130 under 1. 210)」と述べ、ナートヤシャーストラの記述との関係も理

解できる。
165アパニヤーサについても先行文献の記述は補注 164で触れているが、ブリハッドデーシーでは「アパニヤーサは（旋

律の）終わりには（用いられ）ない。演奏 (prayoga)が終了する以前にアパニヤーサが（用いられる）。それは 56種に

分類されるものであり、旋律 (ḡıta) の中に（あらわれるものだと）理解されるべきものである。例えば、そこで旋律が

終わるように見えるものがアパニヤーサである。そして、それはヴィダーリー (vidār̄ı) の中にあるものである。旋律の

体の中にあるという意味である。例えば、シャッドジャ音階においてシャッドジャマッドヤマーは７つのアパニヤーサを

持っている。シャッドジョーディーチュヤヴァーには２つ、（残りの）５つはそれぞれ３つの（アパニヤーサ）があるの

で 24となる。一方、残りの（32）はマッドヤマ音階の（ジャーティ）における（アパニヤーサ）である (anu 131 under

1. 210)」としている。総計はナートヤシャーストラにある 56であるが、数え方は、シャッドジャ音階に 24、マッドヤ

マ音階に 32と両音階に分けて数えており、特にブリハッドデーシーの数え方ではシャードジーが３つのアパニヤーサを

持つように理解されるが、本書ではガーンダーラとパンチャマの２つしか数えられていない。シャードジーは、本書 (I

7. 64)、ナートヤシャーストラ (28. 95) さらにブリハッドデーシー (1. 211) でも同様にガーンダーラとパンチャマの

２つのみをアパニヤーサとしており、ブリハッドデーシーの記述には錯誤があるかと思われる。
166ナートヤシャーストラ (28. 138) に、カイシキーの定義でリシャバを除くすべてが主要音でありアパニヤーサとな

るとしながら、「しかし、一方、ある場合には (kadācit)リシャバもアパニヤーサであると規定される」という記述が見

られる。また、ダッティラムにも「リシャバがアパニヤーサとなり主要音と同様であるとあるものたちに (kaís cit)よっ

て言われた (89cd)」といった記述がある。「他の人々 (pare)」とは、そうした考えの人々、もしくは用法をさしている

のであろう。
167I 7. 96の補注に述べるように、ナートヤシャーストラにも、本来の６つに加えてリシャバをアパニヤーサとするこ

とが述べられている (NS 28. 138)。
168padaは、通常、接辞を完備した語を指す言語単位であるが、ここでは旋律に附随するテキストの基づく分節単位の

ことであろう。ヴィダーリーとパダの関係についてはよく分からないが、歌詞テキストから考えると文と語のような関係

になると思われる。
169サンニヤーサ・ヴィニヤーサについては、ナートヤシャーストラに「最初のヴィダーリーの中で用いられた終止音で

あり、不協和音の類いから離れたものがサンニヤーサと表現されるべきである。（ヴィダーリーの中の）パダの終わりに

現われ、ある場合に置かれるもの (vinyāsa)であるからヴィニヤーサである (28. 73)」と規定されている。ブリハッド

デーシーでもサンニヤーサを「主要音と不協和音にならないもので最初のヴィダーリーの終わりに用いられるものであ
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る (anu 122 under 1. 210)」とし、ヴィニヤーサを「そのサンニヤーサの音がパダの終わりに位置付けられる (vi- ni-√
as)場合、ヴィニヤーサである (anu 123 under 1. 210)」としており、ナートヤシャーストラの記述とともに、用い

られている術語も本書の記述とほぼ同様である。
170代替主要音 (paryāyām. śa)の語義解釈は K註によっている。S註では若干本文の読みが異なるようで、この言葉の

説明は見えない。なお、代替主要音と訳したのは、本来 paryāyaが回転、順序、同義語などの意味であるが、語義解釈

にしたがって基音に代わりうるものということによる。
171頻出性と希少性は対になる概念であるが、ナートヤシャーストラでは「希少性は飛ばされること (laṅghana) と反

復しないこと (anabhyāsa) によって２種である。その中で、（それが消去されることによって）六音音階・五音音階を

作り、主要音でなく (anam. śa)、旋律 (ḡıta) のアンタラマールガ (antaramārga) に見い出しうる音階音に反復しない

ことがある。飛ばされることと反復しないことによって、ジャーティに応じて頻出性と希少性があるのである。つまり、

（諸音階音の中で）強いこと (balavat) と弱いこと (abalatā) を決定することによって、希少性と頻出性が（あらわれ

る）場合、ジャーティの諸音階音によってジャーティの希少性は常に以上の２種なのである (prose before 28. 74 and

28. 74)」と記述している。ここですでに希少性に関わって、飛ばされること・反復しないことという概念による２種の

区分が見られる。ダッティラムでは音階音の使用 (prayoga) の希少性・頻出性といった同義反復のような定義しか述べ

られていない (59cd) が、ブリハッドデーシーでは、「今ここで、希少性と頻出性について私は述べる。その中で、諸音

階音をわずかに (alpaśa) 用いることによって希少性があり、多く (bahuśa) 用いることによって頻出性がある。こう

して、希少性と頻出性は（それぞれ）２種である。サンニヤーサ (sam. nyāsa) などに存在することとアンタラマールガ

(antaramārga) によるものとである。アンタラマールガの定義は、諸々のジャーティにおいてある場合には主要音では

ないが、希少ではないといったものである。つまり、カールマーラヴィーにおいて、ガーンダーラが（主要音でないもの

の、）すべての（他の）音階音に向かって動くことにより、頻出する (bahu) ものとしてアンタラマールガで用いられる

といったものである (anu 128 under 1. 210)」とし、一方、頻出性について「次に、頻出性を述べる。希少性のように

ここでも頻出性があると定義されるべきであるというのが特徴である。［問］どうしてか。［答］そこで述べる。強いこと

(balavat) と弱いこと (abalavat) は逆の概念である。希少性は弱いことである。その逆に強いことがあるので強いこと

の定義は理解されるのである (anu 129 under 1. 210)」とする。ここでは、２種の希少性、頻出性の定義が比較的明瞭

に与えられているが、ナートヤシャーストラおよび本書に見える「反復されないこと (anabhyāsa)」「飛ばされること

(laṅghana)」という概念は見えず、少し異なる角度からの説明とも思える。本書の定義はこうしたブリハッドデーシー

の伝統とは異なり、ナートヤシャーストラの定義とその後の注釈を踏まえたものではないかと思われる。例えば、頻出性

の定義に見られる代替主要音 (paryāyām. śa)は、アビナヴァバーラティーに「しかしここで代替主要音ではない音階音、

例えばシャードジーのニシャーダとリシャバのようなものであるが、それらがアンタラマールガに用いられる場合、反

復しないことである (on 28. 74, p. 49)」といったように反復しないことの定義で用いられ、「わずかに触れられること

(̄ıs.atsparśa)」という「飛ばされること」の定義は、バラタバーシャに「次に、希少性は２種である。飛ばされることによ

るものと反復されないことによるものである。その中で、飛ばされることとは、音階音にわずかに触れて (̄ıs.atspr.s.t.vā)

他の音階音に赴くことであり、触れることが繰り返されないことが、反復しないことである (6. 44)」というように見え

る。なお、ナートヤシャーストラやブリハッドデーシーに見られる希少性とアンタラマールガ (antaramārga)の関係は

ここでは述べられていないが、次のアンタラマールガの定義に関係がのべられている。
172（　）内は主に K註より補った。S註の説明と一致する部分もある。
173S註による。
174アンタラマールガ (antaramārga) は、意味からすれば「（２つの音階音）間の道」という意味であるが、ここに述

べられているように、主要音などの旋律の中で優勢な音階音と希少性と結びついた弱い音階音の組み合わせによる特徴的

なジャーティの旋律の動きである。ナートヤシャーストラでは、

sañcārām. śe balasthānām alpatve durbalāsu ca/

nyāsaś cāntaramārgaś ca jāt̄ınām. vyaktikārakah. //

(優勢な（ジャーティ）の主要音が波伏運動 (sam. cāra)をしており、劣勢の（ジャーティ）において希少である場合、終

止音とアンタラマールガが諸々のジャーティを特徴づけるものである。28. 75: ここでは主にアビナヴァバーラティー

の引用文を中心に読んだ。GOS の本文も同様である) と述べられているが、この本文は異読が多く、読みによってアン

タラマールガの内容が異なる。また、読みによってはアンタラマールガの定義というよりも、頻出性、希少性の説明の一

部ともとれる。例えば、BDに引用されるものは、

sañcāro ’m. śabalasthānām alpatvam. durbalāsu ca/

nyāsaś cāntaramārgas ta jāt̄ınām. vyaktikārakah. //
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(主要音と優勢な音階音に波伏運動があり、希少性は劣勢の（ジャーティ）に見られる。アンタラマールガとニヤーサが

諸々のジャーティを特徴づけるものである。Anu 129 after 210)となっている。この間の事情についてはBr.haspati(前

掲書 p. 137-40) に詳しい。彼はアビナヴァグプタの解釈を中心に以下の４つの解釈を指摘する。(1) では、アンタラ

マールガは複合的なジャーティにのみ生じるものである。多くのジャーティから複合ジャーティが構成される場合、あ

るジャーティが優勢で他のものが弱いということになる。その場合、交代に (sam. cāra)主要音が用いられ、それを対象

とし、そこに立つジャーティの終止音がアンタラマールガという名称を与えられる。そういった状況で、複合ジャーティ

のなんらかの要素となるジャーティの主要音ではないある音階音が主要音とされるのである。(2) ジャーティを展開す

る (sam. cāra)間に、ある主要音とその協和音が（旋律の）主体となり (pradhānabhūte dalakalpe sthite)、弱い音に

nyāsa をなす。この nyāsaがアンタラマールガであり、この場合は、複合ジャーティだけではなく標準のジャーティに

も適用される。(3) では、アンタラマールガは複合ジャーティに限られる。波伏の旋律運動 (sam. cāra) を通じて優勢な

要素から弱い要素を区別することがアンタラマールガである。以上は、アビナヴァバーラティーに見られる説である (on

28. 75, pp 49-50)。(4)は Br.haspati自身の解釈であるが、これは複合ジャーティだけではなく、すべてのジャーティ

に適用されるとする。それは、弱い音のわずかな使用に対して、弱い音と優勢な音を区別するために主要音とその協和音

を繰り返し使用すること (nyāsa) が、アンタラマールガであるとする解釈である。本書のアンタラマールガの定義は極

めて明瞭であるが、その前提となったナートヤシャーストラの定義を巡っては様々な異説があり、その背景は必ずしも単

純ではなかったようである。特に、そこには複合ジャーティの展開に関する音進行上の問題があったと思われる。なお、

ブリハッドデーシー、バラタバーシャはこれについてナートヤシャーストラを引用するだけで、それ以上の情報は与えて

くれない。
175ナートヤシャーストラには、「６音からなる六音音階は 14 種類である。以前にいわれた規定によって、ジャーティ

の主要音の種類から 47の用法がある (prose after 28. 75)」とある。14種というのは、六音音階となるジャーティ、六

音音階・五音音階の両方になるジャーティを合わせた数である。詳しくは、補注 144 で引用した六音音階での主要音の

選択に関する記述ならびに各ジャーティの旋法的特性を参照。
176同様の語源解釈が、ブリハッドデーシー (anu 41 under 1. 99) に見える。なお、K 註はさらにパーニニ文法に基

づく語形成を次のように説明する。まず、aud. avaは ud.u(星)と
√

vā(行く)が付いたものであるが、この場合、パーニ

ニの 3. 3. 4にしたがって、接辞 Kaが導入される。これによって、ud.uvaが構成され、星が行くところ、虚空が意味さ

れる。これが五大元素の中の５番目ということから数字の「５」を意味する。これに、パーニニ 4. 3. 25 の規定にした

がって、ヴリッディ化する接辞 aN.が付き、５から生まれたものという意味になるといったものである。
177ナートヤシャーストラには、「５音からなる五音音階は、10種であると実演を知るものたちによって知られるべきで

ある。これには以前に述べられたような特徴にしたがって、30種の（主要音の）様態が備えられている (28. 76) 」と述

べられている。ここで「以前に述べられたような」といっているのは、補注 144 で引用したナートヤシャーストラ (28.

58-65) の六音音階、五音音階での主要音の選択の記述を指している。これらの五音音階の種類の数、主要音の数につい

ては、本書では触れられていない。
178「希少であるもの」を「反復されないもの (anabhyāsa)」とし、「より希少であるもの」を「飛ばされるもの

(laṅghana)」とするのは、K註の解釈による。
179パンチャミーの定義は、本章 73-75ab に見えるが、そこでは、シャッドジャ・ガーンダーラ・マッドヤマが非常に

希少な (svalpla)音とされる。一方で、ガーンダーラの消去によって六音音階が構成され、ガーンダーラとニシャーダの

消去によって五音音階が構成されるという。しかし、パンチャミーにおいては、ニシャーダはリシャバ・パンチャマと並

んでアパニヤーサ (apanyāsa: 準終止音) とされ、頻出性を持った音とされる。このパンチャミーの規定は、ナートヤ

シャーストラ (28. 124-6)でも同様である。
180この規定 (vidhi) と排他的特定 (parisam. khyā) は、ミーマーンサーの聖典解釈上の用語とされる。S 註は、「まっ

たく（選択肢が）得られていない場合に規定 (vidhi)、選択肢がある場合に限定 (niyama)、それと別のものに（可能性

が）得られた場合が排他的特定 (parisam. khyā) と言われる」というタントラヴァールティカ (on Mı̄mām. sā Sūtra 1.

2. 4. 34)にも引用される定義を引用して説明している。ここでは、六音音階・五音音階を作る場合に、「希少」・「より希

少」ということが得られていない場合には、六音音階を作るものが「希少」、五音音階を作るものが「より希少」と規定

されるのであるが、パンチャミーのように希少性・頻出性が言及されている場合には、この排他的特定 (parisam. khyā)

が用いられるというのであろう。
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なお、本稿を執筆中、以下のテキストが出版された。

NS: GOSNew Nāt.yaśāstra of Bharatamuni with the commentary Abhinavabhārat̄ı by Abhi-
navaguptācArya, vol. 4(Chapaters 28 - 37), ed. by Late M. Ramakrishna Kavi and
Late J. S. Pade, rev. ed. by V. M. Kulkarni and T. S. Nandi, Oriental Institute
Baroda, Vadodara 2006

これは待望久しかったナートヤシャーストラ GOS版の改訂版である。内容をつぶさには検討
していないが、旧版に比べ NSの異読に関する情報は格段に充実している。ただ、本文そのもの
についての訂正は、今回参照した限りではさほど見られないようである。

An Annotated Translation of the Sam. ḡıtaratnākara Chapter 1 (2)

Summary

This is the second part of an annotated Japanese translation of the Sam. ḡıtaratnākara(SR)
chapter 1. It contains the 5th, 6th and the first half of the 7th section. The 5th, 6th and 7th
section describe the overlapping(sādhāran. a), “tonal figures” (alam. kāra) and “modes” (jāti).
The word, “overlapping” is used here in two senses: an intermediate tone, i.e., a semi-tone,
and some mixtures of modes. The brief description in SR indicates some development of
the usages of semi-tones from the ancient musical theory, as e.g., that of the Nāt.yaśāstra
(NS). The 6th section treats the four kinds of melodic movement(varn. a) and the varieties of
tonal figures(alam. kāra). The word “alam. kāra” originally means “tonal ornaments” but can
be translated as “tonal figures” or “stereotyped melodic figurations” in the case of Śārṅga-
deva and his senior or younger contemporaries. The names of “alam. kāras” mentioned in
SR can be traced back to NS but their contents are changed. Some of their descriptions
in SR seem to be similar to those in the Abhinavabhārat̄ı. The first half of the 7th section
treats the general definition of jāti that originates from an ancient musical theory and can
be translated as “mode”. Śārṅgadeva’s descriptions can be traced back to those in NS. The
number of features of jāti described in SR, however, differs from that enumerated in NS
and earlier musical works, while the additional features described in SR originate from an
ancient musical theory.
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